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プロローグ







　太陽が地平線に沈しずもうとしている頃ころ、東とう京きよう都と杉すぎ並なみ区くの一角に建てられた古めかしい屋や敷しきの庭にその老人は一人佇たたずんでいた。

（まだやってるんだ……）

　予期せぬ来客を客間に通した飛鳥あすかの目が、庭先で剣けんを振ふるう大おお伯父おじの姿を映し出す。

　左右の手に握にぎられた大小二本の白はく刃じんが夕日を受けて赤く煌きらめいた。

　ゆったりとした動作。

　決められた型を所定の順序に沿って行う稽けい古こだ。

　まるで、能や舞ぶ踊ようを見ているような光景が飛鳥の目の前に広がる。

　幽ゆう玄げんの美ともいえる、見る者に感動すら与あたえる美しさだ。

　しかし、見た目の優ゆう雅がさとは裏腹に、この修練は苛か酷こく極きわまりない。

　まず、重い真しん剣けんの剣けん先さきを全くぶれさせる事なく、一定の速度を保ちながら振り続けるのは、並みの筋力では不可能。

　勢いを殺した緩かん慢まんな動作程ほど、技量を問われるもの。

　その上、用いるのは重い二本の真剣だ。

　一本の刀を両手で棒の様に振り回すというだけでも一苦労なのに、二本の刀を別々に握って振るうとなればその難易度は更さらに跳はね上あがる。

　朝夕に行われる激げき烈れつともいえる素す振ぶりとは全く目的の違ちがう鍛たん錬れん法ほう。

　動きこそ素人しろうと目めには簡単そうに映るが、その精神的、肉体的疲ひ労ろうは朝夕の素振りに勝まさるとも劣おとらないだろう。

　しかも、浩こう一いち郎ろうが修練を始めてから既すでに一時間以上が経たっている。

（ものすごい汗あせ……日課の稽古は亮りよう真まが姿を消してから時間が増えるばかりね）

　今は暦こよみの上だと夏も盛りを過ぎて秋口に差さし掛かかった頃。

　一応、過ごしやすい季節になってきたという認にん識しきで間ま違ちがいはない。

　だが、昨今の異常気象の所為せいなのか、今日の様に蒸むし暑あつい日もあり、クーラーの恩おん恵けいが恋こいしい日もない訳ではないのだ。

　だが、浩一郎の全身からは汗が滝たきの様に噴き出し、飛鳥の目にはまるで白い湯気が立ち上っているかの様に見える姿は、決してこの蒸し暑さだけが原因ではないのだろう。

　御み子こ柴しば亮真が彼かれの通う高校から突とつ然ぜん姿を消して数すうヶか月げつ。浩一郎の日課はその苛か烈れつさを日々増していった。

　勿もち論ろん、最愛の孫を突然失った悲しみは、飛鳥でも十二分に理解は出来る。しかし……

（でも、それだけじゃない気がする。何かを必死に押おし殺ころそうとしているみたい。そう、まるで亮真が消えた原因を知っている様な……）

　幼少の頃から飛鳥は祖母や母親に連れられ、頻ひん繁ぱんにこの屋敷を訪おとずれていた彼かの女じよと浩一郎の関係は、単なる親族という枠わく組ぐみを離はなれている。端たん的てきに言えば、親兄弟の関係に近いだろう。

　大きくなり、浩一郎と亮真という男二人だけでは大変だろうと、ほぼ毎日炊すい事じや洗せん濯たくといった家事を手伝うようになってからは尚なお更さらだ。

　それは飛鳥の浩一郎に対する呼よび掛け方かたにも表れている。

　本来の祖父が早くに亡なくなっている飛鳥にとって、浩一郎はまさしく祖父と言える存在なのだ。たとえそれが親族間の正式な続ぞく柄がらを表す言葉ではないとしても。

　だが、そんな親しい間あいだ柄がらであっても、互たがいの想おもいを真に理解していると言えるかは非常に疑問だ。

（私はお爺じいちゃんの心を本当の意味で理解していないのかも……）

　桐生きりゆう飛鳥にとって、御子柴浩一郎は実に不思議な存在だ。

　基本的に、御子柴家は裕ゆう福ふくな家である。

　大昔はどこぞの藩はんの家老だか、大名だかの血脈に繋つながるという話もある家いえ柄がらで、東京二十三区に広い庭付きの屋敷を構え、その屋敷の中には多くの骨こつ董とう品ひんが眠ねむっている。

　中でも数十本ある日本刀の中には、国宝や重要文化財に指定されてもおかしくない品が幾いくつも交じっているのだ。

　その他にも千せんの利り休きゆう由来とされる壺つぼや茶ちや碗わんに始まり、掛け軸じくや屏びよう風ぶなど、古美術に関心のある人間にとっては垂すい涎ぜんの的になる様な逸いつ品ぴんがゴロゴロしている。

　持っていくところに持っていけば、一つでそれこそ何百万や何千万という金が入ってくる筈はずだ。

　贅ぜい沢たくをしたいと思えば幾らでも出来ただろう。

　良い服を着て旨うまい飯を食べる。

　別べつ荘そうでもヨットでも、浩一郎が欲ほしいと望めば何でも手に入った筈だし、毎食を有名レストランや料りよう亭ていで食べる事も出来た。

　洋服だって有名ブランド物に身を包つつみ、一つ何百万もする様な高価な腕うで時ど計けいを、ネクタイを選ぶのと同じ感覚で替かえる事が出来た筈だ。

　家事にしても同じ事が言える。

　浩一郎は確かに炊事や掃そう除じといった家事全ぜん般ぱんに疎うとい。

　しかし、御子柴家の経済状じよう況きようを考えれば、何も浩一郎自身が行う必要などない。

　西洋の様なメイドや執しつ事じといった存在は現実的ではないとしても、家政婦さんやお手伝いさんと呼ばれる人間を通いで雇やとう事は出来た筈だ。

　だが、浩一郎はただひっそりと暮らした。

　外出は精々近所の商店街に足を向ける程度。

　どこかへ旅行に行く訳でもなく、何か金の掛かる趣しゆ味みを持っている訳でもない。

　飛鳥の知る限りで贅沢だと言えるのは、日本全国から取り寄せた銘めい酒しゆや地酒を毎晩楽しむ程度。

　それだって金額にすれば月に数万円といったところだろう。

　朝起きると直すぐに稽古を始め、昼ひる頃ごろまでは自室で読書に明け暮れる。午後は囲い碁ごか将しよう棋ぎを一人で楽しみ、夕食の後はまた稽古の繰くり返かえし。

　欲も見み栄えもない生活。

　表面だけ見れば晴耕雨読という言葉がぴったりと来るような日々だ。

（でも……そんな訳ないわ。だって……）

　世捨て人のような生活をしていても、浩一郎は決して世を捨ててはいない。

　日々の武術に対する姿勢や考え方。一見狂きよう気きとも見える稽古の苛烈さ。政治、経済、軍事といった専門書を読よみ漁あさる貪どん欲よくな知識欲。

　そのどれを取ってしても、浩一郎の態度は世捨て人とは思えないのだ。

（強しいて言うなら……臥が薪しん嘗しよう胆たん？）

　飛鳥の脳のう裏りに浮うかんだのは、先日読んだ史し記きを題材にしたとある歴史漫まん画がに書かれていた言葉。

　親を殺された王子が、その復ふく讐しゆう心しんをバネにして苦労を重ね、力を蓄たくわえ国力を強大にした故事からきた言葉だ。

　勿論、飛鳥は浩一郎が何かに復ふく讐しゆうを企くわだてているとは思っていない。

　一番近いイメージとしては、お家再興を夢見て日々を生きる武士といったところか。

（あっと……いけないいけない。お爺ちゃんの稽古を見てたら大分時間を取られちゃった。刑けい事じさんをお待たせしているのに）

　飛鳥の脳裏に、客間に通した中年の刑事の顔が浮かんだ。

　御子柴家の屋敷が立つ地域を管かん轄かつとする杉すぎ並なみ中央署。

　その警察署に勤務する生活安全課の刑事。俗ぞくに少年犯罪を専門に扱あつかう少年係と呼ばれる部署に所属する警察官だ。

　その事を思い出した瞬しゆん間かん、ふとした疑問が飛鳥の心を過よぎる。

（そう言えば、お爺ちゃんは亮真が消えた後、直ぐに警察へ届を出さなかったよね……お母さん達たちが届け出るのを止めもしなかったけれど……）

　幾ら並み外れた身体能力を誇ほこっていようと、どれだけ成熟した精神を持っていようと、飛鳥の愛する従兄弟いとこは所しよ詮せんただの高校生でしかない。

　亮真本人がどう思っているかはさておいて、日本の法律的にはまだ子供の範はん疇ちゆうに入る。

　普ふ段だんから家出を繰り返しているような子供なら親が無関心である場合もあるかもしれないが、今まで亮真が無断外がい泊はくをした事など一度としてない。

　となると、真っ先に警察へ捜そう索さく願ねがいを届け出ようとするのが、肉親として一番自然な行動ではないだろうかと飛鳥は思うのだ。

（学校から亮真の姿が消えたという知らせを受けた時も、一晩待って帰って来ない事が分かっても、お爺ちゃんは警察に届けようとはしなかった……一体何故なぜ？）

　普ふ通つうに考えれば、自分の孫に対して無関心とか冷れい淡たんであると周囲に受け取られても不思議ではない様な態度だ。

　しかし、浩一郎が今までどれだけ亮真を慈いつくしんで育ててきたかを見てきた飛鳥には、大伯父の態度は不可解極きわまりない。

　百歩譲ゆずって、その態度が亮真に対して深い信しん頼らいを寄せた結果だとしても、流石さすがに半年近くも行方ゆくえをくらましている孫の安否は心配な筈だ。

　実際、浩一郎の日々の稽古量が増え、逆に晩ばん酌しやくをぴたりと止やめた原因は、亮真が姿を消した事に対しての不安と苛いら立だちからくるものであると飛鳥は予想しているし、それはほぼ事実だろうと確信している。

　心配していない筈がないのだが、それでいて浩一郎は捜索願を受理した警察の動きに対して不自然ともいえる程に無関心だった。

（警察が嫌きらいなんて話は聞いた事がないけど……）

　肉親が突然姿を消した場合に真っ先に考えるのは、警察へ捜索願を届け出る事だ。

　良くも悪くも日本は法治国家。

　全国に約二十五万人が職務に従事している。

　勿論、その全すべてが届を出したからといって捜さがしてくれる訳ではないが、個人で探すよりもはるかに見つける可能性が高いのは子供でも分かる理り屈くつだ。

　だが、世の中には色々な事情から警察を信じる事が出来なかったり、頼たよる事が出来なかったりする人間がいるのも事実。

　だが、御子柴家は飛鳥が知る限り何か後ろ暗い副業に手を染めている事などないし、仮に浩一郎が個人的に警察を嫌っていると仮定しても、それならそれで調査会社の様な所に依い頼らいを出すなど打つ手は幾らでも考えられる。

　金銭的に困っているというのであれば話は別だが、ハイエナの様な親族達が虎こ視し眈たん々たんと狙ねらう御子柴家の財力は、そんな程度で微び動どうだにしないだろう。

（まるで、捜す事が無む駄だだと分かっているみたいな態度……やっぱり、お爺ちゃんは何か知ってる……そして、それを隠かくしてる）

　言えないのか、言わないのか。

　どちらにせよ真実は浩一郎の胸の奥おくにしかない。

「お爺ちゃん、今警察の方がお話があるって来られてるんだけど……」

　心に次々と湧わき上がる疑問を押し殺しながら、飛鳥は浩一郎に話しかけた。







第一章　逃のがれきれない罪







　滝の様に滴したたっていた汗を熱い風ふ呂ろでさっぱりと流し終えた浩こう一いち郎ろうは、紺こんの作さ務む衣えを身に着けると、刑けい事じ達たちの待つ客間へと足を向けた。

「大変お待たせをして申し訳ありません。日々の日課で少し運動をしていまして、身み支じ度たくに時間が掛かってしまいました」

　床とこの間まに飾かざられた日本刀を背に、浩一郎は目の前に座すわる刑事達へ深々と頭を下げる。

　武道を修練する人間特有の筋の通った見事な姿勢。

　三十分近くも待たされ、内心苛立ちを感じていた刑事達も、年上の浩一郎が丁てい重ちように頭を下げた事に思わず慌あわててしまったのだろう。

「いえ、御み子こ柴しばさん……こちらこそお約束もせずに突とつ然ぜん押おし掛けるような事をして、申し訳ありませんでした」

　若じやつ干かん、ぎくしゃくとしながらも先せん輩ぱいの立たち花ばながそういって深く頭を下げると、それを横で見ていた若い楠くす田だが慌ててそれに倣ならう。

　ひとしきり両者の間で謝罪合戦が行われた後、浩一郎は静かに本題を切り出した。

「それで、本日はどのようなご用向きでしょう……孫の事で何か？」

「いえ、それはまだ……今日お伺うかがいしたのは、幾つか当時の状況を再さい確かく認にんさせていただければと思いまして」

　その飾り気けのない浩一郎の物言いと刺さす様な鋭するどい視線に、思わず立花は相手が一いつ般ぱん人じんにも拘かかわらず鼻はな白じろむ。

（おいおい、いきなり本題かよ。しかも、えらい冷淡な感じだ。最初に感じたが、どうにもやりにくい爺じい様さまだな……だが、やはりこいつは臭においやがる）

　冷静さを保つと言えば聞こえがいいが、浩一郎は今まで一度として立花達の前で取り乱した様子を見せた事がない。

　そう、ただの一度もだ。

　勿論、悲しみや怒いかりを感じた時の対処のしかたは人それぞれ違うだろうし、その温度にも個人差があるのは当然ではある。

　表に出すか性格かどうかでも変わってくる。

　だが、表現方法や耐たえ方は違っても、特定の事象に対して人間の持つ感情にはある程度のパターンがあるものだ。

　肉親の姿が突然、目の前から消きえ失うせる。

　親が消えた子供。子が消えた親。

　立花は長い刑事生活において、何度もそういった家族の悲しみを横で見てきた。

　だから、立花は目の前の老人に違い和わ感かんを覚える。

　立花から見ると、ただ必要な問いを必要に応じて口にしているといった、機械的な感じがして仕方がないのだ。

「えぇ、少しお孫さんの事に関して質問が……やはり、失しつ踪そうされた原因に関して思い当たる事などは？　本当に些さ細さいな事で結構ですので」

　若い楠田がメモにまとめた幾つかの質問をする傍かたわらで、立花はジッと浩一郎の横側を見つめ続ける。

　そもそも、立花はこの御子柴浩一郎という老人を初めから快くは思っていない。

　とある事情から、今でこそ生活安全課少年係という未成年者の犯罪や保護活動を扱あつかう部署に配属されてはいるものの、立花は元々、刑けい事じ部ぶ捜そう査さ第四課に所属した警部補だ。

　俗に組織犯罪対策部や暴力団対策課などと呼ばれるヤクザや外国人マフィアを相手にする荒あらっぽい職場で、危険な犯罪者達と日々渡わたり合あってきた。

　胆たん力りよく、体力、知力。そのどれをとっても立花は一流と言える警察官。特に人を見み抜ぬく力には神かみ懸がかったものがある。

　実際、立花が引っ掛かりを感じた容疑者の殆ほとんどが、本当に犯人であったという事実がその勘かんの正しさを物語っている。

　そして、そんな立花から見て、目の前の老人は非常に気になる存在だった。

　別に目の前の老人が犯罪者であるとは立花も思ってはいない。

　少なくとも、警察のデータベースを検けん索さくしても犯罪歴などは一いつ切さいないのだ。

　親族にも特に問題のある様な人物もいない。きわめて普通の一般人だ。

　これといった職業に就ついた経歴がないのが少し気になりはするが、父祖から受うけ継ついだ資産はかなりのものらしく金には困っていない。

　非常に悪意ある言い方をすれば、親の脛すねを齧かじるニートと言ったところだろうか。

　少なくとも、公式の経歴を見た限り御子柴浩一郎という老人は可もなく不可もない金持ちの老人という評価になる。

　だが、これが実際に顔を突つき合わせてみると評価がガラリと変わるのだ。

（柔じゆう剣けん道どうに合気道、空手と武道に勤いそしんだ俺おれだが……果たして）

　中年に差し掛かっても立花の体には鋼はがねの様な筋肉が詰つまっている。

　警察官という職しよく業ぎよう柄がら、犯罪者を制圧出来るだけの実力がなければ仕事にならない。

　まぁ、一番簡単なのは犯罪者を拳けん銃じゆうで射殺する事なのだが、日本という国の特性上、それをすれば大問題になる。

　なにせ、威い嚇かく射しや撃げきとして空そらに向かって発はつ砲ぽうしただけで、その行動の妥だ当とう性せいに関してやいのやいのとマスコミや人権団体が騒さわぐのだ。

　そして、警察官かん僚りよう達たちは現場の苦労も知らずに簡単に責任を部下達へと押し付つけてくる。

　しかし、その判断が正しいか正しくないかはケースバイケースだろう。

　現場の判断が常に正しい訳はないだろうし、だからといってその場にいなかった人間が、後から正論を振りかざしたところで意味があるとも思えない。

　勿論、場合によっては正当性を認められる場合がない訳ではないが、問題はその結論が出るのに何ヶ月、状況によっては年単位の時間が掛かるという事。

　一つの犯罪を止める為ために、その止め方の正当性をいちいち何ヶ月も費やして検証していては仕事になる訳がない。

　拳銃が治安維い持じにおいて非常に強力な武器である事は紛まぎれもない事実。

　だが、使用後に起こる面めん倒どうな処理を考えれば。余よ程ほどの状況でもない限り拳銃を使う事など出来はしないのだ。

　せっかく持っているのに使えない武器。

　いっその事、実じつ弾だんの使用をやめて、殺傷力を落とした模も擬ぎ弾だんの様な弾たまを使うか、スタンガンの様な物を配備した方が実用的なのかもしれない。

　しかし、そんな現場の不満は、決して上司である官僚達へは伝わらない。

　必然的に、警察官の主戦力は己おのれの鍛きたえ上げられた肉体と、伸のび縮ちぢみのする特とく殊しゆ警棒、そして同どう僚りよう達たちの存在という事になる。

　どうしたって、武術の修練に励はげむしかない。

　スポーツとしてではなく、文字通り自分達と普通の人々の生命と財産を犯罪者達から守る武器として必要なのだ。

　だからこそ、警察官を始め、自衛隊員など危険な職業に就く人間は、一般人と比ひ較かくして両者が同じ段位を持っていた場合、段位以上の実力を持つとみていい。

　実戦経験に差があるし、何より心構えが違う。

　暴力を悪と言うのは簡単だし、ある意味ではその認識は正しい。

　しかし、彼らは知っているのだ。力なき正義もまた悪なのだという事を。

　だが、そんな立花から見ても、目の前の老人は異質過ぎた。

　別に目の前の老人から何か恫どう喝かつされている訳でも、威い嚇かくされている訳でもない。

　しかし、長年の経験から立花は浩一郎に対して何かを感じるのだ。

（そうか……昔こんな感じの奴やつに会った事があったな……あれは確か）

　立花の脳裏に苦い思い出と共に、一人の男の顔が浮かんだ。

　それは、香ホン港コン系けいのマフィアで職業的な殺し屋として働いた経歴を持つ男。

　元は中国の人民解放軍の特殊部隊出身で、香港系マフィアにお決まりの、生活に困って豊かな香港へと逃にげた軍人崩くずれだったらしい。

　当時、手て渡わたされた資料によると、軍人時代は治安維持の名の下に、相当に汚きたない任務をこなしてきたようだ。

　自らが直接手を汚よごした数も十や二十ではきかないだろう。

　よく、人を殺した経験を持つ人間はその体から放つ空気が常人とは違うというが、事実、立花が出会ったこの男の放つ空気は周りの取り巻き達とは全く異なるものだった。

（この爺さんは、何処どことなくあの男に似ている気がする……単なる勘でしかないが……）

　国際刑事警察機構ＩＣＰＯからの情報提供で、日本国内に入ったその男を逮たい捕ほする任務を立花は当時の上司から命じられた。

　所属する捜そう査さ第四課の仕事の範疇かと問われれば微び妙みようなところではあったが、男が接せつ触しよくした日本側の組織が広域指定暴力団であった事もあって協力要よう請せいが来たのだ。

　初め、捜査は順調だった。

　立花が暴力団内部に仕し込こんだ情報提供者の情報は実に迅じん速そくで的確だったからだ。

　男が日本に入国する日、時間に場所。泊とまるホテルの名前から、その際に使われる偽ぎ名めいまで立花は知る事が出来た。

　しかし、逮捕まであと一歩というところで、若かった立花が勇み足を踏ふんだ事によって男から想定外の反はん撃げきを受けてしまう。

　そして、結果として捜そう査さ員いん二名の殉じゆん職しよくという最悪の失態を犯おかした上、仕事を終えた男は永遠に姿を消してしまった。

　まるで地球上から煙けむりの様に消え去ったかの様に。

　以来、辞職こそ免まぬがれたものの、立花は全ての責任を取らされて捜査第四課から外され、本庁から所しよ轄かつ署しよへと飛ばされた。

　その結果、今では非行少年の相手だ。

　生活安全課の仕事を馬ば鹿かにするつもりは毛頭ないが、危険な職業的犯罪者達と現場の最前線で渡り合ってきた人間にとっては十分に懲ちよう罰ばつ人事と言えるだろう。しかし立花自身はその事に不満はない。

　職業的犯罪者から一般人を守る事は非常に重要で意義のある仕事であるが、国の未来を担になう若者達を守る事もまた同じくらい重要な仕事であると理解しているからだ。

（それに、今回みたいな事件に巡めぐり合う事もあるし……な）

　ベテランと言ってよい立花から見ても、今回の失踪事件は実に興味深いものだ。

　通常、こういったケースのほとんどは捜索願を受理した上で、後は形式的な捜査を行い事件性の有う無むを確認して終わりとしてしまう物なのだ。

　冷たい様だが、幾ら警察といえど姿を消した人間の全てを捜す労力は流石にないのだから仕方がない。

　勿論、幼い子供の誘ゆう拐かいや、遺書を残しての失踪といった事件性や緊きん急きゆう性せいの高い物は別だ。だが、それだって時間と共に捜査にかかわる人間の数は減っていく。

　一いつ般ぱんの人間がその話を聞いて、それを冷たいと責める事は簡単だし、ある意味では正しいだろう。

　しかし、限られた予算と人員で治安を守る以上、全てを守る事は難しいのも事実。

　では、今回の様なケースはどうかと問われれば、実に微妙なところとしか言いようがない。

　何せ、姿を消した高校生は並み外れた体格を誇る巨きよ漢かん。未成年ではあっても、小中学生とは違ってある程度は自立が許される年ねん齢れいでもある。しかも、ただでかいだけではなくて、明らかに何らかの訓練を受けている。

　高校の入学式に撮とった写真を借り受けたが、そこに写った青年を一目見ただけでも、彼の並み外れた肉体が見て取れた。

　言い方は悪いが、余程の大人数を一度に相手にでもしない限り、御子柴亮りよう真まをどうこう出来る人間がいるとは思えない。

　つまり、犯罪の被ひ害がい者しやになる可能性は限りなく低いとみていいだろう。

　そうなると、自分の意志で姿を消した可能性が強くなる訳だが、問題は御子柴亮真が突然学校から姿を消す理由が見当たらない事だ。

（学校に残された鞄かばんには教科書からノートといった物が全て残されていた。携けい帯たい電話もだ。唯ゆい一いつ見つからなかったのは桐生きりゆう飛鳥あすかが渡したという弁当箱だけ。これは、昼休みに弁当箱を持って教室を離れたという同級生の証言とも一いつ致ちしている訳だ。家出だとすれば実行のタイミングが不自然だ。それに、目もく撃げき者しやもいなければ駅やコンビニの監かん視しカメラにも映っていないのも気になる。意図的に避さけたっていう可能性もあるし、車を使った可能性もあるにはあるが……）

　今やいたるところに監視カメラが設置されている世の中。このご時世で、完全にカメラの眼めから逃れるのはかなり難しい。

　完全に捕ほ捉そくできるかどうかは微妙だが、周囲数キロ圏けん内ないのどこにも姿が映っていないというのはあまりにも不自然すぎるし、幾ら家出を考えたとしても、今時携帯電話を鞄に置いていくというのは考えにくい。

（やはり爺さんも引っかかるが、姿を消したっていう孫に関しても色々と不自然なところが多過ぎる。あの写真を見た限り、単純に背が高いだけじゃない。胸の厚みといい首の太さといい、相当なトレーニングを積んでいる筈だ。明らかに趣味の範疇を超こえていやがる）

　何しろ、隣となりに写る桐生飛鳥の胴どう回まわりと太ももが同じくらいの太さなのだ。

　それに、写真をルーペで拡大したところ、彼の拳こぶしには大きな拳ダコが出来ていた。

　これは空手などの稽古で巻き藁わらやサンドバッグを日常的に叩たたく事によって出来る物で、自然に出来るという事はまずない。

（だが、それにもかかわらず御子柴亮真には何か正式に武道やスポーツをやったという形けい跡せきが全くない……この爺さんと同じ様に……意図的に隠してきたという事なのだろうが、何故だ？）

　調べれば調べる程、立花は御子柴亮真という青年に違和感を覚えていた。

　いや、より正確に言えば、御子柴家という家族そのものがあまりに不自然なのだ。

（ご両親の事も有るしな……）

　予定していた一通りの質問を終え、楠田が立花へ視線を向けた。

「立花さん、何か他にありますか？」

　一見した限りでは普段と何も変わらない表情ではある。

　しかし、その仮面の奥に隠されたほんの少しの変化を立花は見み逃のがさなかった。

（こいつも無能じゃないんだが、どうにも形式通りで終わらせようとするな……まぁ、若いから仕方がないんだろうが……）

　この事件の捜査に関して、楠田はあまり乗り気ではない。

　先輩であり教育係である立花に従って仕方なく一いつ緒しよに捜査をしてはいるものの、正直に言っておざなりの捜査で終わらそうという意思が端はし々ばしに見て取れるのだ。

（まぁ、こんな成果にならなさそうな事件に、いつまでもかかずらっていたくないという気持ちも分からなくはないがね）

　警察官の出世とはおもに二つの事を指す。

　一つは試験を受けて階級を上げる事。一番確実で、なおかつめんどくさい出世の形だ。

　そしてもう一つは、手て柄がらを立てる事によって、花形と呼ばれる部署へ移動する事。これには所属する課はそのままで、派出所から所轄署勤務といった勤務地の変へん更こうも含ふくまれる。

　言うなればサラリーマンの支店勤務と本店勤務の様な関係だろうか。

　若い楠田としては、どうしても地味な仕事である今の職場より、見た目が派手な捜査課へでも異動したいのだろう。

　そして、その為に必死で実績を作りたがっている事も立花は知っていた。

　立花はそんな楠田の考えを、正しいと認めるつもりはない。

　しかし、そんな考えになってしまう原因を考えれば、楠田だけが悪いと責める訳にはいかない事を立花は理解している。

　勿論、楠田の考えは警察官という職務の役目を考えれば失格な態度といえる。

　建前的には警察官の仕事に重いも軽いもないのだ。

　犯罪者を捕つかまえるだけが全てではない。

　遺失物の処理も、道案内も、派出所の入り口に立って番をする事だって立派な職務であり、治安維持に大きな役割を果たしている。

　ただ、それらの仕事は地味で一般人からは評価されにくいというのも事実。

（課長もああいう人だからな……）

　結果を出せ、数字を出せと部下の尻しりを叩いてばかりいる上司の顔が脳裏に浮かび、立花の唇くちびるが歪ゆがんだ。

　立花にとってはあまりうまの合う上司とは言えない。

　いや、はっきり言えば人間の屑くずだと立花は見ている。

　だがその一方で、上司が毎日毎日嫌いや味み交じりに部下の尻を叩くのは、自分もまた更に上の上司から同じ事を言われているからに他ほかならない。

　結果と効率が重視される社会。それは何も警察社会だけではない。

　今の日本全体が数字の論理で動いている以上、建前的な意見はともかくとして、現実的には楠田の様になっていくものなのだから。

　いや、逆にその事実を認められない人間は社会に潰つぶされていくしかないのだ。

「いや、俺からは特にない」

　楠田の探さぐる様な視線を受けながら、胸中に感じた一いち抹まつの寂さびしさを押し隠しながら、立花はゆっくりと頷うなずいた。

　今回訪問した目的の大部分は既に達している。

　立花は自分の直感が正しかった事を改めて確信していた。

（やっぱり、この事件の鍵かぎはこの爺さんだ。こいつが全てを握っていやがるのは間違いない……問題は今後どう攻せめるか……だな。もう少しネタを集めるか）

　今この場で立花が出来る事は何もない。

　仮にこの場で目の前の老人へ様々な疑問をぶつけたところで、納なつ得とくのいく回答が得られるとは思えないのだから。

「そうですか……では、この辺で失礼した方がいいですね。夜も遅おそいですし」

　ようやく帰れるという安あん堵どからか、楠田の顔に笑えみが浮かぶ。

「あっ、もしよろしければ夕食でもどうですか？」

「いえ、大変うれしいお言葉なのですが、職務中ですので」

　飛鳥の言葉に、立花は謝意を表しながら腰こしを上げた。

「そうですか……たいしてお構いもしませんで。また何かあれば何時いつでも……飛鳥や」

　浩一郎の言葉に飛鳥が小さく頷く。

「では、玄げん関かんまで……」

　そう言うと、飛鳥は立花達の後に続いて部屋を出ていく。

　その後ろ姿を浩一郎は黙だまって見守った。




「あの刑事……立花と言ったか……」

　目の前に置かれた愛用の茶碗を手に取る。

　温ぬくくなった茶の渋しぶみが浩一郎の口に広がった。

（まぁ。何か感づいたとしても、そこで終わりだろうが……）

　全てを知る浩一郎にとって、立花の様な職務に対して忠実な刑事の手を何時までも煩わずらわせるのは心苦しい。

　だが、その一方で立花を納得させられるだけの説明が出来ない事も理解している。

　異世界召しよう喚かん。

　言葉だけ聞けばそれほどの違和感はない。

　アニメや映画に小説と、これを題材にした作品が数多く日本には存在するのだから。

　だが、これが現実だと言われて納得するかは全くの別物。

　少なくとも、浩一郎が逆の立場であったならば、相手の言葉をただの妄もう言げんとしか受け取らないだろう。

（だが、どちらにせよワシに出来る事は一つだけか……）

　浩一郎が大地世界アースから帰き還かんを果たした時から続く罪悪感。

　浩一郎の後に続いた筈の仲間達と未いまだに会えない理由を考えただけで、浩一郎は気が狂くるいそうになる。

　幾いく多たの犠ぎ牲せいの上に成り立った奇き跡せきの果てに、浩一郎は日本へと戻もどって来た。

　そして、全てが忘ぼう却きやくの彼方かなたへ消え去ろうとしていた頃に、あれが起こった。

　突然、足元に空いた穴。その暗い闇やみの中に落ちていく息むす子こ夫ふう婦ふ。

　浩一郎から半信半疑ながらもある程度の話を聞いていた二人は、直ぐに自分達の身に起きた事を理解したのだろう。

　息子むすこを頼たのむという彼らの最後の叫さけびが、今でも浩一郎の脳裏にこびりついて離れない。

　共に大地世界へと戻るべきだったのではないかという思いと、二人を見捨ててしまったという罪の意識が、ヘドロの様に浩一郎の心の奥おく底そこに沈んでいる。

　それでも、今日まで生きてきたのは、息子夫婦から託たくされた孫の為だ。

　しかし今、その最愛の孫までもが浩一郎の宿しゆく縁えんの犠牲になった。

（悪因悪果。因果は巡るというが、まさに真理を突ついた言葉よ）

　息子夫婦の犠牲で全ては終わったと浩一郎は考えていた。十分に罪を償つぐなったと。

　だが、因果の鎖くさりはそんな浩一郎の想いを認めず、亮真が消えた。

　証しよう拠こはなくとも、浩一郎には亮真が大地世界へと召喚されたのだという確信がある。

（信じて貰もらえずとも、亮真には話をしておくべきだったかもしれぬ……）

　後こう悔かいと自責の念が次々と浩一郎の心にさざ波を立てる。

　浩一郎はジッと両手に持った空の茶碗を見つめ続けた。

　しかし、そんな浩一郎の想いは突とつ然ぜん響ひびき渡った飛鳥の悲鳴によってかき消される。

「飛鳥！」

　その時、何事かと立ち上がった浩一郎の耳元で、微かすかに刀の鍔つばが鳴ったような気がした。

　浩一郎の視線が床の間に置かれた愛刀へと向けられる。

（これは……桜おう花かと菊きく花かが鳴いているのか？）

　大地世界では、幾いく度どとなく浩一郎の命を救ってきた愛刀。

　地球に戻ってきてからは、日々の手入れをする為にしか抜ぬいた事のない本物の人ひと斬きり包丁。

　それらが今、数十年の歳さい月げつを超えて、歓かん喜きと共に再び浩一郎へと語りかけていた。

（自分達を持って行けと言うのか？）

　それは虫の知らせとでもいうべき本能的な決断。

　浩一郎は、床の間に飾られた二本の愛刀を手に玄関へ向かって駆かけだした。

（まさか……まさか、まさか）

　浩一郎は無駄に広い我わが家やを恨うらめしく思いながら、必死で玄関を目指す。

「馬鹿な……そんな馬鹿な……あの子まで……飛鳥までワシから奪うばうというのか。それが、ワシへの罰ばつだとでも言うつもりか」

　代だい償しようの一度目は息子夫婦だった。無いとは思っていた二度目の犠ぎ牲せい者しやは孫だった。そして今、三度目の悲劇が起きた。

　二度通路を曲がり、玄関へとたどり着いた浩一郎の目に最悪の光景が映し出される。

　そこには誰だれも居なかった。

　二人の刑事も、彼らを見送りに出た飛鳥の姿も。

　地面には黒い穴がぽっかりと空いている。

　それは、底も見えぬ冥めい府ふへの入り口。

　その穴に飛び込む事の意味を浩一郎は理解している。

（だが、あの飛鳥を見捨てる訳にはいかぬ。ここで行かなければあの娘こは）

　手塩に掛けて育て上げた孫と違い、飛鳥には通り一いつ辺ぺん倒とうの稽古しかつけてやった事はない。

　心も技も肉体も、少し鍛えている現代人程度でしかないのだ。

　日本で生きていく上ではそれで十分だし、下手に強くなり過ぎると、それはそれで面倒な事になると考えたからだし、それは今でも正しいと浩一郎は思っている。

　しかし、法の執しつ行こう力りよくが低く、人権の概がい念ねんすらあるのかわからないようなあの世界では違う。

　専守防衛や自衛といった考えでは、他人はおろか自分の身を守る事すら出来ない。

　大地世界を生き抜く上で必要なのは、敵を容よう赦しやなく殺せる覚かく悟ご。目の前の障害に気が付き事前に取り除く危機管理能力だ。

　勿論、現地で生き残る事が出来れば、それらは否いや応おうなしに身につくだろう。

　だが、その状況に適応出来るまで飛鳥は地じ獄ごくを見る事になる。

　そう、若かりし日の浩一郎がそうであった時の様に。

（出来れば色々と持っていきたいところだが……迷っている暇ひまはない……な。こいつらだけでも持ってきていて助かった）

　地面に空いた穴が、少しずつその口を閉じ始めている。

　残された時間はあと僅わずか。

　数秒で、二つの世界は再び離はなれ離ばなれになるだろう。

　浩一郎は手にした二本の愛刀を強く握にぎりしめる。

　この段階でどこの国に呼び出されたのかは不明だが、一戦交えなければならない事だけは確定していた。

（済まん……結局飛鳥まで巻き込んでしまった……こうなる事を恐おそれていたというのに……だが、必ずあの娘は守る。命に代えても守ってみせる。だから……だから、この罪深き兄を許せ）

　己と孫である亮真をずっと支え続けてくれた最愛の妹へ短い謝罪を心の中で伝えると、浩一郎は足を踏み出した。

「待っていろよ。飛鳥！」

　愛刀を手に、浩一郎は再び修しゆ羅らの世界へと舞まい戻っていく。家族をこれ以上失わない為に。

　浩一郎を呑のみ込んだ穴はやがて、ゆっくりとその口を閉じた。

　後に残るのは、主あるじの姿が消えた屋や敷しきだけ。

　ただ、灰色の雲の隙すき間まから顔を出した青白い月だけが目撃者だった。







第二章　思いがけない使者







　ルピスは突とつ然ぜん目の前に現れ、須す藤どう秋あき武たけと名乗る男の顔をまじまじと見た。

　黒い髪かみに黒い眼で肌はだは黄色い。

　歳としの頃ころは四十過ぎといったところだろうか。

　背せ丈たけはそれ程ほど大きくもないが、全体的にがっしりとしている。多少腹や顎あごに贅ぜい肉にくがついているのは、年齢からくるものだろうか。

　しかし、首や腕うでは明らかに太く固そうであり、歴戦の戦士の様にも見える。

　特とく徴ちようの一部を持つ人間は今まで見た事があったが、全ての特徴を併あわせ持もった人間を見たのは初めての事であった。　そう、御み子こ柴しば亮りよう真ま以外では……

「そんなに見つめないでください、照れるじゃありませんか」

　須藤の口調は一国の王女を相手にするにはあまりにもぞんざいだったが、彼かれの表情がその口調を納得させてしまう。

　そんな雰ふん囲い気きをまとった男だ。

　しかし、砕くだけた口調とは裏腹にルピスは緩ゆるめた警けい戒かいを再び強めた。

「まぁ、事前にアポも取らず、こんな夜分にお邪じや魔ましたのですから、そう警戒されるのは致いたし方かたありませんがね……せめて座っても構いませんか？　いやぁ、年を取ると立っているのも億おつ劫くうでしてどうにもこうにも」

　そう言うと、須藤はルピスの返答を待たずに椅い子すに腰こし掛かける。

　実に図ずう々ずうしい態度だろう。

　少なくとも、ルピスは過去にこれほど太ふて々ぶてしい人間を見た事がない。

「もう一度聞くわ、貴方あなたは一体何者なの？」

　ルピスは、椅子に座り悠ゆう然ぜんと足を組む須藤の喉のど元もとに剣けんを突き付けた。

「私は須藤秋武といいます。まぁ、とある御お方かたに雇われた、しがない交こう渉しよう係がかりとでも思ってくだされば結構です」

　須藤は平然と口にしたが、その言葉の内容はかなり危険だ。

　正式な外交とは違ちがい、こういう密使の類たぐいは命の危険が大きい。

　須藤の持ってきた話の内容如何いかんでは口くち封ふうじもあり得るのだ。

（自分の立場が分からない馬鹿には見えないけれと……平然としているわね）

　須藤のその落おち着つき払はらった態度が、ルピスの興味を引いた。

「目的は？」

「勿もち論ろん、ルピス・ローゼリアヌス殿でん下かと交渉をする為です」

「どうやって入ってきたの？」

「テーベ河の上流から泳いで陣じんの裏側から潜もぐり込みました。いやぁ、こちらの指揮官、御子柴さんでしたか。優ゆう秀しゆうですねぇ、水みず堀ほり側がわは完かん璧ぺきに警戒されていて手が出せませんでしたし、手て薄うすだと思ったテーベ河側にもしっかりと警けい戒かい網もうを敷しいていた。年とし甲が斐いもなく水泳をしてまでお邪魔したのに、危あやうく捕まるところでした……いやぁ参った参った」
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　そう言うと須藤は屈くつ託たくのない笑い声を上げる。

　だが、その言葉を聞いた瞬間、ルピスの心に驚おどろきが走る。

（こいつ……テーベ河を泳いだというの……）

　確かに心得のある人間なら泳げなくはない。

　泳ぐ機会が限られるとはいえ、大地世界アースでも漁師の出や船乗りであれば泳ぎを学んでいる人間も居るからだ。

　それにある程度の警備はされていたが、正面側より警備が手薄なのも事実だ。

　だが、テーベ河はローゼリア王国全土を潤うるおすほどに広大な河だ。

　水量は常に多く涸かれる事がない。

　深さは最大で人の身長の四倍から五倍にもなる。

　渡し舟ぶねを使わなければ対岸に渡れないほどの川かわ幅はばを誇る一方で流れもかなり速い。

　船が沈ちん没ぼつするなど命にかかわる様な余程の理由がなければ、この河を本格的に泳ごうという人間は船乗りや漁師を含めてまずいない。

　岸辺の浅あさ瀬せで水遊びを楽しむというのが精々だろう。

　だからこそ、テーベ河側の警備は他に比べて緩いのだ。

　そして、問題は何故そこまでして陣に須藤が忍しのび込んできたのかだ。

「どういうつもり？　交渉って……」

「その前にこの物ぶつ騒そうな物を退どけていただけませんかねぇ？　何しろ気が小さいもので……姫ひめ将しよう軍ぐんと呼ばれるような方に剣を突き付けられたままでは落ち着いて話も出来ません」

　そう言うと須藤は胸に突き付けられた剣けん先さきを指で軽く弾はじいた。

　本当にそう思っているのか、それとも単なるお世辞か、ルピスには目の前に居る須藤という人間が判わからなかった。

　とはいえ、交渉に来たと主張する人間に剣を突き付けたままというのもあまりである。幾いくら相手が深夜に王女の天幕へ忍び込んできた怪あやしい男でも。

　躊躇ためらいながらもルピスは剣を鞘さやへ収める。

　勿論、何時襲おそわれても良い様に、剣は傍そばに置いたままだったが。

「結構……これで安心して交渉が出来ます」

「余計な事を言わなくていいわ。本題に入りなさい」

　ルピス王女の視線が須藤へ突き刺さる。

　だが、須藤の表情はいまだに飄ひよう々ひようとしたままだ。

「まぁ、ある程度ご想像いただけているとは思いますが、私はゲルハルト公こう爵しやく閣下にお仕えしているものです……正確にはちょっと違うんですが、今のところはそうご理解ください」

　人を食ったような言葉をルピスは無視する事にした。須藤の軽かる口ぐちに付き合っていては何時まで経たっても本題に入らないと思ったからだ。

　ルピスの視線で彼かの女じよの意思を感じたのか、須藤は表情を引き締しめた。

「それでですね……ズバリ言うと、ゲルハルト公爵はルピス王女殿下へ恭きよう順じゆんの意を示されたいとお考えになっています」

「恭順？　降こう伏ふくの間ま違ちがいでしょ？」

　ルピスは須藤の言葉を鼻で笑う。

　彼女とて経験こそ浅いが、王族の一人としてある程度の教養も知識もある。

　この状じよう況きようで須藤がゲルハルト公爵から何かを命じられたのならば、それは降伏を願い出るかルピスの暗殺のどちらかしかないと考えていた。

　しかし、ルピスの問いに須藤は平然と答える。

「いいえ、ゲルハルト公爵閣下はルピス王女殿下へ恭順の意を示されたのです」

　その言葉にルピスは顔をしかめた。

「貴方、状況が判っているのかしら？　何故なぜ今さらゲルハルト公爵の恭順を私が受け入れなければならないの？」

　降伏と恭順では意味も結果も大きく変わる。

　降伏の場合、ゲルハルトは戦争責任を取らされて斬ざん首しゆ刑けいが普ふ通つうだ。領地も没ぼつ収しゆうされるし財産も根こそぎ奪われる。

　勿論、今回の様に最終決戦の前に降伏したとなると、そこまで苛か酷こくな処しよ罰ばつが出来るかどうかは微妙な問題となってくるが、どちらにせよゲルハルト公爵家の力は大きくそぎ落とされる事になる。再起の芽は殆ど無いと言って良いだろう。

　これに対して恭順の場合は、降伏とは違って初めからゲルハルトを殺す事が出来ない。

　また領地にも配はい慮りよが必要になってくる。

　ある程度の縮小は出来ても完全に公爵家を潰してしまう事は出来ないし、財産も保証する必要が出てくる。

　戦いくさで白黒を付けた後の降伏に対して、戦を実際に行わず、抗こう戦せん戦力を残した状態での恭順となれば、如何いかに勝者といえどあまり強気な要求は出来ないのだ。

　だが、戦力が拮きつ抗こうしている状況ならまだしも、現状ルピス王女がゲルハルト公爵の恭順を認める必要性は薄うすい。

　兵力数こそ貴族派が優勢だが、戦力比を見ると、専業であり、武法術によって常人の何倍もの力を誇ほこる騎き士し達たちを主力としたルピスの方に軍配が上がる。

　テーベ河を盾たてにするという貴族側の地の利も、御子柴亮真の機を見た決断によって既すでにない。

　ましてや、所しよ詮せん貴族派は烏う合ごうの衆。

　彼らは家を保つ為ならばどんな事でもする。

　王女側の軍がテーベ河を渡と河かする前であれば、ゲルハルト公爵の恭順をルピスは渋しぶ々しぶでも認めただろう。

　軍勢が大河を越こえるというのは、言葉にするほど容易たやすい事ではないのだから。

（だからこそ御子柴の武功は大きいのよ）

　それを理解しているルピスは、全く話にならないと須藤の言葉を撥はねつける。

　それでなくともゲルハルト公爵は、ラディーネというどこの馬の骨かわからないような庶しよ子しを、遺ゆい言ごん状じようを盾にして女王に擁よう立りつしようとした、言わば反逆者だ。

　ルピスから見れば、ゲルハルト公爵こそが一連の政情不安の元げん凶きようであり首しゆ謀ぼう者しやである。

　それを助命する事などルピスにはあり得なかった。

　そう、次の瞬しゆん間かんに須藤の口から放たれた言葉を聞くまでは。

「ミハイル・バナーシュという騎き士しはご存ぞん知じですかな？」

　その言葉を聞いた瞬間、ルピスの顔色が変わった。

　今まで死んだと思って嘆なげいていた人間の名がこの場で出たのだ。

　動どう揺ようするなと言う方が無理だ。

「え？　……どういう事？　……まさか！」

　死んだ人間の名を、交渉に来た敵の使者が口にした。

　それはルピスの心に一つの可能性を浮うかび上あがらせる。

「まさか……ミハイルが……」

　その時、彼女の言葉をさえぎるように何かが天幕の布を切きり裂さき、中へと飛び込んできた。

「え？」

　その瞬間、ルピスは目の前で起こった須藤の動きに言葉を失う。

　中年で鈍どん重じゆうそうな体つきをしていたはずの須藤。その姿がいつの間にか椅子の上から消えて立ちあがっている。

　彼女の目には何時須藤が椅子から立ち上がったのかを捉とらえる事が出来なかった。

　再び何かが空を斬きって須藤が腰かけていた椅子に突き刺さる。

「危ないですねぇ？　警告も無しに攻こう撃げきしてくるとは、幾ら私が不ふ審しん者しやであるとはいえ、少しばかり酷ひどくはないですか」

　須藤が椅子に突き刺さった戦せん輪りんを抜いてしげしげと見つめる。

「ほう、これはまた珍めずらしい。戦輪とは……ね。これを使う様な人間というと……御子柴亮真君ぐらいですかねぇ？」

　天幕に須藤の声が響ひびく。

　しかし、返事はない。

　今度は天幕の入口から飛び込んできた戦輪が、再び須藤めがけて唸うなりを上げて襲い掛かかる。

「おやおや、無視ですかぁ……」

　飛来した戦輪を、須藤は椅子を盾にする事で防ぐ。

　椅子の背に用いられたぶ厚い木材にその刃はを半ば以上も潜り込ませた戦輪を見ても、須藤という男の口調は相変わらず軽いままだ。

　未だ、次々と戦輪が己に向かって投げ込まれているというのに。

「いい加減に姿を現してもらえませんかねぇ？　一人で話していたら私がまるで馬鹿みたいじゃないですか？」

　その言葉と共に、戦輪が須藤の手から天幕の入口に向かって放たれた。

　もっとも、須藤自身もそれが亮真に当たるとは微み塵じんも考えていない。

　彼はただ挑ちよう発はつしたのだ。

　須藤は相変わらずの口調だ。

　しかし、彼の目は油断なく天幕の入口へと注がれている。

　それが亮真の策とは知らずに。

「殿下！　こちらへ、早く！」

　突然、天幕を切り裂き、メルティナがルピス王女の後ろから中へ飛び出してきた。

　如何に風雨に耐たえられる丈じよう夫ぶな素材を使っていようと、所詮は布で作られた天幕なのだから、剣で容易に切り裂ける。

「メルティナ！」

「殿下！　さぁ急いで！」

　裂け目からルピスが天幕の外に出ると、周囲は騎士達でびっしりと囲まれている。

「申し訳ございません殿下！　この失態は後で必ず！」

　いまだ急変する状況を把は握あくしきれていないルピス王女に軽く頭を下げると、メルティナは大声で叫んだ。

「御子柴殿どの、殿下は無事だ！」

　その言葉に呼応するかのように、周囲を固めていた騎士達が松明たいまつを手に前へ出る。

「了りよう解かい。やれ！」

　亮真の声に合わせて一いつ斉せいに数十本という松明が赤い火の粉を撒まき散ちらしながら天幕に向かって投げつけられる。

「待って！　彼は殺しちゃダメ！　……お願いメルティナ！　早く水を！　火を消し止めて！」

　ルピスはあらん限りの声を振ふり絞しぼった。

（まだ駄だ目め！　あの須藤とかいう男の口ぶりは……ひょっとしたらミハイルが……）

　そんな思いがルピスの心を占せん領りようする。

　それがどれほど可能性の低い事と頭では理解していても、人は目の前にある希望に縋すがりつきたくなるものなのだから。

　だがルピスの叫びはあまりにも遅い。

　一斉に投げ込まれた松明が天幕を容赦なく焼きつくす。

　しかも、須藤が飛び出してくる事を想定して、抜ばつ刀とうした騎士が容赦なく待ち構えている。

　この場に居る誰もが、不ふ埒らちにも王女の天幕に忍び込んできた侵しん入にゆう者しやの死を望んでいたから。

「殿下！　何をおっしゃるのです？　彼とは暗殺者の事ですか？」

　メルティナにしても状況を完全に理解する事は難しい。

　寝ね入いり端ばなにルピス王女が危ないという知らせを聞き、身み支じ度たくも早々に駆けつけてきた。

　その後は現場を既に纏まとめていた亮真の指示に従っただけなのだから、メルティナとしてもルピスが何を言っているのが分かる筈はずもなかった。

　まして、須藤がミハイルに関して生存をほのめかす様な言動をした事など、メルティナに想像すら出来る訳がない。

「良いから！　彼を、須藤を助けるの！」

　必死の形相で須藤の救出を命じるルピス。

　その剣けん幕まくに気け圧おされながら、メルティナは激しく燃え上がる天幕へと視線を向けた。

「しかし……これでは……」

　布で作られた天幕は、完全に火が回っている。言うなれば巨きよ大だいな焚たき火びの様な状態だろうか。　この状況で中に居るのなら、行きつく先は二つ。酸欠になるか火に焼かれるか。

　どちらにしろ須藤の生存は絶望的と言える。　だがここでメルティナの耳に騎士達の怒ど号ごうが響いた。

「うぉ！　こいつ」

「槍やり隊たい！　前へ！」

「良いか！　逃がすな！」

　メルティナ達たちと天幕を挟はさんで反対側から騎士達の声がする。

「メルティナ！」

「は！」

　状況は未だに把握しきれていないが、ルピス王女は暗殺者を殺したくない様だ。そう判断したメルティナは、訝いぶかしさを感じながらも主君の望みを叶かなえる為ために走り出した。

「まったく……酷い事をしますねぇ。幾ら私が敵とはいえ容赦がなさ過ぎなんじゃありませんか？　生きた人を焼き殺そうとするなんて……いけません。実にいけません。人道に反するというものですよぉ」

　亮真の前に須藤が姿を現した。

　服は所々焼やけ焦こげているが、目立った外傷もない上に声もしっかりとしている。

「てめぇ……本当に人間か……？」

　火に包まれた天幕の入口から堂々とした足取りで出てくれば、幾ら亮真が冷静だとしても驚きを禁じ得ない。

「お！　ようやく口を開いてくれましたか。いやぁ、嬉うれしいですなぁ」

　だが、亮真は須藤の言葉を無視し無言で刀を抜いた。

「おやおや……また、だんまりですか？　まったく無愛想にも程があるの……」

　しかし、そんな須藤の軽口を無視し、亮真は体に刃を隠かくす様に構える脇わき構がまえのまま、一いつ瞬しゆんのうちに間合いを詰つめる。

　そして、須藤の胴どう体たい目め掛がけて一気に刀を薙ないだ。

　その瞬間、鈍にぶい金属のこすれる音と共に赤い火花が両者の間に飛び散る。

「ここは、獲え物ものの差を考こう慮りよして頂いて、決着は後日という事にして頂けませんかねぇ？　流石さすがにこれ以上耐えるのは厳しいんで」

　須藤の手には、何時の間にか短たん剣けんが握られている。

　一気に力で押おし切ろうとする亮真に須藤は短剣で抗こうしながらそんな言葉を吐はいた。

　本気なのか本気で無いのか。

　余よ裕ゆうがあるのか、それとも無いのか。

　周りを囲んでいる騎士達はもとより、亮真にも須藤の本心が見えなかった。

　だが、亮真にとって大切なのは、目の前の男の心を見切る事ではない。死人の心に意味などないのだから。

　亮真の右足が鋭するどく大地を踏みつける。

　須藤の足の甲こうを踏みつけようとして避けられた結果だが、そのせいでほんの一瞬、亮真の意識が逸それた。

　須藤はその隙すきをついて大きく間合いを空ける。

「ふう……やれやれ。こっちの話は全くの無視ですか……私は今、貴方とここで戦う訳にはいかないのですがねぇ……」

　しかし、戦意の乏とぼしい須藤とは対照的に、亮真は無言のまま刀を頭の上まで振り上げると全身の筋肉に力を貯ためる。

　その目には明確な殺意が暗い光となって須藤を威い圧あつした。

「上段、火の構えですか……参ったなこりゃ……」
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　須藤の口から諦あきらめにも似た言葉が漏もれた。

（色々と揺ゆさぶりを掛けてみましたが、どうにもいけませんねぇ。多少は剣筋が鈍ると思ったのですが、全くそんな様子がない。それどころか、冷静にこちらの手の内を読んできましたか……護身用の短剣しか手元にない事を悟さとられましたね……）

　普ふ段だん身に着けている愛用の剣や服の随ずい所しよに仕し込こんだ隠し武器は、テーベ河を泳いで渡わたるのに邪魔で置いてきてしまっている。

　武器といえばその手に握られた短剣だけだ。

　そして、須藤が持つ武器が短剣だけであると悟り、御子柴亮真は火の構えを選んだ。

　最も攻こう撃げき的てきである反面、守りには向かない。ある意味捨て身に近い構えだ。

　しかし、短剣しか持たない須藤には、その必殺の一いち撃げきを防ぐ術すべは無い。

　下手に防いでも力で押し切られる事が目に見えている。

　振り上げられた刀は、鍛きたえ上げられた渾こん身しんの力と常人の二倍近い体重を乗せて須藤へと襲いかかってくるのだ。

　出来るとすれば、間合いを見切って刃を避ける事くらいだろう。

（不味まずいですねぇ……ここで死ぬ訳にはいきませんが……だからといって彼が何者なのか見み極きわめずに殺す訳にも）

　須藤の脳のう裏りに死の文字が浮かび上がる。

（やれやれ……あまり使いたくはありませんが、ここは……）

　須藤は己おのれのチャクラへと意識を向ける。だが、彼の運命の女め神がみは須藤へと微笑ほほえみを向けた。

「待て！　御子柴殿！　そこまでだ」

　メルティナが騎士をかき分け、ようやく二人の前に姿を現した。

　必死に走ってきた様で、形の良い胸が激しく上下している。

　亮真は構えを解かずにメルティナに問いかけた。

「どういうつもりだ？　……何故止める？」

　視線は須藤に向けられたまま、そこには一いつ切さいの油断が無い。

　言葉も普段の口調とは違い、刃の様な鋭さが含まれている。

「分からん！　だが、殿下のご命令なのだ！」

「ルピス殿下の？　……本当なのか？」

「あぁ。間違いない。私が直接命じられた」

　その言葉に、亮真は大きく息を吐くと、振りかぶっていた刀を下ろした。

　もっとも、構えをそれとなく下段構えに変えただけで、須藤が不ふ審しんな行動をとれば即そく座ざに切る準備をしているところからも、彼の心に微塵の油断もない事が察せられる。

「分かった。とりあえずこいつを斬るのは後にしよう。だが、状況が分からなければどうしようもない。悪いが殿下をここへ連れてきてくれ」

　その時、騎士をかき分けながらルピスが姿を現した。

「私はここに居ます」

　亮真は刀を収めないままルピスへ問いかけた。

　王族に対して無礼な態度ではあるが、この場合、誰も亮真を責めることはないだろう。

　幾らルピス王女が助命を求めようと、夜や陰いんに紛まぎれて陣へ忍び込んだ不審者を生かしておく理由など本来は無いのだ。

　それに何時、須藤が牙きばを剥むかないとも限らないのだ。

「メルティナ殿どのから話は聞きましたが……理由をご説明いただけますか？」

　亮真の問いに、ルピスは当然だと頷く。

「良いでしょう……でも、この者には先に聞きたい事があります」

　そう言うと、ルピスは視線を須藤へと向ける。

「須藤と言いましたね。場所を変えて話したいのですが構いませんか？」

「えぇえぇ、勿論構いませんとも。ここは是ぜ非ひとも落ち着いて、先さき程ほどの話の続きがしたいものですなぁ」

　ルピス王女の言葉に、須藤は躊ちゆう躇ちよなく同意した。

「では御子柴、天幕を新しく用意して頂ちよう戴だい。メルティナはエレナやほかの皆みんなを呼んできて！」

「分かりました……ですが十分にご用心を……」

　それだけ言うと亮真は釈しやく然ぜんとしないながらも、ルピスの命令に従いメルティナと共にその場を後にする。

「殿下……何故人を集めるのですか？　私としては殿下と直接お話がしたかったのですが？」

　須藤はルピスの言葉を聞き、怪け訝げんな表情を浮かべた。

　ルピスの対応を見れば、交渉の余地は十分にありそうに見える。

　それに自分を殺させなかったという事は、ミハイルの安否にも興味があるという事だ。

　それなのに人を集める。

（何故だ？）

　ルピス王女としては私情に囚とらわれる話である。あまり他人には知られたくない話だと須藤は読んでいた。

「国の大事を決める以上、王であっても独断は出来ませんから。それとも私と二人っきりでないと話せないのですか？」

　須藤はルピス王女を侮あなどっていた事を理解した。

（ふぅん……思ったほど愚おろかじゃなかったか。だが、この程度なら少し話を修正すればそれで済む……所詮経験のないお姫ひめ様さまよ……問題はあの男か……ガイエス・ウォークランドを殺したというからどれ程の者かと思ったが……確かに厄やつ介かいだ。斉さい藤とう君の追つい跡せきを逃のがれたというのも納得出来る）

　須藤は心に湧わき上がってくる黒い殺意を必死で抑おさえた。

　今はまだ御子柴亮真に関かかわる時ではない。

　須藤には命じられた使命があるのだから。

（何いずれ殺すとしても一ひと筋すじ縄なわではいかんかもな……無理に手を出すのは危険か……まぁいい。今は任務を優先させるとするか）

　須藤は素す早ばやく計算すると、承しよう諾だくの意思表示としてルピスへ深く頭を下げた。




　新しく準備された天幕。

　この場に居る人間は全部で十六人。

　ルピス王女、メルティナ、エレナに亮真の四人は当然として、ローラやサーラ、リオネにボルツといった亮真の個人的な腹心と言うべき人間や、ベルグストン伯はく爵しやくを筆頭とした中ちゆう堅けん貴族達など、文字通り王女派の主要なメンバーが一堂に会している。

　彼らの視線の先に居るのは、須藤と名乗る謎なぞの男。

　そして、遂ついに須藤の口から決定的な言葉が放たれる。

「そういう訳で、ゲルハルト公爵閣下はルピス王女殿下への恭順を決意されたという事です……その証あかしとして現在イラクリオンで保護しているミハイル・バナーシュ殿をこちらにお返し致したく、私が交こう渉しよう役やくとして参った次し第だいです」

　須藤の言葉を聞いて、天幕の中は重苦しい空気に支配されていた。

　誰もが須藤の提案に言葉を失っていた。いや、彼の提案があまりにも突とつ飛ぴな為に思考回路が上手うまく働かなくなったという方が正しいだろう。

　内乱を起こした首謀者が、決戦を前にしておめおめと恭順してくるというのは、それだけ予想外な出来事なのだ。

「姉様……これって……不味いよね？」

　サーラが周囲に漏れない程度の小声でローラへ耳打ちをした。

「不味いわね……亮真様の計画にも影えい響きようが出かねないし……」

　ローラの視線が、表情を消して須藤の言葉を聞く亮真へと注がれる。

「やっぱり影響って出るのかな？」

「えぇ……結構大きく出ると思う……」

　姉妹の小声は周りのざわめきにかき消されて周囲には漏れない。

　リオネはボルツと、ルピスはメルティナとそれぞれ小声で何かを話し合っていたし、貴族も隣となり同どう士しで耳打ちをし合っている。

　無言のままなのは亮真とエレナの二人のみだ。

「亮真様……どうするつもりかな？」

　サーラに問われ、ローラは答えに窮きゆうした。

　結局、姉妹は無言のまま視線を亮真へ向けた。

　極きよく端たんな話、どのような結論が出ようとも姉妹にとっては関係がない。ただ、御子柴亮真という男の為に動けばいいのだから。

　亮真は眼めを閉じ、ゆったりと椅子に座すわりなおした。

　そうする事で、自分の心の中に湧き上がる感情を表に出さないように抑えつけたのだ。

　そして頭で状況を整理し、的確な対応を考える。

　それだけが現状を打開する唯ただ一ひとつの手段だった。

　須藤の話を聞き終えた後、ただ静かに沈ちん黙もくを守り続けるルピス王女へ、亮真はほんの一瞬だけ視線を向ける。

（やはりルピス王女は動かないか……頭痛がしてくるぜ）

　これが亮真の本音だった。

　正直に言って、亮真はルピスを人間的には信用が出来ても、能力的には全く信用が置けないとみていたのは事実だ。

　王族として高い教育を受け、頭も決して悪くはない。

　軍事に対してもそれなりの知識を持ち、それだけなら十分に支配者として及きゆう第だい点てんをあげる事が出来た。

　しかし、ルピス・ローゼリアヌスには支配者として、王として一つ致ち命めい的てきな欠点がある。

　その事を亮真は薄うす々うすとは気が付いていた。しかし、ルピス王女がこれほどまでに愚かだとは全く想像だにしていなかったというのが本音だろう。

（須藤の言い分……前王の遺ゆい言ごんに従っただけでローゼリア王家に対して謀む反ほんをする気は無いだって？　無む茶ちや苦く茶ちや言いやがる……幾ら何だって酷すぎるだろうが……それに、ホドラム・アーレベルク将軍が寝ね返がえり彼が王家に謀反を企たくらんでいる為、王国の臣下として許せないから恭順したいだと？　随ずい分ぶんと人を馬ば鹿かにした言い訳だ）

　須藤の言い分を聞いて亮真が抱いだいた率そつ直ちよくな気持ちだ。

　ゲルハルト公爵はルピス王女と戦った事を、前王の遺言に従っただけという言い訳ですり抜ける気だ。

　しかも、自分でアーレベルク将軍を寝返らせておきながら、将軍が王家に謀反を企んでいるので許せないから恭順して王国への忠誠を示したいと言ってきた。

　謀反人の汚お名めいを全すべてアーレベルク将軍に被かぶせる気なのだ。

　普通であれば、皆を集めて話を聞く価値もないほどの妄もう言げんだろう。

　だが、周囲はこれほどの妄言を聞いても罵ば声せいの言葉一つ口にしない。

（やはり……皆考える事は同じか）

　支配者として考えればどうかとは思うが、亮真は最初からルピス王女の政治的な能力を信用はしていない。

　だから、今回の須藤の話をルピス王女が独断で判断しなかったという点は素す直なおに評価している。

　ルピス自身が己の至らなさを自覚していたという事なのだから。

　ただし、その判断を褒ほめてやれるのは、須藤の話を聞き終えた後、ルピス自身が率そつ先せんして恭順を認めないという考えを打ち出した場合だけだ。

（結局、ルピス王女はミハイル・バナーシュを殺したくないと……）

　亮真の心が冷たくなる。

　確かにミハイル・バナーシュは忠誠篤あつく武力に優すぐれた人間ではある。

　ルピス王女にとってはメルティナと並んで、信しん頼らいできる忠臣の一人と言ってよいだろう。

　そんなミハイルを、ルピス王女が見捨てたくないと思う事自体は、人間として普通であると言っていい。

　その事を亮真は咎とがめるつもりはない。

　しかし、支配者はそんな個人の感情を殺さなくてはならない。抑えつけなければならない。

　これは、ミハイルが信頼出来る忠臣であるとかそういう問題ではない。

　幾ら大切な忠臣であっても、ゲルハルトの首とは比べられようもない。

　ゲルハルトはルピス王女に対して反旗を翻ひるがえした謀反人。

　その命を幾ら忠臣とはいえ一家臣の命と引ひき換かえに助命しようとするとは……

（戦に勝つ事よりも、ローゼリア王国という一国の趨すう勢せいよりも大事という事か……）

　確かに、ルピス王女はまだ自分の気持ちを公言してはいない。

　だから今の段階では、ルピス王女がミハイルを助けたいと思っているというのは、亮真の勝手な推測に過ぎないともいえる。

　しかし、亮真は自分の推測が事実である事を確信していた。いや、この場に居る全員がそう考えているという事が問題なのだ。

　もしそれを希望していないのであれば、須藤を生かしておくはずが無い。

　王族が寝ね起おきする天幕に無断で忍び込んだのだ。

　どんな刑けい罰ばつを受けても文句の言いようがない。

　それを無理やり助命し、須藤の言葉を聞く為に場を設けて皆を集めた。

　この事だけでも、ルピス王女の心の内が透すけて見えてくる。

（ミハイルを殺したくない。だからゲルハルト公爵の恭順を認めてしまいたい。しかし、正当性が無い事はルピス自身も自覚している。だから、全員を集めた訳か。自分だけが泥どろを被かぶらない為に）

　ルピス王女が独断でこの話を受ければ、当然ながら強い反発が出ただろう。

　だからこそ、ルピス王女はこの場を設けさせたのだ。責任の所在を曖あい昧まいにする為に。

「では、皆の意見を聞きたいわ」

　ルピスの言葉に亮真は舌打ちをしたくて堪たまらなくなった。

　だが、どれ程腹立たしくとも、今この場でその怒いかりをぶちまける訳にはいかない。

「誰だれか意見がある人はいないの？」

　ルピス王女の言葉に誰もが無言のまま黙だまり込んだ。

　沈黙が支配する中、ルピス王女の視線が円えん卓たくを囲む人間達を順じゆん繰ぐりに見み据すえる

　亮真自身は、ミハイルの命がゲルハルトの助命とつり合いが取れるとはどうしても思えなかった。それはこの場に居る誰もが、ルピス自身ですら持っている共通認にん識しきだと言っていいだろう。

　一いつ介かいの騎士の命と反乱の首謀者の命を秤はかりにかける事自体間違っているのだ。

　だから、言うべき言葉は決まっている。

　しかし、ルピス王女がミハイルを助けたいと望んでいる以上、周囲が何を言っても無む駄だである。彼女が欲ほつしているのは意見という名を借りた追つい認にんなのだ。

　もし仮に、亮真がこの場でミハイルの命を見捨てるように進言すれば、間違いなくこの会議の後でルピスの心には亮真に対してしこりが残る。

　そのしこりは時間が経つにつれて大きくなり、やがて感情的な理由から亮真の献けん策さくを無視するようになるだろう。

　その上、ミハイルの同どう僚りようである騎士達が騒さわぎ出す事は目に見えている。

「ミハイルを見殺しにするのか！」

「忠臣を助けずして何とする！」

「新参者のくせに何を言っているんだ！」

　そんな言葉が、次々と亮真へ浴びせられる事になる。

　正論は時に人情を犠ぎ牲せいにする。それは確かな事だ。

　だが、支配者が人情に溺おぼれれば、必ずどこかで歪ゆがみが生じるのだ。

　そして、その歪みは、結果的に必ずほかの誰かを傷つけるだろう。

　その時、隣となりに座るエレナの縋るような視線を亮真は感じた。

「無駄です……」

　亮真はエレナに小声で呟つぶやくと首を横に振った。彼女の視線から言いたい事は伝わっている。

「なら私が……」

　その言葉に亮真は小さく首を横に振る。

「止やめて下さい。今ここで貴方に対する不信感をルピス王女が持ったら、今後の立て直しが更さらに難しくなります……」

　それを言えば、幾らエレナといえど間違いなく悪者になってしまうだろう。彼女とてミハイルやメルティナ程にはルピス王女の信頼を得ていないのだから。

　ローゼリアの白き軍神という異名を持つほどの実力者ではあるから、新参者の亮真が言うよりは多少は反発も少ないだろうが、それでルピス王女がミハイルの命を諦めるとは思えなかった。

「ならどうするの？　このままじゃ……」

　エレナは亮真と同じ様に現状の危険性を理解している。

　ゲルハルト公爵の言い分を認めて恭順を許すとなれば、必然的にラディーネ王女を認めるしかない。彼はあくまで先代国王の遺言に従ったという立場なのだから。

　ミハイルの命と引き換えに、ローゼリア王国はゲルハルト公爵という獅し子し身中の虫を生き残らせ、自動的にラディーネ王女という王位継けい承しよう権けん第二位の存在を生み出してしまう訳だ。

　ルピス王女は、強力な政敵を自ら生み出し、今でさえ不安定な己の立場を更に危うくしようとしていた。

（打開出来るとすればメルティナか……だが）

　亮真の視線がルピス王女の隣に座るメルティナに向けられる。

（駄目だ……単純にミハイルが生きている事を喜んでやがる……まぁ、同僚が生きてて嬉しいのは分かるが……状況が悪くなっている事を理解してない……か……こいつはもう無理だな……となると……）

　単純に笑えみを浮かべているメルティナに見切りをつけ、亮真は必死で打開策を考えだす。

（ゲルハルト公爵を殺す事は不可能……ここはアーレベルク将軍を始末出来るだけで善よしとするか……問題はその後だ……ルピス王女じゃゲルハルト公爵を制する事など出来ない……一時的に力を削そいでも何時いつか必ず勢力を盛り返してくる……）

　亮真の中で冷たい考えが浮かんできた。

（待てよ？　何時か……か）

　ゲルハルト公爵を殺したいのは、あくまでローゼリア王国という国の未来を考えればこその選せん択たくであり、それはあくまでルピスの都合によるもの。

　そう、このローゼリア王国にとって異い邦ほう人じんでしかない亮真は、何も自分の立場を危険にさらしてまで、無理にゲルハルト公爵を殺す必要はないのだ。

（それほどまでにミハイルを助けたいというなら……ルピスの好きにさせるか……）

　その瞬間、亮真はルピスを見捨てた。正確には彼女の将来を切り捨てる。

　より正確に言えば、ルピスの運命を彼女自身の力量に委ゆだねたのだ。

（安心しな殿下、俺おれはアンタを裏切りはしない。だが、このままならアンタは確実に死ぬ。何年後かは知らないが俺にはその日が眼に浮かぶよ……だから、エレナさん達に忠告だけはしてやる。だがこいつを最後に俺はもうアンタを助けるつもりはない。後はローゼリア王国の人間で対処してくれ。せいぜいゲルハルトの動向に気を配るんだな）

　心の中でそう呟くと、亮真は発言の許可を得る為に手を挙げた。

「では！　僭せん越えつですが構いませんでしょうか？」

　その言葉が天幕に響いた時、ルピスの目に一いつ瞬しゆん脅おびえるような色が浮かんだ。彼女も自分の判断が正しいとは思っていないのだ。

　だが人情が、彼女の優やさしさが、ミハイルの命を見捨てるという選択を拒こばむ。

「良いでしょう。発言を許します」

「では！」

　亮真はルピスの言葉を受けて椅い子すから立ち上がる。

「私は須藤殿どのの言い分を受け入れ、ゲルハルト公爵の恭順を受け入れるべきだと考えます！」

　亮真の言葉に天幕が震ふるえた。

「な！　本気ですか、御子柴殿！」

「えぇ、ベルグストン伯爵……私は本気ですよ」

「信じられませんな。とても御子柴殿のお言葉とは思えない……」

　元は宮中で政争に明け暮れていたベルグストン伯爵には、貴族でありながら軍事や外交にも深い知識と経験がある。

　その経験から、今回持ち込まれた須藤の提案がどれほどルピス王女にとって危険であるか、十分に理解していた。

「何か……狙ねらいがあるのですか……？」

　敵の使者である須藤が居る場でそう尋たずねずにはいられないほど、亮真の言葉はベルグストン伯爵にとって意外でしかなかった。

「いいえ？　ですが、忠誠篤きミハイル殿を見捨てる訳にもいきません。それにゲルハルト公爵の言い分にも一理あると言えます。戦は無い方がよい。イラクリオン周辺は穀倉地帯ですから、あそこで大軍をぶつけ合えば今後の税収にも影響が出る。ゲルハルト公爵がルピス殿でん下かへ素直に恭順されるならその方が良いでしょう？」

　亮真の言葉に嘘うそはない。

　確かに公爵軍とぶつかれば今後の税収は大きな痛手を受ける。

　短期的な視点に立てば、恭順を認める事は悪い選せん択たく肢しではないのだ。

　だが、伯爵は亮真の言葉を聞いても釈然としない様子であった。

　元々イラクリオンに進軍する際に、今後の税収に影響が出る事は織り込み済みだったのだから当然だろう。

　しかし、そんな周囲の不満も亮真は既に織り込み済みだった。

「ですが殿下！　公爵の恭順を受け入れるのに際して、私達の方からも条件を幾つか付けるべきだと考えます」

「どういう事？」

「幾いくら本心ではなかったとはいえ、我わが軍と公こう爵しやく軍ぐんは一度矛ほこを交えています。幾らなんでもミハイル殿の返へん還かんだけではつり合いが取れていません。そこでゲルハルト公爵には爵しやく位いの返上と賠ばい償しよう金きんの支し払はらいを命じられては如何いかがでしょう？」

　亮真の言葉にルピスは考え込んでしまった。彼女自身、須藤の持ってきた話が自分達に不利である事が分からないほど馬鹿ではない。

　ミハイルの返還という条件が無ければ、考慮にすら値しない話なのだ。だから亮真の言い分はルピスにとって理解しやすい。

（でも、下手に交こう渉しようして万が一にも決けつ裂れつすれば……ミハイルを助けられないかも）

　一度は死んだものと諦めたのだが、それが生きているとなればどうしても助けたくなる。

　正論と人情のはざまでルピスの心は揺れ動く。

　しかし、そんなルピスの葛かつ藤とうをよそに、須藤は次の札を切ってくる。

「良いでしょう。私はゲルハルト公爵閣下からそのような条件が出た際には一存でお受けして構わないと委任されております……公爵位を返上の上で金貨五万枚の賠償金をお支払いしましょう」

　須藤の言葉に天幕の中は再びどよめきで溢あふれた。

「「「五万だと？」」」

　須藤の提示した金額は、今回の戦費を十分に埋うめる事が出来る。

　貴族達の中で安あん堵どの気持ちが生まれた。

　少なくとも命を懸かけて働いた部下に恩賞を出し、自分の家に臨時収入がもたらされるぐらいの物を確保出来るのだ。

　重苦しかった天幕の空気が緩ゆるんでいくことに須藤は静かにほくそ笑えんだ。

（ふむ、やはり貴族というのは自分の家が最優先ですか。欲を出して細かく値切らず、最初にインパクトを重視した金額を提示したのは正解でしたね）

　金貨五万枚といえば、如何にゲルハルト公爵家が裕ゆう福ふくであっても簡単に出せる金額ではない。

　それだけの金額を初めに出したのは場の空気を支配する為だ。

　しかし、次に放たれた亮真の言葉に須藤の顔が歪んだ。

「いや、それと一いつ緒しよに今後五年間宮きゆう廷てい内ないの役職には一切就つかないと約束して頂きたい」

（ふん……やはり賠償金と公爵位返上は予想してたか。まぁ、この話を持ってきた手前、そのくらいのリスクは覚かく悟ごの上だろう……だが、役職に就けなくなる事までは想定外だったみたいだな）

　だが、それは亮真としてもそう簡単には引けない条件だ。

　もしこれがなければ、政治能力の劣おとるルピス王女はゲルハルト公爵の餌え食じきになってしまう。　だから五年。

　五年あればルピス王女を支持する貴族達も国の運営に慣れ、ゲルハルト公爵の魔まの手を払はらいのける事が出来る様になるかもしれない。

　勿もち論ろん、なるかならないかはルピスと彼かの女じよを支える家臣達の努力次第だが、流石さすがに亮真といえどもそこまでの責任は持てる筈もない。

　ミハイルを取とり戻もどすというルピスの願いを受け入れつつ、この国の未来を守れる可能性のあるギリギリの選択と言えるだろう。

「それと、少し公爵に手伝っていただきたい事が有ります」

　亮真の含ふくみのある言葉に、須藤は目を細めた。

（ふむ……おそらく例の商人に扮ふんした工作員に行わせている件ですか……ゲルハルト公爵の口から噂うわさを貴族派に流したいのでしょう……確かに、噂というのは複数のルートで流した方が信しん憑ぴよう性せいを増しますからね）

　既すでに須藤は亮真の狙いをおぼろげながらに想像が出来ていた。

　地球という大地世界とは全く違ちがう高度な科学文明を持つ世界に生きてきた彼かれらにとって、情報の持つ重要性を認識する事はさほど難しくはない。

（どちらにせよ、ここはゲルハルト公爵の立場を少しでも守る為にも協力するしかないでしょうね）

　ゲルハルト公爵は、オルトメア帝てい国こくにとっても組織にとっても利用価値の高い便利な道具だ。

　必要に応じて捨てる事も取り換える事も視野に入るが、須藤としても利用出来るうちは利用し続けたいというのが偽いつわらざる本音。

　新しい道具を探し出すには、時間と労力が必要なのだから。

「良いでしょう……ゲルハルト公爵閣下に代わり私がその条件を承しよう諾だく致いたします。それでよろしいでしょうか？　ルピス殿下」

　須藤は茫ぼう然ぜんと立ちつくすルピス王女に話を振った。そして彼女としても頷うなずく他に選択肢はない。

「えぇ……それでいいわ……」

　その言葉を聞き、須藤は満足そうに頷く。彼にとっても今回の交渉は決して楽ではなかったのだろう。

「結構です。ではこれよりイラクリオンに戻りましてゲルハルト公爵へ報告の上で、ミハイル殿をお連れ致します。その後、御子柴君の依い頼らいをお聞きするとしましょう」

　そう言い残すと須藤は王女に頭を下げ天幕を出て行った。

　須藤が立ち去り、会議は終しゆう了りようとなった。

　参加者達は各おの々おの己おのれに割り当てられた天幕へと姿を消し、会議が行われたここには、亮真とボルツにリオネ、マルフィスト姉妹の五人だけが残っている。

「良いのかい？　本当にあれで？」

　リオネの問いに亮真は頷くしかなかった。

「最善ではないですがね……あの状じよう況きようで打てるだけの手は打ちました……ミハイルさんを切り捨てずにあれ以上は無理ですよ」

　実際、亮真は最善を尽つくしたと自負している。

　人情に縛しばられたルピス王女の下で、よくあれだけの損害で済ませられたと自分を褒めてやりたいくらいだ。

「五年で何とかなるんですか？」

　サーラの問いに亮真は肩かたを竦すくめる。

「さぁな？　……正直そこまでは面めん倒どう見切れないよ」

　亮真がしたのは、延命処置に過ぎない。

　今回の話を病に例えるなら、ゲルハルト公爵とアーレベルク将軍はローゼリア王国という体に巣くう病気である。

　亮真はその病気を戦いくさという外げ科か的てきな手術で完治させようとした訳だ。

　だが、手術を望んだ患かん者じやであるルピス王女がゲルハルトを取り除く事を拒んでしまった。

　より正確に言えば、取り除く為に必要なコストの支払いを拒きよ否ひしたのだ。

　この場合のコストとは、手術に例えると医い療りよう費ひや、入院に必要な日数の様なものだろうか。

　何かを得る為には、何かを失わなければならない。

　これは地球であれ、大地世界であれ、普ふ遍へんの真理と言える。

　患者であるルピスが手術に同意しないのであれば、亮真としてはリスクを承知で次善の手を打つしかない。

　ゲルハルトという病びよう原げん菌きんを五年の間封ふうじ込め、その間に患者の体力を回復させ、病原菌に対たい抗こう出来る様にする。

　それ以外に、選択の余地などなかったのだ。

　後は、亮真が与あたえた五年という猶ゆう予よをルピス王女が上手く使う事を祈いのるだけである。

　そしてそれは、ローゼリア王国に住む人間が行う事だ。

　偶たま々たまこの戦に巻き込まれた亮真が考える事ではない。

「まぁ、これで残る最大の敵はアーレベルク将軍とその配下の騎き士し二千のみだ……ゲルハルト公爵が保身に走った今、貴族派の面々は己の家を保つのに必死になるだろうからな」

　ニヤリと笑う亮真の言葉にリオネ達は頷いた。

　貴族達はその領地に根差した兵力と経済力を持っている巨大な存在ではあるが、一つ大きな欠点を持っている。

　それは、彼ら貴族が、それぞれ独立した支配者の集合体でしかないという事。

　だから、形勢が不利になれば、彼らはなりふり構わず守りに入るだろう。仲間であった筈の他の貴族を押しのけてでも。

　そして、貴族達を保身へと走らせるネタは既に仕込んでいる。

「アーレベルク将軍一人がババを引く訳だ……ね」

「同じ貴族同士ですら互たがいを平気で犠牲にするんだ。元々敵対していたアーレベルク将軍の安全なんて貴族達が考慮する訳がないさ。第一、将軍自体が自分の身を守る事で頭がいっぱいになるから、周りなんて見えないだろうしね。将軍が今後ローゼリア国内にとどまる事はほぼ不可能と見ていい。出来るとすれば国外逃とう亡ぼうくらいだろうな。まぁ、将軍の方は既に詰んでいるとして、後はどれだけ貴族の数を間引けるかが問題……だな」







[image: ]







　アーレベルク将軍を始末すれば今回の戦は終わる。だが、ローゼリア王国の行く末を考えれば、戦後処理こそが全ての始まり。

「少なくとも三分の一は潰つぶしておきたいところだが……あの殿下がそこまで思い切った決断を出来るかどうか……はてさて、どうなる事やら」

「全ては坊ぼうやの筋書き通りか……怖こわい怖い」

　リオネが肩を竦めておどけてみせる姿に、亮真は苦笑いを浮うかべる。

「まぁ、途と中ちゆう途中で修正が入りましたけどね」

　エレナの参戦、ミハイルの暴走、そして、アーレベルク将軍の裏切りとゲルハルト公爵の恭きよう順じゆん。

　今回のローゼリア王国を舞ぶ台たいにした騒そう動どう。その全てが、御子柴亮真の計算通りに動いたとは言えない。

　だが、まもなく全てが終わる。

「明日か明後日あさつてかな……」

「イラクリオンに攻せめ入いるんですね」

「あぁ。そこで最後の戦だ！」

　ローラの言葉に亮真は頷いた。

　こうして、ローゼリア王国の内乱は遂に、亮真の当初の想定とは違う形で最終局面を迎むかえる事になる。







第三章　激げき突とつ







「みなさん！　遂に私わたし達たちはこの戦場に到とう達たつしました！　……これから最後の決戦が行われようとしています。これはローゼリア王国の未来を決める戦。敵の数はごく少数です。私は、皆さん一人一人が最善を尽くせば勝利は揺るがないと確信しています。私は皆さんの忠義と力を信じています！　……我らに勝利を！　ローゼリア王国に栄光を！」

　壇だん上じように立ち、騎き士し達たちを鼓こ舞ぶするルピス王女に呼応して、騎士達の歓かん声せいがイラクリオン平原に轟とどろく。

「「「「我らに勝利を！　勝利を！　勝利を！　ローゼリア王国に栄光あれ！」」」」

　騎士達は腕うでを天高く突つきあげると、槍やりの石いし突づきを地面に激しく突き立たてて気勢を上げた。

　それは、長年アーレベルク将軍によって抑よく圧あつされてきた騎士達の恨うらみの念が、火山のように噴ふん火かした結果である。

　彼らは遂にその恨みを晴らす機会を得たのだ。

　それも圧あつ倒とう的てきに有利な状況によって。

　ルピス王女へ恭順の意志を固めたゲルハルト公爵の行動は、周囲の想像以上に素早かった。伊達だてに、長年王宮で政治闘とう争そうに明け暮れてきた訳ではないらしい。

　ゲルハルト公爵は亮りよう真まから提示された条件を全て呑のむと、直すぐにアーデルハイド伯爵以下貴族派の主だった人間に裏工作を掛かける。

　そしてそれは、亮真の仕し掛かけた策の効果と相まって、劇的ともいえる程ほどの効果をもたらした。

　それは、ルピスが騎士達を前に檄げきを飛ばす前の日の事だ。




　ゲルハルト公爵の突とつ然ぜんの訪問に戸と惑まどいを隠かくせないアーデルハイド伯爵は、それでも無礼にならない程度の礼れい儀ぎをもって彼を迎えた。

「おぉ、ゲルハルト公爵様……先日は失礼いたしました……」

　アーデルハイド伯爵は今、王女派との決戦を前にして、イラクリオンの郊こう外がいに陣じんを張って野営している。

　正直に言って、安全なイラクリオンの厚い城じよう壁へきの中から、前線ともいうべき危険地帯にわざわざゲルハルト公爵が足を運んだ事に、アーデルハイド伯爵は驚おどろきを禁じ得なかった。

「いやいや、突とつ然ぜん押おしかけてしまい、こちらこそ失礼した」

　この辺は社交辞令として当然の挨あい拶さつである。

　ゲルハルト公爵個人の感情としては、長年共に貴族派を支えてきたアーデルハイド伯爵の裏切りに対して感情的なしこりがある事は否定出来ない。

　人間としては当然の感情だろう。

　だが、今のゲルハルト公爵の表情から、その心の内に燃える怒りを窺うかがい知しる事は出来ない。

　ゲルハルト公爵は確かに傲ごう慢まんな男だが、必要なら幾らでもへりくだった態度をとれる男でもあった。

　演技が上手いともいえるし、大人だともいえるだろう。

　勿論、長年ゲルハルト公爵の下で貴族派のナンバー二ツーを務めてきたアーデルハイド伯爵には通用しないのだが、それでも円えん滑かつに話し合いを進められるという効果はある。

　誰だって高圧的に話されるより、穏おだやかに話をした方が聞きやすいのだ。

「しかし、公爵がわざわざここへ足をお運びになるとは……一体どのようなご用件ですかな？　アーレベルク将軍に言われた様に出しゆつ陣じんの準備を整えなくてはならないので忙いそがしいのですが……いよいよルピス王女との決戦ですからなぁ……」

　アーデルハイド伯爵の言葉は礼れい儀ぎ正ただしいが、含みがあった。

　つまり落ち目のゲルハルト公爵と話す時間など無いと言外に匂におわせているのだ。

「おぉ、それは申し訳ない……ですが、アーデルハイド伯爵はご存ぞん知じですかな？　今ルピス王女は大だい胆たんな手を打とうとしている事を」

　如何いかにも意味深な言葉である。

　アーデルハイド伯爵もゲルハルト公爵の手口だと理解していた。だが、それでもなお聞き返さずにはいられなかった。

「大胆な手？　……ルピス王女は一体何を企んだというのです」

「ご興味がおありかな？」

「勿論です。是非とも」

　ルピス王女が何らかの策略を企くわだてているのなら、アーデルハイド伯爵としても無視する事は難しい。それがたとえゲルハルト公爵の口から零こぼれた話だとしてもだ。

　家を残す事を本能に刷り込こまれている貴族にとって、ここで感情的になって話を聞かないなどという選択肢はない。聞いた上で真しん偽ぎを確かめれば済むのだから。

　そんなアーデルハイド伯爵の真理を見み透すかしたように、ゲルハルト公爵はおもむろに口を開いた。

「ルピス王女は騎士達を少数に分け、アーレベルク将軍に与くみする貴族達の領地を焼やき討うちに向かったようなのです」

　その瞬しゆん間かん、アーデルハイド伯爵の顔色が青ざめた。

「ま！　……まさか！　……そんな事が有る筈はずがない！　……あのルピス王女がそのような事を許すとはとても思えません！」

　アーデルハイド伯爵が声を荒あららげるのも無理もない。

　確かに戦を進める上で、領地に対しての焼き討ちは効果的だ。

　敵の領地を荒こう廃はいさせる事で敵の経済力をそぎ落とし、心理的な圧あつ迫ぱくを強しいる。それでいて、自分達は物資を収しゆう奪だつする事によって利益を得る。

　実に効率的な戦略と言えるだろう。

　しかし、今回の戦は話が異なる。そもそも、今は争あらそっているとはいえ同じローゼリア王国人同士なのだ。

　つまり、ルピス王女が貴族の領地に焼き打ちを仕掛けるという事は、ローゼリア王国の経済に打だ撃げきを与えるという事であり、それは自分自身にも被ひ害がいが及およぶ捨て身の策という事を意味する。

　第一、あの慈じ悲ひ深ぶかいと噂のルピス・ローゼリアヌスが民たみに大きな負担を強いる策を許すとは思えない。

「信じられません……あの王女がそのような策を取るなど……何かの間ま違ちがいでは？」

　アーデルハイド伯爵がそう問い返したのも無理は無い。

　幾いく度どか謁えつ見けんした経験のあるアーデルハイド伯爵には、ルピス王女がそんな強きよう硬こう策さくをとれる器量を持っているとはどうしても考えられなかったのだ。

　しかし、その思考こそが、ゲルハルト公爵の狙い。彼はアーデルハイド伯爵が自分の話術に取り込まれた事を確信した。

「確かに。伯爵の言われるようにルピス王女はお優しい方ですからな……」

「そうでしょう？　何かの間違いですよ！　あのお方がそんな事を許すはずがない。ローゼリアの民を傷つける事など！」

　反乱に加担したくせに、アーデルハイド伯爵は自分がルピス王女と敵対している事をいまいち理解していないような口ぶり。彼が今回の戦の本当の意味を理解してはいなかった証しよう拠こと言えるだろう。

　従来の戦であれば、手て薄うすな敵の領地を襲おそう事など戦術として当然なのだから。

　だが、このぬるま湯とも言えるアーデルハイド伯爵の認識は、ルピス王女と謁見を行った経験を持つ貴族の大多数が持っている共通認識でもある。

　逆に言えば、ルピスのその優しさや慈悲深さこそが、彼ら貴族をこの戦へと招き入れたのだ。

（なるほど、確かに今までなら伯爵の認識は正しい。そう、今までならばな）

　こみ上げてくる笑いを押おし隠しながらゲルハルト公爵は神しん妙みような顔をして話を続けた。

「ですが……王女の下に居るあの男はそのような事を気にはしますまい……」

　その言葉を聞いた瞬間、アーデルハイド伯爵の表情が固まった。彼はゲルハルト公爵の言葉に含まれた意味を正確に察したのだ。

「あの男……それはあの悪あく魔まと噂される男の事ですか……」

「左様……【イラクリオンの悪魔】ですよ……」

　ゲルハルト公爵がゆっくりと頷いた、

「御み子こ柴しば亮真……」

　恐おそる恐るアーデルハイド伯爵は忌いまわしい悪魔の名を口にする。その言葉にゲルハルト公爵は無言で頷いた。

　数千もの兵を水みず攻ぜめで溺でき死しさせた上に、生き残った人間は全て殺すといった対応をした御子柴亮真を、イラクリオンとその周辺に住む人々は恐きよう怖ふを込めて【イラクリオンの悪魔】と呼んだ。

　それは亮真がまき散らした噂が誇こ張ちようされていった結果の虚きよ像ぞうだったが、教育をまともに受けていない平民達たちはその噂を信じ込んでいた。

　事実、降こう伏ふくを許さず、捕ほ虜りよも取らない苛か烈れつともいえる戦ぶりは、戦乱の絶えない大地世界アースにおいてもかなり珍めずらしい。

　通常であれば、捕虜を多く取り身みの代しろ金きんと引き換えるか、奴ど隷れい商人へ売り払うのが普ふ通つうなのだ。

　その話は、既にアーデルハイド伯はく爵しやくの耳にも届いている。

　何しろその噂を聞きつけた平民達の多くが、自分の家に帰りたいとしつこく嘆たん願がんしてきているくらいなのだから。

「しかし……それは噂でしょう？　まさか本当に悪魔だと言うのですか？」

　その言葉にゲルハルト公爵は高笑いと共に首を横に振ふった。

「伯爵ともあろう方が馬鹿な事を言われる。悪魔かどうかと言えば、それは所しよ詮せん下々の者が口にする噂でしかありません」

　だが、笑い声を止めたゲルハルト公爵は表情を消し、周囲へと視線を向けた。

　まるでこの場に噂の悪魔が潜ひそんでいるかの様に。

「ですが、あの御子柴という男が、悪魔に匹ひつ敵てきするほど残ざん忍にんで容よう赦しや無ない人間なのは間違いないと思いますよ？　あの水攻めの策やその後の行動から考えても、彼があなた方の領地へ焼き討ちを掛ける事を躊躇ためらうとは思えませんな」

　その囁ささやく様な声には真に迫せまった恐怖が含まれている。

　無論、御子柴亮真は悪魔ではなかった。

　敵には容赦が無くとも、むやみに殺しを楽しむような性せい癖へきもない。

　だが、今はその悪魔と呼ばれるイメージが大事だったし、ゲルハルト公爵自身、御子柴亮真という男には言い知れぬ恐怖を感じてもいる。

　演技半分、本心半分といったところだろうか。

「確かに【イラクリオンの悪魔】ならやりそうな事ではありますが……しかし、この話は本当の事なのですか？」

　アーデルハイド伯爵はまだ信じ切れていないようだった。より正確に言えば、信じたくないのだろう。

　もっとも、ゲルハルト公爵はそんな彼の心を十分に理解していた。彼は唯ただ、アーデルハイド伯爵の心に猜さい疑ぎと恐怖の種を植え付けに来ただけなのだから。

「なぁに、私はそういう噂を聞いたという話をお伝えしたかっただけですからな。信じるかどうかは伯爵が考えるべき事でしょう……さて。お忙しい伯爵をいつまでもわずらわせる訳にもいかん。私はこの辺で失礼いたしますよ」

「え……もう、お帰りですか？　そのように急がずとも！」

　アーデルハイド伯爵は、最初の言葉を忘れたかのようにゲルハルト公爵を引きとめた。人を不安にさせられたままで帰られてたまるかという彼の心が滲にじみ出でる。

　アーデルハイド伯爵は、もっとはっきりとした情報が聞きたいのだ。

「いやいや、余りお邪魔するのも良くないですからな……そうだ、もし今の話が気になるのなら、町の商人達に聞いてみると良い。私はそこから聞き込んだのだ。きっとより詳くわしい話をしてくれる事でしょう」

　そこまで言われればアーデルハイド伯爵としても無理に引きとめる訳にもいかない。

「分かりました。面白おもしろいお話をありがとうございます」

「いやいや、お忙しいところをお邪魔して申し訳なかった。それでは失礼する」

　そう言い残し、ゲルハルト公爵は天幕を後にする。

　そんなゲルハルト公爵の背中を見送りながら、アーデルハイド伯爵の脳の動きが加速度を増していく。

「誰か居ないか」

　呼よび鈴りんの音を聞きつけた近きん習じゆにアーデルハイド伯爵は軍の幹部達を呼ぶように指示を下した。

　ゲルハルト公爵が言い残した噂の真偽を確かめさせる為ために。

　情報はその日の夜にはアーデルハイド伯爵の下へと届けられた。どうやら既に部下達の方で噂を聞きつけ、確かく認にん作業を行っていたらしい。

「では本当の事だと言うのか!?」

　アーデルハイド伯爵は自分の部下達がもたらした報告に愕がく然ぜんとした。

「本当かどうかは不明ですが……確かにイラクリオンにやってきた商人達がこの話を噂しているのは確かな事です……」

　副官の言葉が伯爵の心を打ちのめす。

　元々、彼ら貴族は本能的に勝ち馬に乗るように刷り込まれている。

　家名と権力、そして領地。それらを保つ事が最優先なのだ。

　彼らは自分の領土に固こ執しつする。

　領民を大切にする意識はなくとも、自分の領地を荒あらされるのを黙って見ている領主は居ない。

　貴族は何も生み出さない。領民達が生み出す富を吸い取って生きているのだから。

　その自らの本ほん拠きよ地ちが焼き討ちに遭あうという。

　しかも、今回の出兵で領内の男は殆ほとんど兵としてかき集めてきてしまった。

　残されているのは女子供のみ。防衛戦など考えもつかないだろう。

　当然、屋や敷しきに残してきた家族はただでは済まないだろう。

（不味まずい……非常に不味い……だが……どうすればいい？）

　アーデルハイド伯爵は湧わきあがってくる不安に身を焼かれた。

　噂が本当ならば選択肢は一つ。領地と自らの家族を守る為に軍を率いて戻るしかない。

　だが、何も得られずに領地へ戻れば、残るのは借金だけだ。

　部下も未いまだ矛を交えていないとはいえ、命がけで働いている事に変わりはない。まったく恩賞を出さないという訳にはいかないのだ。

　平民達にしてもそれは同じだ。彼らは本来行うべき生なり業わいを放ほうり出して従軍している。こちらは恩賞を出す必要性は薄うすいが、来年の税は減げん免めんしてやらなければならないだろう。

　どちらにせよ、このまま何の成果もなく帰れば、確実に不満が噴ふき出す事となる。

（しかし……もし本当なら……家族が……妻や孫が……）

　捕虜に取られたならば身代金を払えば済む。奴隷商人に売られるとしても、いずれ買い戻す機会だってあるだろう。

　だが、【イラクリオンの悪魔】とまで呼ばれるような男の事だ。

　そんな貴族の慣例などお構いなしに、女子供だろうと容赦なく殺しかねない。

　アーデルハイド伯爵の心は恐怖で縛りあげられる。傍かたわらに控ひかえる伯爵の息子むすこ達たちも、父の苦く悩のうの原因を理解しているだけに掛ける言葉がない。

　いや、この場に居る誰もが、心の中では一刻も早くこの場から戻りたかったのだ。自分の子供と妻の為に……

「伯爵様！　失礼いたします」

　天幕の入口に兵士の姿が現れた。

　何か報告があるらしい。

　思案の邪魔をされたアーデルハイド伯爵はジロリと冷たい視線を向けると、追おい払う様に手を振った。

「なんだ！　邪魔をするなと言ったはずだ」

　だが、兵士は伯爵の言葉に躊躇うような表情を浮かべて言いだした。

「はぁ、それは分かっていたのですが……ロマーヌ子し爵しやくの他、貴族の皆みな様さまが連れだって閣下に面会を求めておいでです……一応閣下の命令をお伝えして後日にして頂きたいと申し上げたのですが、火急の用件との事で……その……如何いかが致いたしましょう？」

　その顔を見た伯爵は、ため息を一つついて兵士へ言った。

　なぜ、ロマーヌ子爵達がここにやって来たのか、その理由が想像出来たからだ。

「分かった。お通ししろ……」

　兵士の後ろ姿を見つめながら、アーデルハイド伯爵は隣に控える長男へと語りかける。

「どう思う？　……やはり」

「父上のお考えどおりかと……」

「お前もそう思うか……だがどうする？」

　アーデルハイド伯爵は、自分の長男がそれなりに知ち恵えのある人間に育った事に嬉うれしさを感じた。

（私と同じ意見か。少なくとも愚おろかではないようだ……だが）

「ここは、多少無理やりにでも軍を引いて領地へ戻るのが最善ではないかと……無理に残ったところで軍の士気は上がらず、勝利はおぼつかないでしょう。それに下手にもたついていると、徴ちよう兵へいした者達が反乱を企てる可能性も出てきます」

　帰れるならば帰りたいところだが、そう簡単にこの戦から抜ぬける事は出来ない。無理に抜けようとすれば、裏切り者と貴族派から攻こう撃げきされかねない。

　だが、伯爵の息子むすこはそのリスクを承知の上で軍を引けと言う。

（どうする……引くか留とどまるか）

　無数の可能性がアーデルハイド伯爵の脳のう裏りをよぎっては消えていく。

　だが、そんな思おもい悩なやむアーデルハイド伯爵の耳に思わぬ男の声が響ひびいた。

「ご長男のお言葉は的を射ておる！　今回の戦は既に終わりよ」

　兵士に案内されたのだろう。

　いつの間にか天幕の入口に鎧よろいを着こんだ六人の男が立っていた。

「おぉ、ロマーヌ子爵か……よくおいで下さった……しかし、今のお言葉はどういうおつもりか？　ルピス王女の軍が迫っている今、領地に戻る事など出来るはずもない」

　アーデルハイド伯爵は、先頭に立って天幕の中に入ってきた小こ柄がらな中年へそう問いかける。

　小柄な中年は無作法にも椅子も勧すすめられぬうちにドッカリと腰こしを下ろすと悠ゆう然ぜんと足を組んだ。

　爵位が上の人間の眼めの前でするには無礼な態度と言える。

　だが、この場に居る誰だれもこの男の態度を咎とがめようとはしなかった。

　言っても無む駄だだったからだ。

「伯はく爵しやく殿どの、建前は良い。今はそんな無駄な事を言っている暇ひまはないのだ……ワシらは領地へ戻る事にした」

　飾かざり気けのない端たん的てきな言葉だ。

　だが、それだけにロマーヌ子爵の言葉には真しん実じつ味みがある。

「な！」

　その言葉にアーデルハイド伯爵は顔色を変えた。

（馬ば鹿かな……この男、正気なのか？）

　ロマーヌ子爵はアーデルハイド伯爵の派は閥ばつに属ぞくしてはいるが、生来傲慢な性格で扱あつかいにくい人間だった。

　ただ、その強気な性格が良い方に出たのか、武人としてはかなり優ゆう秀しゆうで、下級貴族の親分格としての地位を築いている。

　下級貴族が持つ兵力は数十から百ほど。

　これは、戦において単独の戦力としては役に立たない数。

　精々が、陣の警備や食料などの管理を任せるくらいしか出来ない。

　しかし、小さな戦力も数がまとまればそれなりの力にはなる。

　勿論、ただ寄せ集めるだけでは駄だ目めだ。

　同格の人間が寄り集まれば、互いに足を引っ張るのが貴族という生き物の習性。

　だが、指揮官の権けん威いさえきちんと確保する事が出来れば、寄せ集めの兵でも使い道はある。

　威い厳げんでも威い圧あつ感かんでも、あるいは財力でもいい。

　人より優すぐれる何かを、人を従わせる何かを持っている人間に指揮をとらせれば、チェスのポーンがナイトくらいには使える様になる。

　だから、アーデルハイド伯爵としても、今まではロマーヌ子爵の無礼な態度を黙もく認にんしてきた。

　だが、勝手に撤てつ退たいを決めたと宣言したロマーヌ子爵を、そのままにしておく事は出来なかった。

　アーデルハイド伯爵は精せい一いつ杯ぱいの威厳を込めて目の前の男を怒ど鳴なりつける。

「馬鹿な！　何を勝手な事を！　ゲルハルト公を裏切るおつもりか！」

　既にアーデルハイド伯はく爵しやく達たち貴族派は、ゲルハルト公爵からアーレベルク将軍に乗のり換かえている。

　だが、建前上はいまだにゲルハルト公爵の軍勢なのだ。

　たとえ実権が無くとも、ゲルハルト公爵が旗はた頭がしらである事に変わりはない。

　だがそんなアーデルハイド伯爵の怒いかりを前にしても、ロマーヌ子爵は軽く唇くちびるを歪ゆがめて冷れい笑しようで答える。

「何を今いま更さら。我々がゲルハルト公爵を見限ったのはつい先日の事。幾ら伯爵が高こう齢れいとはいえ忘れるには少しばかり日数が短すぎるのではないですかな？」

　あからさまな侮ぶ蔑べつに、アーデルハイド伯爵の周りに控えた副官達が一いつ斉せいに剣けんの柄つかに手を掛けた。

「止めよ！」

　今にも斬きりかからんとした副官達をアーデルハイド伯爵が叱しかりつける。そしてロマーヌ子爵の方へ改めて顔を向けると、諦あきらめた様な顔をして言った。

「確かに、取り繕つくろっても致し方ないな。本題に入ろう……何故なぜだ？」

　これは何故子爵達が領地に戻る事を決断したのかという問いだ。

　その理由を伯爵は予想してはいるが、子爵の口からハッキリと確認したかったのだ。

　そしてその結果によっては自らの身の振り方を考えなければならない。

「分かり切っているだろう？　……例の噂だ……」

　ロマーヌ子爵の顔が苛いら立だちで真っ赤になる。余よ程ほど腹立たしかったに違いない。

「やはりそうか……噂うわさは真実という事か？」

　だが、アーデルハイド伯爵の問いにロマーヌ子爵は首を横に振る。

「では噂の真偽を確かめずに撤退を決めたと言うのか？　……そなたら全員が」

　アーデルハイド伯爵の目が、ロマーヌ子爵の後ろに立ち並ぶ青年へと向けられる。

　その視線に誘さそわれるように、一人の青年が前へと進み出た。

「今いま更さら噂の真偽など関係ないのです、伯爵様」

　アーデルハイド伯爵の記き憶おくには彼の名前はない。

（ロマーヌ子爵の下に属する下級貴族の一人だろうか）

「お若いの、どこの家の方かな？」

　その問いに、ロマーヌ子爵が口を開く。

「こいつはうちが面倒を見ているモンドー男だん爵しやく家けの嫡ちやく男なんでルシェールという。親父おやじの方は箸はしにも棒にもかからん阿あ呆ほうだが、息子のルシェールは中々見どころがあってな。ワシの側近として色々と重宝にしている」

　その言葉に、アーデルハイド伯爵の目が鋭するどさを増した。

（モンドー男爵家の嫡男か……そういえば、父親の現当主はかなりの暗あん愚ぐだが、その嫡男は中々の出で来き物ぶつだと聞いた覚えがあるな……あれは確か……）

　ローゼリア国内の貴族だけでもその数は数百を数える。

　直接的な付き合いがあればともかく、伯爵位を持ち貴族派のナンバー二ツーであるアーデルハイド伯爵にとって、大半の貴族は有う象ぞう無む象ぞうの存在でしかない。

　それでいながら、伯爵が多少でもモンドー男爵家に聞き覚えがあるのは、現当主であるルシェールの父親が突然領内の通行税を値上げした所為せいで、伯爵と馴な染じみの商人から嘆願を受けた事が有るからだ。

　記憶の片かた隅すみに残る断だん片ぺんを掘ほり起おこし、アーデルハイド伯爵は改めてルシェールと名乗る青年の方へ顔を向けた。

「なるほど。では、ルシェール殿どのに改めてお聞きしよう。先ほどの言葉は一体どういう事かな？」

「既に平民達にこの噂が広がってしまいました。その結果、彼らはどうしても自分達の家に帰ると言って我々の命令を聞き入れません」

　焼き討ちをされて一番困るのは平民である。

　家も財産も全すべてが奪うばわれ灰になる。

　貴族はまだ、親族の援えん助じよを受けるという可能性が残されるが、生活の苦しい平民達は自分の生活を守る事で精一杯。とても他人の生活までは面倒を見切れない。

　だから彼らは家に帰りたいのだ。ささやかな財産と自分の家族の命を守る為に。

　だが、アーデルハイド伯爵はそんな青年の言葉に舌打ちをすると、馬鹿にした様な視線を向ける。

「何を甘あまい事を……連中が不平不満を口にするなど何時いつもの事だろう。見せしめに何人か痛めつければ済む話ではないか？」

　もし仮に、地球で同じ言葉を言えば大問題になる発言である。

　軍国主義だのファシストだのとレッテルを張られ、周囲から言葉のリンチを浴びせられる事になるだろう。

　しかし、アーデルハイド伯爵の言葉はこの世界の貴族が常習的に行う立派な統治の手段であり、治安維い持じの方法。

　そして、それはとても効果的で効率的な方法だ。通常ならば。

　だが、今回は違う結果を齎もたらしたらしい。

　アーデルハイド伯爵の言葉に、ルシェールは首を横に振った。

「それが……平民達は反乱も辞さない覚悟らしく……こちらに抗あらがってきたのです」

　その言葉に、アーデルハイド伯爵は思わず椅い子すから腰を浮かせる。

「何だと!?　平民がか！」

　これは、アーデルハイド伯爵にとってもかなり意外だった。

　平民達がそこまで追い詰つめられているとは思いもしなかったのだ。

「はい、どうにかその場は取り鎮しずめたのですが、数人の騎士が重傷を負いました。今回は何とか事なきを得ましたが、あのままなら殺されていたかもしれません。そして、調べてみるとこれは貴族派の陣の全てで起こっています……それに……」

「それに何だ？　まだ何かあるのか？」

　アーデルハイド伯爵は、もうこれ以上ルシェールの話を聞きたくなかった。これ以上状況が悪くなるなど、幾いくら豪ごう胆たんな彼でも耐たえられはしないのだから。

「シュバルツェン侯こう爵しやくとその一派の軍が既に撤退を開始しています」

　思わぬ人物の名前を聞き、アーデルハイド伯爵の顔から一気に血の気が引いた。

「馬鹿な……そんな勝手な事を！」

　シュバルツェン侯爵は貴族派のナンバー三スリー。

　ゲルハルト公爵からの信しん頼らいという点でアーデルハイド伯爵が勝っていた為に派は閥ばつ内ないの序列では下だが、領地の広さと傘さん下かにしている中級下級貴族の数、そして爵位の高さでは、貴族派でもゲルハルト公爵に次ぐ有力者である。

　今回の軍の編制でも、侯爵の兵数は貴族派の中でも二番目に多い。

　それが無断で戦線を離り脱だつしたとなれば無視する事は出来ない。

「アーレベルク将軍には報告したのか?!」

　アーデルハイド伯爵としては最も気になるところである。

　戦の全権を握にぎるアーレベルク将軍の判断を早さつ急きゆうに仰あおぐべきだと判断したのは、当然の事と言えるだろう。

　しかし、ルシェールは顔にいやしい笑えみを浮かべて首を横に振った。

「ご冗じよう談だんを。今更あの方に報告したところで何も変わらないでしょう？　……シュバルツェン侯爵の軍勢は、邪魔をすれば戦も辞さないと通達してきました。ならばもう、我らに打つ手はありません……シュバルツェン侯爵の軍勢は貴族派の四分の一近くを占しめます。これとぶつかれば仮に勝利を得たとしても無傷ではいられないでしょう」

「確かに……な」

「となれば、下手にアーレベルク将軍に報告して時間を無駄にするよりも、我ら貴族が生き延びる算段をするべきではありませんか？」

　その言葉の奥おくに潜む意味を察し、アーデルハイド伯爵の顔が醜みにくくゆがんだ。

「アーレベルク将軍を生いけ贄にえにしてか？　……諸しよ兄けいらも同じ意見か？」

　アーデルハイド伯爵の言葉に彼かれらは無言だった。

　つまり、無言の肯こう定ていという事だ。

　吐はき気がするような汚きたなさではある。

　だが、アーデルハイド伯爵は。嫌けん悪お感かんを抱いだきながらも彼らの態度に理を感じた。

　それは家名を残す為に幼少から叩たたきこまれた貴族の生存本能なのかもしれない。

　それに、今更アーデルハイド伯爵一人が騒さわいだところで、状況は何も変わりはしない。

　椅子の背もたれに深く寄りかかりながら天を仰いだアーデルハイド伯爵の口から、諦めの交じったため息が漏もれる。

「良かろう……貴き殿でんらがそこまで覚かく悟ごしているならば、私ももはや言うべき言葉はない……貴殿らの意見に従うとしよう」

　その言葉に周囲の誰もが無言のまま頷うなずく。

「ご理解を得られてよかった。それでは我々も直ただちに撤退するとしよう。噂うわさの真偽がどうであれ、領地の防衛にあたらなければならんからな！」

　アーデルハイド伯爵の言葉を受けて、ロマーヌ子爵は踵きびすを返して天幕から出ていく。

　その後ろ姿を見ながら、アーデルハイド伯爵の口から呟つぶやきが漏れる。

「ゲルハルト公を裏切り、直ぐまたアーレベルク将軍を切り捨てるか……家名を保つとは綺き麗れい事ごとでは無いのだな……」

　伯爵の横に控えている副官達は皆みな一様に無言のままだった。

　彼らもまた貴族の過か酷こくさを噛かみ締しめていた。




「では殿でん下か！　進軍のご指示を！」

　メルティナが全軍を前にして立ち尽つくすルピス王女へ進軍を促うながした。

　亮真の策により、イラクリオン周辺に駐ちゆう留りゆうしていた貴族派の軍勢は皆それぞれの領地へと帰ってしまっている。

　そしてゲルハルトがルピス王女に恭順した今、残るのはアーレベルク直属の騎士二千五百と時勢を読み切れなかった下級貴族の軍が千あまり残っているだけ。

　彼らはイラクリオンの町の一角を占せん拠きよして籠ろう城じようしている。

　当然ながら士気は最低だろう。

　それに対して、ルピス王女の軍は総勢二万五千を数える。

　圧倒的に劣れつ勢せいだった筈のルピス王女達の戦力は、何時の間にか逆転していた。

　ルピス王女の目の前に立ち並ぶ騎士達は、王女の命令を今や遅しと待ちわびている。

　実に十倍近い戦力差なのだから、彼らの士気が高ぶるのは当然と言えた。

　だが、ルピス王女の心は、目の前で高ぶる騎士達の気持ちとは反対に暗く沈んでいる。

　圧倒的に劣勢だった自分が、勝利を掴つかみ掛けている。

　狂きよう喜き乱らん舞ぶしても不思議ではないこの状じよう況きようをルピス王女は素す直なおに喜べなかった。

　ある男への恐怖が、彼かの女じよの心に影かげを落とす。

（これがあの男の力……あれほどの劣勢を覆くつがえした男……御子柴亮真……私はあの男が怖い。あの知略が怖い、容赦の無さが怖い、王家の血に対してまったく敬意を持たないあの心が怖い……アーレベルクを倒たおせばあの男はこの国から出て行く。それは良い……それは最初の約束だから。でも……もしあいつが敵に回ったら？　……私なんかじゃ到とう底てい太た刀ち打うち出来ない……この国にあいつにかなう人間が居る？　エレナだってあいつには一目も二目も置いているのに……もし、あいつが私達の敵になったら……この国はアーレベルクやゲルハルトなんか問題にならないほどの脅きよう威いに曝さらされる事になる）

　それは最初から分かっていた事だ。いや、分かっていると思い込んでいた事という方が正しいかもしれない。

　理解していた筈の不安が、考えない様にしていた筈の不安が、アーレベルク将軍を倒す段階になって、心の奥おく底そこから次々と湧き出してくる。

　だが、ルピス王女はその不安を必死で振り払はらう。

（いいえ……それは後で考えれば良いわ。今はアーレベルクを排はい除じよすることが先決よ！）

　メルティナに軽くうなずき返すと、ルピス王女の目が前方を見み据すえた。

（全ては……この瞬間の為に戦ってきたのだから！）

「全軍進軍！」

　メルティナの言葉に頷くとルピス王女の剣が抜き放たれ、イラクリオンを指し示す。

　今はアーレベルクに勝つ事が全てなのだ。

「「「うぉぉぉぉぉお！」」」

　再び歓声が響き、騎士達が一斉に進軍を開始した。

　目指すのはホドラム・アーレベルク将軍の首、唯ただ一ひとつ。




「亮真様……宜よろしいのですか？」

　ルピス王女率いる騎き士し団だんが砂さ塵じんを上げてイラクリオンへと向かう。

　その進軍を少し離はなれた高台から眺ながめている一団が居た。

「あぁ、俺おれ達たちがイラクリオン攻ぜめに参加したところで意味はないからな」

　ローラの問いに亮真は軽く答える。

　その場に居るのはリオネとボルツが率いる傭よう兵へい達たちとマルフィスト姉妹の総勢百名程である。

　全員が戦いくさ支じ度たくをしており、何時でも戦場に向かえる準備をしているというのに、指揮官である亮真はその場から動こうとはしない。

「ですが若……イラクリオンを攻せめなければこの戦は終わらないのでは？」

　ボルツが疑問を口にした。それはその場に居た全員が気にしている疑問だった。

「イラクリオンを攻めなきゃ戦が終わらない？　……成なる程ほど……みんなもそう思ってるのか？」

　亮真の問いにその場に居た誰もが頷く。

　アーレベルク将軍がイラクリオンの町から軍を動かさない以上、攻めるより他に手段は無いのだ。

　既すでにゲルハルトが王女に恭きよう順じゆんしているとしても。

　ボルツの言葉の意味を理解した亮真は顔に笑みを浮うかべた。

「じゃあ質問だ。今イラクリオンに居るのはアーレベルク率いる二千五百程の騎き士しと逃にげ遅おくれた貴族が何人かいるだけ。ゲルハルト公爵がルピス王女に恭順した今の段階で敵と呼べるのはそいつらだけだ。それは分かるな？」

　亮真の言葉に全員が頷く。

　亮真の流した焼き討ちの噂によって、貴族達は自分の領土の防衛に戻もどってしまっている。

　その所為でイラクリオンの周辺からは兵の姿が消えていた。

　だからこそ、ルピス王女は決戦に踏ふみ切きったのだ。

　ゲルハルト公爵がルピス王女へ恭順している以上、彼女の敵はアーレベルクとその配下だけになっている。

「ルピス王女の兵力は？」

「二万五千程です」

「サーラの言うとおりだ、じゃあアーレベルク将軍の方は？」

「三千から三千五百といったところですぜ！」

　ボルツがすかさず叫さけぶ。

「その通り。実に十倍近い差がある訳だが、皆はあのアーレベルク将軍が素直にイラクリオンに立て籠こもると思うか？」

　亮真の視線が全員を順じゆん繰ぐりに見回す。

　誰もがその言葉で亮真が何を考えているのか察した。

「ならば、坊ぼうやは将軍が立て籠もらないと思っているって訳かい？」

　リオネが自分の考えを言葉にする。

「あぁ。まぁ確率的には五分五分だけどね……俺が知る限りアーレベルク将軍ってのは傲慢でいけすかない親父だが、同時に強したたかで諦めが悪いとみてる」

「じゃあ、どうするって言うんだい？　諦めの悪いアーレベルク将軍は？」

「普通に考えて、イラクリオンに立て籠もったところで援えん軍ぐんの見込みはまずない。一度見限った貴族派の面々が再びアーレベルクの為に兵を出す事はないし、ゲルハルト公爵がアーレベルクをかくまう可能性もまずないとみていい。それどころか、一度足を掬すくわれた公爵は早急に軍勢を立て直してアーレベルクを潰つぶそうとするだろう。となれば、将軍様に残されるのは玉ぎよく砕さいか逃とう亡ぼうかの二択たくって訳だ……だが、俺はあの狸たぬきが玉砕を選せん択たくするとは思えない」

「何だい。なら逃亡しか残らないじゃないか……でもあの戦力差でそんな事が出来るのかい？　十倍近いんだよ？　十倍。逃げるって、言うのは簡単だけどその為には包囲を切り抜け、追っ手の追つい撃げきを躱かわさなきゃいけないんだよ」

　玉砕はしない、籠城も出来ないとなれば。残る選せん択たく肢しはイラクリオンを捨てて逃げ出すくらいしかないのは子供でも分かる道理。

　しかし、亮真の言葉を聞いたリオネの返事は懐かい疑ぎ的てきだった。

　多くの戦場を経験しているリオネは撤てつ退たい戦せんの難しさを十分に理解している。

　軍勢は進むのは比ひ較かく的てき簡単だ。しかし、引くとなると途と端たんに難しくなる。

　しかも、騎士は個こ人じん技ぎに長たけている反面、集団連れん携けいになると途端にその力が落ちる。

　だが、退たい却きやく戦せんで重要なのは個人の力では無く、騎士が苦手な集団連携の力なのだ。

　お互たがいがお互いをフォローすれば生せい還かんの確率は高くなる。

　逆に個人が連携を無視して退たい却きやくすれば、残された人間は死ぬしかない。

　勿もち論ろん、諸条件によって結果は色々と変わってくるが、これは歴史が証明している事実である。

　唯でさえ騎士が苦手な退却戦で、しかも戦力差が十倍とくれば、アーレベルク将軍達たちが生き残る可能性はほぼゼロと言えた。

「確かに、それはリオネが正しいと思う。まぁ、そうなるように色々と小細工をした訳だけどな……だが、それはアーレベルクが軍を率いて退却すればって事だ……俺は最悪アーレベルク将軍が配下の騎士を見捨てて逃げ出す可能性を考えている……」

　リオネの疑問に亮真は深く頷くと同時に、自らの懸け念ねんを口にする。

　その言葉に全員が絶句した。

「まさか坊や……幾らなんだって」

「若！　それは幾らなんでも……」

　配下を見捨てて単身逃げだせば、確かに逃げる事が出来るかもしれない。

　だが、それが一国の将軍位にまで上り詰めた騎士が選択する行いだろうか。

　国王や貴族ならいざ知らず、騎士は武人であり名を惜おしむもの。ましてや、最終決戦の前にである。

　傭よう兵へいとして幾いく多たの戦場を知っているリオネやボルツですら、そこまで恥はじ知しらずな人間を思い出すのは難しい。

　しかし、亮真にとっては想定の範はん囲い内ないでしかない。

　自分が生き残る為ならば、どんな事でも平気でする人間がいる事を知っていたから。

「まぁ今のはあくまでも可能性の話さ……イラクリオンを攻めなければならない事に変わりはないからな。ただ、俺おれ達たち程度の人数がイラクリオン攻めに参加しなくても大勢に影えい響きようはしないだろう？　だからルピス殿下に頼たのんで別行動を許可して貰もらったのさ」

　そう言って肩かたを竦すくめる亮真へ、リオネは呆あきれた様な視線を向けた。

（なるほど。イラクリオンに立て籠もったのは注意をそちらに引き付けて自分が逃げる為の囮おとりかい。自分の部下に死ねと命じた訳か……全く、最後までいけ好かない親父だねぇ。でも、そこまであの狸たぬき親父おやじの考えを見み抜ぬいて動くなんて、この坊やは……）

　リオネは心の中でアーレベルク将軍へ罵ば声せいを浴びせる。

　亮真は決して断言はしていない。

　しかし、その場に居た全員が、亮真が言う確率が五分五分どころか、ほぼ確実に起こる未来であると予感していた。

　確かに圧あつ倒とう的てきに有利な状況である以上、亮真達がイラクリオン攻めに参加しなくても勝敗自体には影響が無いだろう。

　だが、戦後の恩賞まで考こう慮りよに入れるなら、ここで参加しないという決断は、不利にはなっても決して有利には働かない。

　それを踏まえても尚なお、亮真がここに居るという事は、アーレベルク将軍が逃亡する可能性が極きわめて高いという事になる。

「まだ納なつ得とくいかないか？」

　亮真の言葉に全員が首を横に振った。

　ここまで説明されれば納得せざるを得ない。

「さてと……後は厳げん翁おう達が戻るのを待つか……」

「厳翁ですか？」

　亮真の言葉にローラは周囲を見回した。

　確かに厳翁と咲さく夜やの二人が見当たらない。

「なぁに……あいつらにイラクリオンに紛まぎれ込こんでる連中と繋つなぎを取ってくるように頼んだのさ……お！　噂をすれば二人が来たな……どうだった？　厳翁、咲夜」

　先日より商人に変装した傭兵達が、イラクリオン周辺に散らばって諜ちよう報ほう活動を行っている。

　殆どの任務は、平民達に対して御子柴亮真という人間の噂を流す事だったが、同時にイラクリオンへ潜せん入にゆうし、敵側の動向を探さぐるという任務が与あたえられている人間も居る。

　そしてゲルハルト公爵が恭順した今、彼らはアーレベルク将軍の動向を全力で監かん視ししている。

　その連れん絡らく役やくとして厳翁と咲夜の二人がイラクリオンへと潜入していたのだ。

　亮真の眼がイラクリオンから駆かけてきた二人の姿を捉とらえた。

「御お屋や形かた様、お待たせ致いたしました」

「遅おそくなりました」

　二人は軽く亮真へ頭を下げ時間が掛かかった事を詫わびると、そのまま本題の報告へと話を繋げた。

「御屋形様の予感は当たりましたぞ……アーレベルク将軍の屋敷を見張っていた者達によれば、昨日今日と屋敷に町の商人達が呼び出され、なにやら商談が行われた模様です」

　厳翁の言葉に亮真は軽く頷く。

「商談ねぇ……内容は掴めているのか？」

　厳翁の報告は亮真にとって予想していたものだが、それだけでアーレベルク将軍の思おも惑わくを決めつける訳にはいかない。

「はい、屋敷から出てきた商人の一人を問いただしたところ、なんでも衣類や権利書の類たぐいを売り払ったようです。急いで現金化したかったようですな」

「なるほどな……となると、やはり」

　資産を現金化したという事の意味は一つだけ。やはりアーレベルクは国外逃亡を考えていると見ていいだろう。

「逃亡資金を調達したと見るべきだろうな……」

「それにかなりの量の保存食を買い求めたという話も入っています」

「保存食ねぇ……やっぱり部下を切り捨てる気だな……」

　厳翁の言葉を聞き、亮真の目が鋭さを増した。

　もし、部下を引き連れていくのなら、アーレベルク自身が食料を買う必要はない。

　軍には兵ひよう糧ろうを管理する部隊が居る。

　総大将であるアーレベルクがわざわざ商人から買う必要などないのだ。

　それが態わざ々わざ商人を呼び出して買った。

　つまり自分の行動を部下に知られたくないという事だ。

「おそらく、我々の目をイラクリオンに引き付けておいてその隙すきに逃げ出すつもりかと」

「厳翁、逃とう走そう経路に関してはどうだ。予測はつくか？」

　亮真の問いに厳翁は首を横に振った。

「いえ、流石さすがにそこまでは。ただ……」

「なんだ、気になる事でもあるのか？」

「家族を連れてとなれば、徒歩はありえますまい。馬車に荷物を積んでいたところを見ても街かい道どうを使うかと」

「亮真様！　これを」

　素す早ばやくサーラが携けい帯たいしていた地図を亮真の前に広げた。

「ここがイラクリオン……可能性としては四択か」

　亮真の目が素早くイラクリオンより延びる七本の街道を捉とらえた。

　このうちの三本はルピス王女の勢せい力りよく圏けんを通らなければならない。

　裏をかく為に意図的にルピス王女の勢力圏を通るという選択肢も有るには有るが、家族連れでその選択はあまりにも危険だ。

　亮真はアーレベルクがローゼリア王国内に顔と名前が広く知られている事を考慮に入れて、選択肢を絞しぼり込んでいく。

「残るは南東、南、南西、西の四街道ですね……家族連れとなると、西のザルーダ王国に抜ける道は除外しても良いかと」

　ローラの指し摘てきに亮真は軽く頷く。

（確かに、鉄の国の名を持つザルーダ王国は峻しゆん険けんな山が多い。家族を引き連れて逃げるにはあまりにも厳しい地形だ）

「姉様の言う通りですね。私達姉妹の様に特別な訓練を積んでいればまだしも、普ふ通つうの女子供には無理だと思います。ならば、同じ理由で南西も除外してよいと思います」

　サーラの言葉に、地図を覗のぞき込んでいたリオネの指が、南に延びる二本の街道を指し示す。

「そうなると残りは南東と南かねぇ」

　南と南東は共に南部諸王国地方へと続いている。

　そこは小国が乱立する西方大陸の中でも最大の激戦地帯だ。だが、身を隠かくすにはある意味、絶好の場所ともいえる。

「二択か……さてどうしたもんかな……」

　亮真の目が空を見上げた。

　手持ちの兵力はおよそ百。

　全員が戦士として一流の力量を誇ほこるが、相手も必死で抵てい抗こうしてくるはずだ。

　実力は伯はく仲ちゆうと考えたほうがよい。

　そうなると物を言うのは頭数という事になる。

　アーレベルク将軍も人目を避さけたい筈はずなのでさほど大人数ではないと考えられるが、警護として引き連れる騎士の人数は十や二十ではきかないだろう。

（二手に分けるのは愚ぐ策さくだな……だが、ここでアーレベルク将軍を逃がす訳にもいかないし……どうしたもんか）

　ローゼリア王国の未来を考えるなら、ここはどうしてもアーレベルク将軍を殺しておきたい。

　それにエレナとの約束もある。

　亮真の脳裏にさまざまな案が浮かんでは消えていくが、幾ら彼が智ち謀ぼうに優れていようとも、物事には限界がある。

　物理的な不足を策で補える筈もなかった。

「亮真様」

「なんだ、どうかしたか？」

　思案に耽ふけっていた亮真にサーラが耳打ちをした。

「今、こちらに向かってくる部隊が居ると報告がありました」

「敵か？」

　亮真の問いにサーラが首を横に振ふる。

「いえ、エレナ様です」

　その名前を聞いた瞬しゆん間かん、亮真の顔色が変わった。

「エレナさんが……あの人はルピス王女とイラクリオン攻めに参加している筈だが……確かか？」

「はい、まもなくこちらに到とう着ちやくされるかと」

「分かった。ここにお連れしてくれ」

　亮真の言葉にサーラは頷くと、その場から離れた。

　やがて、遠方に馬ば蹄ていの音を響かせながら馬を駆る二百から三百人程ほどの一団が姿を現す。

「ふぅ、よかった。間に合ったわ！」

　エレナは亮真の前で馬から飛び降りると、穏おだやかな笑みを浮かべながら言い放った。

　亮真は彼女の笑え顔がおにどこか暗い情念を感じた。

「エレナさん……何故ここに？　イラクリオン攻めに参加している筈では……貴女あなたが居ないと不味いのではありませんか？」

　そんな当然の疑問を告げる亮真へ、エレナは含ふくみのある笑みを返す。

「あら、貴方だってイラクリオン攻めに参加していないでしょう？　私だって……ねぇ？　別にあなたを信じていない訳じゃないのだけれど……」

（救国の英えい雄ゆうといわれるだけの事は有る……体は老いていても頭のキレは流石さすがだな……最後の始末は自分の手でという事か……）

　亮真はエレナの表情から、彼女がここへやってきた理由を察した。

　彼女は亮真と同じように、アーレベルクが国外に逃走すると読んだ。

　そして、エレナは自らの手で決着をつける事を望んだのだ。

「兵数は？」
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「私の側近を三百」

（完全に殺す気か……まぁ、それも当然か……）

　エレナの心に宿るのは復ふく讐しゆうの暗い炎ほのお。

　今回の戦でエレナが直接の指揮権を持つ兵数はおよそ三千。

　その中から自分の側近三百のみを率いてこの場にやってきた事が、エレナの覚悟を表している。

　自分の側近だけを連れてきたという事は、どんな手段を使ってもアーレベルク将軍を確実に殺すという意思表示に他ほかならない。

　仮にアーレベルク将軍が降こう伏ふくを選択しようと無視する心算つもりなのだろう。

「それで、状況は？　アーレベルクは既にイラクリオンを脱出したのかしら？」

　エレナの問いに亮真は首を振って答えた。

「そう……まさかイラクリオンに篭こもって玉砕を選択するなんて事は無いでしょうね？」

　エレナの顔を不安の色がよぎる。

　予想はあくまで予想でしかない。

　エレナとしても、自分の予想が常に正しいと考えるほど愚かではないのだ。

　だが、今回の予想は絶対に外す訳にはいかない。

　もし外せばエレナの復讐はここで終わってしまうのだから。

「いえ、それはないでしょう。俺の部下が調べたところでは、かなりの額の逃走資金を調達していますからね……国外に逃げて再起を狙ねらうつもりでしょうね」

「やはりね……あの男の考えそうな事だわ」

　亮真の言葉を聞き、エレナは吐き捨すてるように言い放った。

「どこに向かうつもりか分かっているのかしら？」

　亮真はサーラから地図を受け取ると、エレナの前に広げる。

「二択まで絞り込みました……馬車を準備している事と、荒あら事ごとに慣れていないアーレベルク将軍の家族が一いつ緒しよにいる事を考え合わせると、まずは南方方面に逃げるつもりではないかと考えています」

　亮真の指が地図をなぞる。

「成程……北も東も王都の近くを通るしかないわ。アーレベルク将軍が避けるという予想は正しいでしょうね。迂う回かいも不可能ではないけれど、大半が貴族派に属していた連中ばかり。今の状況でそちらに向かえば、王女に媚こびを売りたい貴族達からも狙われる事になる……それに、ここからでは国境まで距きよ離りが有るし」

　エレナの言葉に亮真は軽く頷いた。

　今やルピス王女の勝利は目前。

　今まで成り行きを傍ぼう観かんしていた者やルピスに敵対していた者は、何とか家名を守ろうと彼女に取り入ろうと必死だ。

　そんな状況でアーレベルク将軍が王都近きん郊こうへ向かうのは自殺行こう為いといえる。

　誰もがアーレベルク将軍の首を手て土産みやげにしようと狙ってくるだろう。

「西も無いわね……ザルーダ王国との国境地帯は山が多いし……となると、残るのは南方……」

　エレナの分ぶん析せきも亮真と同じ結論に達したようだ。

　尤もつとも彼女の顔は悩んでいるようには見えない。何か確信があるのだろう。

「亮真君、貴方は南か南東か二択で悩んでいるのよね？」

　亮真は無言で頷いた。

「なら私がその問題を解決してあげる」

　そう言い放つと、エレナの指が地図上の一点を指し示す。

「アーレベルクの逃走経路は南よ。他には考えられないわ」

　エレナは絶対の自信を持って言い切った。

「失礼ですがその根こん拠きよは？」

　亮真の口から疑問が漏れた。彼としてもエレナの言葉にみなぎる自信を感じてはいた。

　だが、根拠を聞くまでは、エレナの自信は過信でしかない。

　だが次の瞬間、エレナの口から漏れた言葉を聞いて、その自信の源を知る。

「彼の妻がタルージャ王国の貴族出身だからよ」

　タルージャ王国。

　イラクリオンから南に数百キロ離れた所にある国の名だ。

　確かに妻の出身国なら逃とう走そう先さきとしては無難な選択といえる。

　縁えんが多少でも有るならば、庇ひ護ごも求めやすいだろう。

「成程……縁があるならタルージャ王国を目指すのは有り得ますね……ただそれを見み越こして裏をかかれる可能性はないんですか？」

　亮真は別にケチを付けたい訳ではない。エレナの言葉にある説得力は彼も認めてはいた。

　だが、亮真自身がオルトメア帝てい国こくから脱出した際に選択したように、最善の手が常に良い結果を齎すとは限らない。

　最善の手とは、他人から見て予測されやすいという欠点を持つ。

　だからこそ、意図的に次善の手を選択する事で、相手の目を惑まどわす事を選ぶ場合があるのだ。

「意図的に最善を採らないって事ね。でも今回に限ってその心配は無いわ……何故ならイラクリオンから南東へ進めばブリタニア王国に着くから」

　エレナの指がタルージャ王国の隣となりを指差した。

「距きよ離り的てきにはタルージャ王国と同じくらいですよね？　このブリタニア王国に逃走する可能性はないのですか？」

　亮真の問いにエレナは苦笑いを浮かべる。

「それはまずないと思っていいわ……タルージャとブリタニアは長年の宿敵同士。アーレベルク一人が逃げるならともかく、タルージャ出身の奥おく方がたを連れて行く事は危険すぎる。そしてあの男は奥方を捨てる事も出来ないの。それをしてしまえばアーレベルクを助力してくれる勢力が本当になくなってしまうもの……」

「エレナさんもアーレベルク将軍がタルージャ王国で勢力を盛り返す気だと？　……まだ権力を追い求めると？」

「えぇ、間ま違ちがいなくアイツはこのまま引き下がるような男じゃない……そんな甘い男じゃないわ」

　エレナの言葉が正しいのなら、アーレベルクがタルージャ王国を目指すのは確実と言える。

　まったく縁の無い国より、奥方の出身国の方が逃とう亡ぼう先さきとしては非常に都合が良い。

　だが、亮真はエレナの言葉を聞いて新たな懸念を持った。

　それは今まで気にしなかったアーレベルク将軍の妻に関してだ。

　エレナの復讐はアーレベルク本人の命だけでは済まない。

　その家族にもその復讐の刃やいばは向けられる。当然、アーレベルクの妻にも……

　問題はアーレベルクの妻を殺した結果、ローゼリア王国に新たな敵を作る事にならないかという可能性だ。

（エレナさんの方がアーレベルクという人間をよく知っている……ここは彼女の判断に従うべきだろうな……ただ、気になるのは奥方が他国の貴族だって事だ。そんなのを殺しちまって大だい丈じよう夫ぶなのか？）

　亮真の感覚からすると、自国の民たみが他国の人間に殺されて黙だまっているような国家はまずない。

　事の是ぜ非ひを度外視して相手を感情的に罵ののしり、その結果、大たい抵ていは戦争の火種になるものだ。

　だが、亮真は湧わきあがった懸念を振り払った。

（毒を食らわば皿までか。それにここは地球じゃない。死体の処理さえ間違わなければ白を切るのも難しくはないか）

　幸か不幸か、大地世界の技術水準は決して高くない。

　死体を一ヶ所に埋うめてしまう程度の工作でも、十分に死体を隠せるだろうし、ＤＮＡ鑑かん定ていなどの技術がない大地世界なら一いつ旦たん骨に成ったが最後、その遺体がどこの誰だれか特定するのはまず不可能と思っていい。

「分かりました。貴女の指揮に従います」

　その言葉はエレナの復讐を最優先にするという意思表示だ。

　亮真の覚悟にエレナは深く頷いた。

「それでどうします。連中がイラクリオンを出て直すぐに襲おそいますか？　それとも少し離れた所でやります？」

　イラクリオン近郊で殺せば、万が一にも復讐が露ろ見けんした場合に言い訳がしやすいというメリットがある。逆に離れた場所なら周囲の目を気にすることなく派手に動けるし、死体の処理にはさほど困らないだろう。

「私はここが良いと思うの……どうかしら？」

　亮真の問いにエレナは軽く頷くと、地図の一点を指差す。

　地図によると、その場所は森となっている。町や村からも適度に離れており、兵を動かすには最良と言える。

「成なる程ほど……ならば部隊を二手に分けた方が良いでしょう……そうですねぇ、俺おれが二百ほど率いて猟りよう犬けん役やくをやりますか？　その方がエレナさんも都合が良いでしょう？」

　その言葉に含まれた真意を察し、エレナは静かに目を伏ふせる。

「ありがとう……亮真君」

　その言葉が、彼女の心を表していた。そしてアーレベルクとその家族の運命も。




「ケイルよ、追っ手はおらぬだろうな？」

　馬車に乗るアーレベルク将軍からの問いに、並走していたケイルは馬の後方へと目を向けた。

「はい、閣下……今の所は……まだ我らの脱だつ出しゆつに気がついた者は居ないのではないでしょうか」

「そうか……貴様の進言に従って、ルピスの軍勢が押おし寄よせるタイミングで脱出を図はかったのは正解だった様だな」

「は！　有りがたきお言葉！」

　アーレベルクの言葉にケイルは深く頭を下げる。

（ふむ、どうなるかは正直に言って賭かけだったが……上手うまくいきそうだな。この男も存外役に立つ。今後の事を考えれば良い拾い物だったか）

　思いのほか使えるケイルを見ながら、アーレベルク将軍は小さく頷いた。

　アーレベルクは資産を現金化すると、自らに付き従う少数の側近たちを屋や敷しきに集め、時機を待った。彼らがイラクリオンの外に出る機会を。

　そしてそれは、今日の午後に訪おとずれた。

　ルピス王女の軍勢による、イラクリオン攻めの開始に因よって。

　イラクリオンの街は大混乱に陥おちいった。

　ゲルハルト公爵とルピス王女の間では既に恭順の話が纏まとまっていたが、一いつ般ぱん市民にまでその話は広まっていない。

　その結果、市民にはルピス王女がゲルハルト公爵の粛しゆく清せいに軍を進軍させたようにしか見えなかったのだ。

　支配階級が何をしようと、市民には本来関係はない。

　だが、軍が街を目指して攻め入ってくるとなれば、市民には当然犠ぎ牲せいが出る。

　だから、市民達たちは、自らの命とわずかな財産を守る為ために街を逃げ出す事になった。

　アーレベルク達は、その混乱の隙をついたのだ。




「フン！　このままで済むとは思うなよ。ワシを陥おとしいれた報むくい……ルピスめ！　ゲルハルトめ！　必ずや思い知らせてくれる！」

　追っ手が見えない事に安心したのか、アーレベルク将軍の口から呪じゆ詛その言葉が漏れた。彼は完全に開き直っていた。

　本来なら王族の名を呼び捨てにするなど、不敬の極みともいえる。

　だが、彼は既にローゼリア王国における自らの地位を諦あきらめていた。

　貴族、騎士、そして王族。

　ホドラム・アーレベルクは既にローゼリア王国の支配階級から切り捨てられてしまった。

　だが、彼の恨うらみに正当性は無い。

　別にルピス王女がアーレベルクを陥れたなどという事実はないのだ。彼はただ単に自分の意思でルピス王女を裏切り、ゲルハルト公爵を罠わなにはめた。

　あくまでも裏切ったのも罠に嵌はめたのもアーレベルク自身である。

　だが、今の彼の頭はそんな風には働かない。

　彼の陥った苦境はあくまで他人の所為せいとしか考えられないのだ。

　また。そういう人間だからこそ、彼は国外に逃亡するまで落ちぶれてしまったともいえる。

「妻と娘むすめの様子はどうだ？　問題はなさそうか？」

　アーレベルクは後方を追走する馬車へ目を向けた。そこには彼の家族が乗り込んでいる。

「は！　馬車の中は快適に過ごす事が出来るよう、最善を尽くしております」

「うむ。あれはワシの最後の切り札だからな！　良いか、間違いは許さぬぞ！」

「ご安心ください閣下。必ずやタルージャまで無事にお連れ申し上げます！　……そうだな?!」

　ケイルは馬車の周りを並走する騎き士し達たちに同意を促す。

「「「我らにお任せ下さい閣下！」」」

　アーレベルクの切り札は、ケイル達この場にいる全員の切り札である。

　この場にいる誰もがアーレベルクと同じようにローゼリア王国では生きていけない者ばかりだ。

　それは、アーレベルク将軍の威い光こうを盾たてに好き勝手な事をしてきたツケ。

　出入りの商人から賄わい賂ろを貰って便べん宜ぎを図った事や、手て柄がらの横取り程度ならばまだ可愛かわいげがある。

　酷ひどいのになると同どう僚りようの妻や娘を手て籠ごめにしたとか、更さらに酷いと犯罪の口くち封ふうじで殺したなんてのまで居るのだ。

　そんな彼らが法や倫りん理りの手から逃のがれて大手を振って生きられたのは、アーレベルク将軍の後ろ盾があればこその話。

　それが失われた今、彼らの命はまさに風前の灯ともしびと言える。

　仮にルピスが軍の弱体化を嫌きらい彼らに恩おん赦しやを出したとしても、結果は変わらない。

　法では裁かれなくとも、恨みを持った被ひ害がい者しや達たちは決して彼らを許さないだろう。また、その事を彼ら自身も理解している。

　だからこそ、彼らはアーレベルクを裏切らないのだ。

　アーレベルクが浮けば自分達も浮き、アーレベルクが沈しずめば自分達も沈む。

　それはアーレベルクへの忠誠ではなく、単純な損得の話だった。

　しかし、だからこそアーレベルク将軍にとっては貴重で信用のおける手て駒ごまと言える。

「うむ！　タルージャ王国の王子へワシの娘を嫁とつがせるまでの辛しん抱ぼうだ。ワシが外がい戚せきとして権力を握にぎる事が出来れば潮目も変わる。そうなればお前達にも相応の待たい遇ぐうを約束してやるぞ！」

「「「は！」」」

　機き嫌げんよく笑い声をあげるアーレベルク将軍の言葉に、周囲を並走する騎士達は声を揃そろえて頭を下げる。

　アーレベルクに残された最後の手段にして切り札、

　それはタルージャ王国内の貴族である妻とその間に生まれた娘の存在。彼かれは、自分の娘をタルージャの王子に嫁がせることにより、自らの身を立てようと目もく論ろんでいた。

　もっとも、それはまだアーレベルクの願望でしかない。彼はまだタルージャ王国の貴族や王家に対して何の工作もしていないのだから。

　だが、アーレベルク将軍に残された選択肢は少ない。

　その中でも権力の中ちゆう枢すうに返かえり咲ざく可能性が最も高いのがこれなのだ。

　アーレベルク将軍の心は未いまだに折れてはいない。

　権力という果実を口にした人間の業ごうなのだろう。

（ワシは……このままでは終わらぬ！　必ずや再び権力を我わが手中に！）

　人を支配する快感。

　それは麻ま薬やくにも似ていて、人の心を蝕むしばむ。

「このまま終わってたまるか！」

　アーレベルクの目には暗い妄もう執しゆうの炎が浮かんでいた。




　日は中天に差し掛かり、日差しが大地へと降り注ぐ。

　街道には今回の内乱の影響か人ひと影かげは全くない。

　アーレベルク達はただひたすらに鞭むちを振るい、馬を駆り立てながら街道を疾しつ走そうする。

　鎧よろい兜かぶとを身に着け馬を駆る騎士と、それに守られた数台の馬車。

　総数は二百名程だろうか。

　やがて一行の目の前に、広大な森林地帯がその姿を現した。

「ようやくここまで来たか……追っ手の方はどうか？」

　アーレベルクが疲つかれ切った口調で言葉を吐はいた。

「はい……いまだに追っ手は姿を見せておりません……ここまでくればその心配もございますまい……この森を通過してしまえばタルージャ国境まで後少しの行程ですし」

　ケイルの言葉を聞き、アーレベルクの顔に笑えみが浮かんだ。

「もう少しか……」

　アーレベルク将軍の視線が、心配そうに後方の馬車へと向けられた。

　ケイルの視線もその後を追う。

「お二人ともよくご辛抱くださいました」

　ケイルの言葉にアーレベルクは大きくため息をついて答える。

「うむ……あれらもよく辛抱しておる……だが、流石にもう無理の様だ。妻は食事が喉のどを通らない様だし、水を飲むのも嫌いやがる。吐き気がすると言ってな……娘も同じ状態だ……体力ももう限界なのだろう」

　イラクリオンを脱出して既に二日目。

　馬車に揺ゆられながらの移動は、アーレベルクの妻と娘に大きな影響を与えていた。

　観光の旅ではない。

　命がかかった逃とう避ひ行こうという特とく殊しゆな状じよう況きようが、深窓の貴婦人である二人には耐たえがたい重圧となってのし掛かっているのだ。

　それでも、文句の一つも言わずに二人が馬車に揺られてきたのは、アーレベルクが置かれた状況を理解していたからに他ならない。

「ケイルよ。今日は野営に都合の良い場所を見つけて、早めに休息を取らせたいと思うが、どうだ？」

　まだ陽ひは高い。

　だが、アーレベルク将軍としては、無理せず早めに野営の準備をしたいようだ。

　アーレベルク将軍の顔には、自分の妻と娘の体を心から心配する夫としての責務と愛情の念が浮かんでいる。彼は妻と娘の体力の限界を感じとっていたのだ。

　それに、ここで二人に死んで貰っては困るのだ。

　妻にはアーレベルクとタルージャの貴族との仲ちゆう介かいが、娘には王族との婚こん姻いんという大事な仕事がある。

「良いご判断かと……奥方様達の体力は限界に達しております……森の中に入った後、騎士達に野営地を探させます」

　ケイルもアーレベルクの妻と娘が体力の限界に達している事を十分に理解していた。

　タルージャとの国境までは後幾いくらもない。

　しかも、イラクリオンから脱出した後、一度として追っ手の姿を目にした事はなかったのだ。

（大丈夫だ……俺たちは追っ手の手を逃れた……恐おそらく全く別の方面に追っ手を差し向けたのだろう。ならば今重要なのは奥方様とお嬢じよう様さまのお体よ……お二人は我らの命いのち綱づななのだから）

　油断と打算。その二つが、彼らの運命を決定づける。

　彼らは気が付かなかったのだ。復ふく讐しゆう鬼きの冷れい酷こくな刃が直ぐそこまで近づいている事に。







第四章　エレナの復讐







　今夜の月は天空から、その優やさしい光で大地を照らしていた。

　かがり火は最小限に抑おさえられているが、それでも月明かりのおかげでさほど困りはしない。

「運が悪いなぁ、俺おれ達たちは」

「あぁ、全くだ……今日に限って見張りの当番が回ってくるとはな……」

　二人の騎き士しはそうボヤキながら、闇やみに閉ざされた森へと視線を向けた。

　二人とも鎧よろいを着込み、手には鋭するどい槍やりを握っている。

　年とし頃ごろは二人とも同じくらいだが、背は右側の男が高い。

　今夜は、アーレベルクの命令で数日ぶりに鎧を脱ぬいで休む事を許可された貴重な夜だったのだ。

　だが、彼らと極ごく一部の運の無い騎士達は、見張りの当番が回ってきてしまい、鎧を脱いで休む事が出来なかった。

　今回の逃避行は、確実に彼らの体を疲ひ労ろうさせていた。

　勿論、職業軍人である彼らはまだ体力的に余よ裕ゆうはある。

　だが、人間である以上、きつい事に変わりはない。

　だから、彼が自らの不運を嘆なげくのも当然と言えた。

「だが明日は国境越ごえだ。越えてしまえば後はもう……」

　背の高い騎士が、呟つぶやいた。

「あぁ……もうここまでくれば……」

　その言葉を聞き、もう一人の騎士が言葉を続ける。

「しかし……ローゼリアを捨てる事になるとは……な……」

　背の高い騎士は大きくため息を吐ついた。

　彼の家は騎士の名門である。代々ローゼリア王国に忠誠を誓ちかってきた家いえ柄がらだ。

　もっとも、それは先代までの話。彼自身には王家への忠誠など欠片かけらもない。

　だから、自分の欲望を満たしてくれるアーレベルクに従ってきたのだ。

　金を、女を、騎き士し団だん内ないの地位を。

　王家に忠誠を尽つくしたところで、決して与えられる事の無い全すべてを、アーレベルク将軍は彼に与えてくれた。

　だが、全ての歯車は狂くるってしまった。

　アーレベルクの傀かい儡らいでしかなかったルピス王女は、自らアーレベルクの呪じゆ縛ばくを断たち切きり、国内の貴族達はアーレベルク将軍とその一派を見捨てた。

　今や彼らにローゼリア王国で生きる場所など何処どこにもなかった。

　彼らに残された道は二つ。

　新たな主君を見つける日まで大陸を放ほう浪ろうするか、アーレベルク将軍にこのまま仕え、彼の再起に賭けるかだ。

（どちらも分の良い賭けとは言えないが……）

　つい数ヶ月前まで、彼らは人生の絶頂に居た。

　それが今や故国から追われる身。彼らの心は嘆きで埋め尽くされていた。

「言うな！」

　背の低い騎士が相棒を叱しかりつける。

「だがよう……」

　背の高い騎士が食い下がる。

「五月蠅うるさい！　お前に言われるまでもなく分かっているんだよ。そんな事は！」

　背の低い騎士も気持ちは同じだ。

　だが、他人に言葉にされると腹立たしく感じるものだ。

「悪かったよ……すまん」

　背の高い騎士は相棒の剣けん幕まくに押され謝罪の言葉を口にした。

「とにかく、今は見張りに専念すればいいんだ！　明日にはタルージャとの国境を越えられ……」

　何かが森の中から空を切ったように感じた。

　そして。背の低い騎士の言葉が途と中ちゆうで止まる。

「どうした……？」

　背の高い騎士は不ふ審しんに思い、隣に立つ相棒へ目を向けた。

　彼の目に相棒の姿が映る。ただ森に視線を向けたまま、普ふ段だんと変わらぬ直立不動の体勢だ。

　だが彼の目には何処か相棒の姿が何時いつもと違ちがって見える。

（なんだ？　……何処か変……）

　だが、彼の思考はそこで永遠に途と絶だえた。

　再び森より放たれた矢に因って……

　咲さく夜やの目に、物言わぬ骸むくろと化した騎士の姿が映る。

　彼かの女じよは万一標的に息があった場合、止とどめを刺さす為に引き絞っていた弦げんを静かに戻もどす。

　その弓につがえていたのは真っ黒に染そめ抜ぬかれた矢だ。

　鏃やじりまで真っ黒なこの矢を、闇やみ夜よで射られれば避けるのはまず無理だろう。

　それに、どのみちほんの小さなかすり傷でも負えば、鏃に塗ぬられた毒が全身に回り、泡あわを吹ふいて死ぬ事になる。

　それは彼女の一族に伝わる暗殺用の弓矢。

　忍しのびの一族である彼女達の技は、闇に紛れるのに好都合な技が多い。

「亮りよう真ま様……仕留めました。見張りはこの者達だけの様です」

　その言葉に導かれるかのように、咲夜の背後に広がる森の中から、黒染めの装備で身を固めた巨きよ漢かんが姿を現した。

「あぁ……行くぞ」

　亮真は小さく頷うなずくと、後ろに控ひかえていたサーラに手で合図を送る。

「では……予定通りに……」

　サーラは小さく亮真に囁ささやくと、後ろに控える傭よう兵へい達たちへ視線を向ける。

「あぁ。良いか。俺達の役目は猟犬だ……せいぜい派手に吠ほえ掛かるんだな」

　亮真の言葉にサーラは無言で頷くと、身を屈かがめて野営地へと向かう。

　その後ろには、リオネと二十名程の傭よう兵へいが付き従う。

　ローラと厳げん翁おうに率いられた別働隊も準備が終わった頃ころだろう。

「若！　準備終わりましたぜ！」

　傭兵の一人が報告に来た。

「始めろ！」

　その言葉を聞き、亮真は周囲にいた傭兵達に命じる。

　何人かの傭兵が素早く森の中へと消えた。

　しばらくして野営地が赤い光を放ち始める。

　始めは闇の中にポツンと有る赤い小さな光だったが、それは見る見るうちに野営地全体を赤々と照らし出した。

「火だ！　火事だ～～～～[image: ]　火事だ～～～！」

「いや！　敵だ！　敵てき襲しゆうだぞ！」

　街道から少し奥おくまったところに設置された野営地に叫さけびが響ひびく。

　その声に交じって、鋼はがねの打ち合う音が聞こえてくる。

「何！　敵だと!?」

　アーレベルクは横たえていた体を素早く起こすと叫んだ。

「誰か！　いったいどうなっておるのだ！」

　毛布を撥はね退のけ、アーレベルクは立て掛かけてあった愛用の剣けんに手を伸ばす。

「アナタ？　一体何が？」

　隣で眠ねむりに就ついていた彼の妻が目覚めた。

「お父様……」

　少し離はなれたところより娘の心配そうな声がした。

　周囲の喧けん騒そうに目が覚めたのだろう。

「大丈夫だ。ワシが付いておる。何も心配する事はない！」

　アーレベルク将軍は怯おびえる二人に優しく声を掛けた。

「閣下！」

　流石に主人の寝しん所じよに飛び込こんでくる勇気はないのだろう。

　騎士の一人が天幕の外より声を掛ける。

「うむ！　どうなっておる？　火事という声と一いつ緒しよに敵襲の声が聞こえてきたが」

　アーレベルク将軍は天幕越しに騎士へと状況を尋たずねた。

「は！　申し訳ございません。現在ケイル殿どのが手勢を率いて防衛をしております。閣下は直ぐに出立出来る様に準備を……」

　騎士の言葉を聞いた瞬間、アーレベルク将軍の顔色が変わる。

（このまま見み逃のがしてくれるかと期待したが、やはり甘あまかったか）

「分かった……おい、聞こえたな？　直ぐにここを離れる！」

　アーレベルクは躊ちゆう躇ちよしなかった。

　この程度の事で判断を躊躇ためらう様では、一国の将軍など務められはしない。

　アーレベルク将軍の顔は、既すでに幾いく多たの戦場を潜くぐり抜けてきた戦士の顔に変わっていた。

「アナタ、私達はすでに準備は出来ております」

　アーレベルクが振り返ると、妻子は既に服を着ている。

　どうやら状況を素早く判断して、即そく座ざに準備したようだ。

「うむ！　行くぞ！」

　アーレベルクは妻子を連れて騎士に守られながら馬車へと向かう。

「閣下！　ご無事ですか！」

「ケイルか！　どうなっておる！」

　アーレベルクが馬車の中へ妻子を押し込んだところでケイルが走り寄ってきた。

　アーレベルクの前に姿を現したケイルは、鎧を着込み手には剣を握っている。

　ケイルの姿を見てアーレベルクの顔が少し緩ゆるんだ。

　敵襲を予測し、緊きん張ちようをとかなかったケイルが頼たのもしく見えたのだ。

「ケイル、状況はどうなっている？　ルピスの追っ手に間違いないのか?!」

　アーレベルク将軍はケイルに向かって矢や継つぎ早ばやに問い掛けた。

「旗印が無いのでルピス王女の軍勢かどうかは不明です……現在見張りを命じていた者達二十名程を指揮して敵と交戦中です。火は奴やつらが放ったものかと！」

　ケイルは的確な状況報告をする。

　見張りはルピス王女の放った追っ手と判断したようだが、夜間である上に旗印がなければどこの軍勢かを特定するのはかなり困難である。

　追っ手であろうと、野や盗とうであろうと、襲われれば選せん択たく肢しは二つだけだ。

　逃にげるか戦うか。

「そうか……それで戦せん況きようはどうだ。敵の攻こう撃げきは防げるのか？」

　アーレベルクの問いにケイルは首を横に振った。

「いえ……ですが時間を稼かせぐ事は十分に可能です……閣下は直ちに奥おく方がた様さま達たちを連れ逃げてください」

　ケイルは馬車の扉とびらを開くとアーレベルクへ乗り込むように促うながした。

「さぁ閣下。御お早はやく！　ここは私が引き受けますので！」

　ケイルの言葉にアーレベルクは素す早ばやく頷く。

「うむ。後は頼むぞ……ケイル！　タルージャの首都で会おう」

　そう言い放つと、アーレベルクは素早く馬車へと乗り込む。

　アーレベルク将軍は全てをケイルに託たくした。はっきり言って、ここで彼が残ったところで何の意味も無いのだ。

　アーレベルクは生き延びなければならない。彼が生き延びてこそ部下達の働きに報いる事が出来るのだから。

　アーレベルク将軍は傲ごう慢まんな性格ではあったが、全てを自分の力で解決出来ると考えるほど愚おろかな人間ではなかった。

「さぁ！　急いで！　……貴様！　早く馬を走らせないか！」

　アーレベルク将軍が馬車に乗り込むのを見届け、ケイルは手た綱づなを握る騎士を怒ど鳴なりつけた。

「ハッ！」

　鋭い掛け声ごえと共に、騎士の手に握られた鞭が空を斬きり、馬の尻しりを一いち撃げきした。

　馬車は、緩やかに加速しながら闇に閉ざされた街かい道どうへ突とつ入にゆうしていく。

　その周囲には、ケイルが命じた警護の騎士達が槍を小こ脇わきに抱かかえながら周囲に目を配る。

　その数およそ三十名。

　油断なく鎧を着込んだまま休んでいた騎士達を優先してアーレベルクの警護に回した結果だ。

　多くの騎士達がアーレベルクの命に従い鎧を脱いで休んでいた中で、彼らとケイルだけがアーレベルクの厚意を無視し、鎧を着たまま休んでいたのだ。

「閣下……ご無事で！」

　ケイルはそう呟くと周囲を見回す。

　辺りには、着の身着のままで飛び出してきた騎士達が取り囲んでいた。

　槍と剣を持ってはいるが、鎧を脱いでしまっている彼らは戦力として数えるには余りに無力だ。

　相手が素人しろうとならば良い。

　だが、夜や襲しゆうを行うような敵がただの素人のはずがない。

　その場に居る誰もがケイルの指揮を待っていた。

　彼らは理解しているのだ。

　この状況で自分達が生き残るにはケイルの指揮に従うしかない事を。

「良いか、ここに横おう陣じんを敷しく。小隊毎ごとに横に並べ！　鎧を脱いでしまったお前達が生き延びる為には、槍で間合いを保ちながらゆっくりと後方へ引くしかない！　接近戦には持ち込まれるな！　間合いを取るんだ！」

　ケイルの言葉に騎士達は無言で頷くと、槍を手に陣を敷き始めた。

　とはいっても、横陣は大地世界アースで用いられる陣じん形けいの中でも基本的な物の一つ。

　何せ小隊を横に並べるだけなのだから、それほど手間は掛からない。

　だが、アーレベルク将軍の馬車を逃がすには最も効果的な陣形ともいえる。

「来たぞ！　構えろ！」

　ケイルの号令に従って、騎士達は槍を構えた。彼らが生き延びる為に。

　ケイルが素早く残存兵力を纏めて敷いた横陣を見て、亮真は軽く唇くちびるを釣つり上あげて笑みを浮うかべる。

「ふぅん、中々やる……大したもんだ。奇き襲しゆうを受けながらこれ程ほど素す早ばやく防衛態勢を整えるとはね」

「おそらくケイル・イルーニアだろうね」

「だろうな。一度は勝ちを得たが、伊達だてにミハイルさんを瞬しゆん殺さつした訳じゃないらしい。指揮官としても中々やるみたいだな」

　傍かたわらに寄り添そうように立つリオネの言葉に、亮真は歯ごたえのある獲え物ものを見つけた獣けものの如ごとき獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

「どうするの坊ぼうや……このまま突っ込むかい？　ある程度の犠牲を覚かく悟ごするなら、あの程度の陣形、破れなくは無いよ？」

　ケイルの敷いた陣形は、最も単純で簡単なものだ。

　個こ人じん技ぎを重視する騎士達の多くは、武芸や法術の訓練はしても、連れん携けいや陣形の訓練にそれ程多くの時間を費やす事はない。

　勿もち論ろん一部の精せい鋭えい部隊では陣形や集団戦の戦術も習得するが、それらはあくまで指揮官の考え方次し第だいでしかない。

　その上、この場に居る騎士の殆ほとんどが、ケイルと密接な人間関係を構築してはいない。

　集団戦における最も大事な事。それは兵と指揮官との間にどれだけ信しん頼らい関係を築く事が出来るかどうか。

　だが、王女派から寝ね返がえりさらにゲルハルト公こう爵しやくをも裏切ったケイルには、その信頼関係を築く時間がなかった。だから彼は、ただ並ぶだけで済む横陣を敷くしかないのだ。

　しかし、亮真はそんなケイルの狙ねらいを正確に察していた。

（やはりケイルって男は切れる。無理に周囲との連携が難しい鶴かく翼よくの様な陣形を組むより、単純な横陣を選びやがった。自分の持もち駒ごまの力量をきちんと把は握あくしている証しよう拠こだ……それに……）

　ただ並ぶだけの横陣でもチョットした工く夫ふうで強固な陣形へと姿を変える。

　そして、ケイルにはそれを思いつくだけの発想があったのだろう。

　彼らは最前列に大型の盾を並べ、その隙すき間まから槍を突つき出すという形を取った。

　盾で敵の攻撃を防ぎ、盾と盾との隙間から槍を繰くり出す事で敵の数を削けずる。

　徹てつ底てい的てきな防ぼう御ぎよ陣じん形けいといえた。

（厄やつ介かいだ……だが）

　あくまでも破りにくい強固な陣形だというだけの事。

　リオネの言葉通り、ある程度の損害を覚悟するなら、真正面からの力ちから攻ぜめでも亮真達の勝利は動かない。

　個々の力量は互ご角かくと見て良いが、士気の高さは亮真達の方が高い。その上、敵の殆どが鎧を身に着けていないのだ。

　戦力という意味合いから言えば、圧あつ倒とう的てきに亮真達の方が有利。

「いや……一撃でケリを付ける！　……連中の後方で待機しているローラ達へ連れん絡らくを！　連中の後ろから急きゆう襲しゆうさせて前後から挟はさみ撃うちにする。まずはこちらから派手に手を出して、連中の意識をこちらへ引きつけるぞ」

　亮真は残党狩がりの為にケイル達の後方へと配置しているローラ達別働隊との挟きよう撃げきを提案する。彼は徹底的にケイル達を狩かるつもりだった。

　一いつ切さい容よう赦しやをするつもりはない。

　アーレベルク将軍とそれにつき従うケイルを筆頭とした騎士達は、ローゼリア王国にとっても、御み子こ柴しば亮真にとっても、生かしておく価値のない存在だった。

　いや、生かしておけばそれだけ自分達の安全を脅おびやかす危険な要因でしかないのだ。

「了りよう解かい！　……連中の意識をこちらに引き付けるねぇ……矢を射かけるより法術をぶつけた方がいいかね？」

　リオネの言葉にボルツが頷く

「ならば、まずは電でん撃げき系けいがいいだろう！　良いかいアンタ達！　派手にブチかまして連中の目をこっちに引き付けるんだよ!!」

　リオネの指揮に従い、傭兵達が敵てき陣じんへと掌てのひらを向ける。

「「「雷いかづちを司つかさどりし精せい霊れいよ。我が血を代だい償しようとし、その力を顕けん現げんせよ！　盟約に従い我が敵を撃ち砕くだけ！」」」

　リオネの号令に従い、傭兵達が一いつ斉せいに詠えい唱しようを開始すると、その手の中に小さな雷らい球きゆうが出現した。

　それは、彼らの詠唱に従い、徐じよ々じよにその体を大きくしていく。

「放ちな！」

「「「爆裂雷弾ボルトブリツド」」」

　その瞬しゆん間かん、彼らの手から一斉に雷球が放たれ騎士達へと襲いかかる。

　それは、それぞれが干かん渉しようし吸収しあいながら、一つの巨きよ大だいな雷球へとその姿を変へん貌ぼうさせた。

「総員抗こう術じゆつ防ぼう御ぎよ！　盾で防げ！」

　ケイルの叫びに呼応して、盾を翳かざす騎士達は腰こしを低く保つと、全身の筋肉に力を込める。

　甲かん高だかい放電の音が、青白い光と共に森の中に響き渡わたる。

　雷球が盾に炸さく裂れつし、周囲へ荒あれ狂ったような雷らい撃げきを浴びせた。

「良いか、盾には抗術付ふ与よがされている！　決して放すな！　放電が収まるまで盾を放すんじゃないぞ。後列！　前列に全力で防御法術を！」

　ケイルは、放電で真っ白に染まった視界に目を細めながら必死で叫んだ。

　ここで一ヶ所でも突とつ破ぱされれば、雷球はそこから騎士達へと襲いかかってくる。

　誰もが必死で雷球の脅きよう威いが過ぎ去るのを待ちわびた。

　彼らの脳のう裏りから後方への警けい戒かいが消え、前方から打ち込まれる法術への対処が刷り込まれていく。

　それが亮真の策だとも知らずに。

「二列目、詠唱開始！」

　リオネの指揮の下で後列に待機していた傭兵達が前へ出ると、ケイル達へ向け詠唱を開始する。

「「「風を司りし精霊よ。荒あら々あらしき者よ！　契けい約やくに従い汝なんじの義務を果たせ。我が命に従い嵐あらしとなりて我が敵を吹き払はらえ！」」」

「放て！」

　再びリオネの号令が響き渡る。

「「「疾風圧撃チヤージングウインド」」」

　突とつ風ぷう。

　傭兵達の手から放たれた成人男性をも軽々と吹き飛ばせる程の強い風が、唸りを上げてケイル達へと襲い掛かった。

「チッ、無む駄だな事を。防御態勢をこのまま維い持じ！　敵の法術はこちらには届かないんだ！　……このまま法術を放ち続ければ直ぐに疲ひ弊へいしてしまう！　良いか、それまで堪こらえるんだ！」

　ケイルは舌打ちしつつも、自らの優勢を確信していた。

（ふん！　どうやら野盗だったようだな……こちらが騎士である事を理解していれば、こんな攻撃はしてこないはず！　追っ手かと思ったが違った様だ……ならばこのまま法術を放たせればいい。こちらは抗術付与した盾もある事だし、下級の文法術であれば十分に防げる。後は連中が息切れを起こすのを待つだけだ）
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　元々、大地世界において文法術という技術は戦いくさの中で決定打に欠けるとされてきた。

　勿論、いろんな意味で使い道がない訳ではない。

　オルトメア帝てい国こくの宮きゆう廷てい法ほう術じゆつ師しの様に、文法術を専門とした術者も存在はしている。

　だが、その一方で文法術を主力とするには色々な制約があるのも事実なのだ。

　まず、文法術はその特性上、大たい抵ていは遠えん距きよ離り攻こう撃げきの為に使用する事になる。

　そこで問題となるのが、術の距きよ離りによる生気プラーナの減げん衰すい。

　文法術の殆どが、術者から距離が離れれば離れる程、その威い力りよくを落とす。

　つまり、仮に術者が百の力で十メートル先の敵に文法術で攻撃をした場合、相手に届く術の威力は九十程度。

　距離が離れれば離れる程、その威力は落ちていく。

　そして、法術師に限らず、生物は無意識的に生気をその身に纏っている。つまり天然の防護幕を持っている様なものだろう。

　これは、法術が使える使えないの区別なく、この大地世界で生きる生物にとって共通の法則。

　勿論、この防護幕は術者が術式を使用して作り出した物に比べれば脆もろい。一いつ般ぱん的てきな平民では、それこそ薄うす布ぬの一枚程度の防ぼう御ぎよ力りよくだろう。

　しかし、術者となれば話は変わってくる。

　その為、同程度の技量を持つ術者が文法術を使用しても、この距離の減衰によって防御側が有利となる訳だ。

　また、今回の様に敵が法術を使って攻撃してくる事が分かれば、一時的に体を守る生気を増やす事で、より強力な防御が可能である。

　更に騎士が身につける鎧兜には大抵、敵から放たれた法術の威力を削そぐ付ふ与よ法術という物が組み込まれているのだ。

　これらの技術により、大抵の文法術は防がれてしまう。

　勿論、生気を消費し続けるので、永遠に防ぎ続ける事は出来ない。

　しかし、それは攻撃する側とて同じ事だ。

　いや、消しよう耗もう度どでいえば、攻撃側の方が圧倒的に激しい。

　だからこそ、この世界の戦せん闘とうは、文法術よりも武法術が重視されてきたのだ。ごく一部の上級法術を除いて。

（まぁ、それも使い方次第だがね）

　傭兵達が繰り出した文法術が次々と防がれていくのを見ながら、亮真は一人ほくそ笑んだ。

　確かに、ゲームなどの設定で多い、術者の持つ圧倒的な火力というのは、この大地世界では難しい。

　亮真自身、魔ま法ほうや魔術と言えばそういった派手な戦闘シーンを思おもい浮かべてしまうので、正直に言えばこの大地世界における法術の現状を知り、がっかりしたという気持ちが無い訳でもない。

　だが、火力として使い難にくいからといって、使えないとは限らないのだ。

「「「うぉぉぉぉお！」」」

　突とつ如じよ、後方の森の中より鬨ときの声こえが上がる。

　それと同時に複数の影かげが森より陣の中に飛び込んでくる。

「殺せ、殺せぇぇ！」

「良いか！　一人も逃すんじゃないぞ！」

　男達は明確な殺意をむき出しにしながら、手に持った剣を容よう赦しやなく騎士の無防備な背中へと振ふりおろしていく。

「な！　敵襲、後方から敵が！」

「馬ば鹿かな！　一体どこから現れた？　敵は前だけじゃないのか？」

「馬鹿！　そんな事はどうでもいい！　早く後方の敵に対しても防備を固めるんだ！」

「無む茶ちやだ！　今陣形を崩くずせば！」

「黙だまれ！　泣き言は必要ない。死にたいのか！」

　リオネ達が打ち込んだ法術の防御に集中していた時に受けた奇襲である。

　誰だれもが思い思いの行動を叫んだ。

　法術を防ぐ事に専念しようとする者。

　後方からの奇襲に対処しようとする者。

　ケイルの指示を待つ者。

　その判断はどれも間ま違ちがってはいない。

　しかし、正しくもなかった。

　そう、前方に展開していた亮真達の接近を許してしまうという、最大のミスを犯おかしてしまったのだから。

「今だ！　突っ込みな！」

　リオネの号令に従い、傭兵達は剣を抜き放ちながら目の前の敵に向かって突き進む。

「くっ！　前列、構えを崩すな！」

　ケイルは必死で声を張り上げる。

　まだこの状況では勝敗は決まっていない。

　彼の指揮に騎士達が従えば、まだ勝利の可能性は残っていた。

　だが、ケイルの言葉はもはや誰の耳にも届かなかった。

　それも当然だろう。

　自分の背後から攻撃を受けているこの状態で、陣形を崩さずに居るには相当の訓練と指揮官への信頼が不可欠である。

　そして、ケイルと騎士達にはその両方が欠けていた。

　強固な陣形はローラが率いる別動隊の奇襲と、リオネの前方からの突とつ貫かんという挟み撃ちに遭あい、少しずつその形を崩していく。

　まるで、波に削られる砂で作られた城の様に。

「ケイル殿！　もう無理です。ここは引いてください！」

　騎士の一人がケイルに叫んだ。

「無駄だ……この状況で逃げ場など……」

　ケイルは何処どこか諦あきらめたかの様に首を振った。

　彼の周囲に残っているのはわずか二十名足らず。

　前後からの挟撃を受けたケイル達は、完全に部隊を分断され、孤こ立りつしてしまっていた。

　森の中に逃げ込もうとした者。

　その場に留とどまって防戦した者。

　亮真へ一いつ矢し報むくいようと突とつ撃げきした者。

　そのどれを選せん択たくした人間にも等しく同じ結果が出る事になる。

　死だ。

（クソ！　何故なぜだ、何故こんな事になる……前後から挟撃だと？　野盗ではないのか？……まさかルピスの追っ手が……）

　ケイルは湧わき上がる罵ば声せいを必死でこらえた。

　嘆いても喚わめいても現実は変わらない。

　ここでケイルが取り乱せば、本当に何もかもが終わってしまう。

（残ったのはここにいる連中だけ……森に逃げ込むか？　さもなければ敵を蹴け散ちらして突破するしか……どっちだ？　……ここで死ねば何のために殿しんがりを引き受けたか分からなくなってしまう……十分手持ちの戦力で防げると思ったからこそ志願したというのに）

　ケイルがアーレベルク将軍を先に逃がしたのは何も善意からではない。

　いや、それどころかケイルには彼なりの打算と勝算が有ったからこそアーレベルク将軍と家族を逃がしたのだ。

（ここで敵の攻撃を防げばアーレベルク将軍の覚えも更さらに良くなる。落ち目の将軍だからこそ真に信頼出来る部下を欲ほしがる筈はずだ！）

　これがケイルの計算高いところだ。

　彼は落ち目のアーレベルクに忠誠厚いところをアピールする事で、タルージャ王国内での自分の待遇を上げようと考えていた。

　そういう狙いでも無ければ、ケイルの様な男がアーレベルク将軍やその家族を優先させて逃がすなどする筈もない。

　更に言うならば、ケイルが自分から危険な役目を引き受けたのは、相手がただの野盗だと判断したからだ。

　ただの野盗なら、騎士のみで構成されるケイル達に敵かなう筈もない。

　たとえ奇襲を受け一時的に劣れつ勢せいになったとしても、地力と装備で上回る自分達が最終的に勝ちを得るという予測をしていたのだ。

　それがルピス王女の追っ手という事になれば、全ての条件がひっくり返ってしまう。

（どうする……どうすれば生き残れる？）

　ケイルは必死に周囲を見回す。

　辺りから剣けん戟げきの音が徐々に小さくなっていく。

　分断された騎き士し達たちが、傭兵達に始末されているせいだ。

（不味まずい！　このままでは完全に退路を断たれる……森は無理だ……なら！）

　ケイルの眼めが前方に向けられた。

　このまま単純に逃げても、追つい撃げきされるだけ。追っ手を振り切るにはどうしても相手を混乱させなければならない。

（あれだ！　あそこが敵の本ほん陣じん！　あそこを一撃して通り抜けるしか方法はあるまい！）

　ケイルの前方には全く動かない一団が佇たたずんでいる。

　彼かれはそれを敵の主将がいる本陣だと判断した。

「良いか！　前方の敵を粉ふん砕さいし、敵の主将へ一撃を加える！」

「敵中を突破すると!?」

　ケイルの言葉に騎士達はざわめいた。

　だがそれは直すぐに静まっていく。彼らもまた、それ以外に生き残る手段を見いだせなかったから。

「いいか、目の前の敵を殺す事だけ考えろ！　邪じや魔まする奴は全て斬り殺ころすんだ！」

　ケイルは騎士達へたった一つの事しか求めなかった。

　目の前の敵を殺す事、ただそれだけ。

　単純にして明快な命令は、死への恐きよう怖ふで固まった騎士達を現実の世界へと引きもどす。

（そうだ！　殺せ殺せ殺せ！）

（生き延びたかったら殺すんだ！）

（敵を殺せ！　殺すんだ！）

　騎士達の心に生への渇かつ望ぼうと、目の前の敵への憎ぞう悪おが広がる。

「「「うぉぉぉぉぉぉ！」」」

　騎士達の心に再び闘とう志しが燃え上がる。

「突っ込めぇぇぇぇぇえ！」

　ケイルの号令に従い、騎士達は傭兵達へ襲おそい掛かった。

　窮きゆう鼠そ猫ねこを噛かむ。

　亮真の策に因よって窮きゆう地ちに追いやられたケイル達は、まさに猫に追おい詰つめられた鼠ねずみに等しい。

　そして今、ケイル達はその命を懸かけて亮真という猫に噛みつこうとしていた。

「クッ！　なんだこいつら！　急に勢い付きやがって！」

「落ち着け、最後の悪あがきだ！」

　勢いを盛り返した騎士達に押おされ、傭兵達の動きが止まる。

「バカ！　何をやっているんだい！」

「不味いですぜ姐あねさん！　このままじゃ前線を破られちまう！」

　ボルツの言葉にリオネは舌打ちをすると、愛剣を抜き放った。

「もういい！　アタイが前線に出る！」

　元々彼女は一人の戦士だ。

　軍の指揮も執とれるが、彼女の真価はあくまで戦士としての力量にあるのだ。

　戦場の興奮で瞳ひとみが紅くれないに染まる。

　だが、ボルツはここで彼女を送りだすわけにはいかなかった。

「だめです！　姐さん！　若の言葉を忘れたんですかい！」

「馬鹿！　そんなこと言ってる場合じゃないだろう。このままじゃ！」

　戦の女め神がみが今度はケイル達へ微笑ほほえんだ。

　リオネとボルツが言い争う間に、ケイル達が前線を突破してきたのだ。

「姐さん危ねぇ!!」

　リオネの体にボルツが覆おおい被かぶさってくる。

　その上を剣が高速で通り過ぎた。

「クッ！　邪魔をしやがって！」

　状じよう況きようがつかめないリオネの耳に、今まで聞いたことのない男の声が響いた。

「アンタは！」

「お前がこいつらの頭かしらか?!　何故俺おれ達たちを襲った!?　……まぁ良い、野盗だろうとルピスの追っ手だろうと、ここで死ぬ事に変わりはないからな……」

　ケイルの剣がリオネの頭上に振り上げられる。

　そこには濁にごったような明確な殺意が二人を見み据すえている。

「死ぬがいい！」

「クソ！　姐さん！」

「退どけ！　退くんだよボルツ！」

　ボルツとリオネは死を覚悟した。

　その瞬間、どこからか風を切り裂さく音が響き、ケイルの剣が赤い火花を散らした。

「誰だ!?　邪魔をしやがるのは？」

　ケイルは、痺しびれる手に力を入れ直すと叫んだ。

　どこからともなく飛来する刃やいばをケイルは必死で叩たたき落おとす。

「クソ！　姿を現しやがれ！」

　ケイルの周囲を、同じく前線を突破した五人の騎士達が囲む。

　周囲を油断なく警戒するケイル達。

　そしてついに、森の中から一人の男が彼らの前に姿を現す。

「坊や……」

　リオネの眼に亮真の大おお柄がらな肉体が映る。

「無事ですか？　リオネさん」

　差し出された右手を掴つかみながら、ようやくリオネが立ち上がる。

「あ……あぁ！　少し足を痛めたみたいだけれどもね。それよりも、アンタこそ何時の間に！」

　後方で逃とう亡ぼう者しや狩がりを指揮していたはずの亮真が姿を現し、リオネが驚おどろきの声を上げた。

「思った以上にこいつらの動きが良かったんで指揮をサーラに任せて、自分は後方に待機していたんですよ。いいからここは任せて……リオネさんはボルツとサーラと合流の上で残党狩りの指揮をお願いします」

「でも！」

「いいから……こいつは俺が始末します」

　言いすがるリオネを制し、亮真の眼が冷たく光る。

　その眼光はケイルとその周囲を固める騎士達を射すくめた。

「貴様か、邪魔をしたのは！」

　ケイルの叫びを無視して、亮真は手にした刀を抜き放つ。

「アンタにはここで消えて貰もらう、ケイル・イルーニアさん」

　亮真はそう言うと、刃を体に隠かくすように脇わき構がまえに構えた。

「貴様！　ケイル殿に手は出させんぞ！」

　ケイルの周囲を固める騎士達が身構える。

　だが、次の瞬間、彼らの首から赤い鮮せん血けつが飛び散った。

「御お屋や形かた様の邪魔をするでない、若造共」

　大地に倒たおれ伏ふす彼らの後ろから、血が滴したたる刀を手にした厳翁の姿が浮かび上がる。

　どれほどの早はや技わざなのだろうか。
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　戦場の混乱した状況とはいえ、手練の騎き士し五人の首を一いつ瞬しゆんで描えがき切ってみせたその手しゆ腕わんは、まさに死神にも等しかった。

「な！　なんだ！　貴様！」

　ケイルの眼に驚きと恐怖が浮かぶ。

「ワシの事などどうでもよい。貴様の相手は御屋形様よ……」

　厳翁の冷れい徹てつな言葉がケイルの心を打ちのめす。

（思えば、こいつの策から全すべては始まった訳だ）

　思えば実に不思議な縁えんと言えるだろう。

　御子柴亮真にとって、このローゼリア王国の内乱は無関係な他人ひと事ごとでしかなかった。

　それが変わったのは、このケイルが企くわだてた策さく謀ぼうの結果だ。

　そして亮真とケイル、両者の因いん縁ねんに今、終しゆう止し符ふが打たれようとしていた。

　この戦場に居る誰もが、ただ二人を遠巻きにして固かた唾ずを呑のんだ。

　周囲の喚かん声せいは徐々に消えていき、静せい寂じやくがこの場を支配する。

　騎士達を狩った傭兵達が、徐々に集まりだし、亮真とケイルの二人を中心とした輪は、段々と大きくなっていく。

「姐さん……どうしやす？」

　何時までもその場から動こうとしないリオネへ、ボルツは半ば諦あきらめたかのように声を掛けた。

　長年の付き合いである。

　今、彼女が何を考えているかなど、ボルツには手に取るように判わかっていた。

　ボルツの言葉にリオネは顔を向けずに答える。

　視線の先では、ケイルと亮真が静かに対たい峙じしていた。

　彼女の眼は、二人の挙動を見逃すまいと睨にらみ付つけている。

「喚声が消えたって事は、敵の殆どを始末したって事じゃないのかい？　ならばアタイが残党狩りの指揮を執る必要は無いさ……それにこれほどの勝負……そうそう拝めやしないよ。アンタだって戦士の血が騒さわぐだろう？」

　リオネの言葉にボルツは苦笑いを浮かべて頷く他なかった。

　彼もまた、長年戦士として戦場を渡ってきた男だ。

　左ひだり腕うでを失ってから、白兵戦を避さけるようになったとはいえ、彼の戦士としての腕前は些いささかも錆さび付ついてはいない。

　リオネの言葉通り、歴戦の戦士であるボルツから見ても二人は卓たく越えつした使い手だ。

　その両者が命を懸けて戦う場面など、そう立ち会えるものではない。

　そして、戦士は戦士の矜きよう持じを理解し、重んじる。この場に居た誰もが、同じ気持ちなのだろう。

　ケイルの背後から襲いかかろうとする傭兵は誰だれ一人ひとりとして居なかった。

　いや、ケイルより放たれる殺気に縛しばられ、誰もそんな考えが浮かばなかったという方が正しいのかもしれない。

「ですが……ケイルが手練という話は聞いておりやしたが……まさかこれ程とは……」

「あぁ。片腕のアンタじゃ相手にするのは自殺行こう為いだねぇ。こいつは……アタイでも一対一の勝負じゃぁまず勝ち目はないだろうね」

　リオネは悔くやしげに吐はき捨すてた。

　それは、ケイルの剣の腕が自分より、遥はるかに勝まさるという事を見み抜ぬいた為ためだ。

　戦場で最も重要なのは、相手の力量を見定める眼力だ。

　敵の力量が自分より上なのか下なのか。

　敵の装備は自分より質が良いのか悪いのか。

　敵が一対一に強いのか、乱戦に強いのか。

　戦場で生き残る為には、この眼力が全てといってよいだろう。

　どれほど自分が強くても、敵がそれ以上に強ければ何の意味も無いのだ。

　長年戦場を生き抜ぬいてきた生はえ抜きの傭兵であるリオネ達たちは、当然の事ながらそれを持ち合わせている。

　そんな彼らが見入ってしまう程の技量を亮真とケイルは持っていた。

「まぁ、それは仕方ないでしょう……姐さんにしろアッシらにしろ、正式な剣けん術じゆつってのを学んだ訳じゃありゃしませんから……アッシらの剣は戦場の剣ですからね。乱戦の中でならアッシらにも十分勝機は有るとおもいやすよ？」

　傭よう兵へいの剣は、周囲を敵に囲まれた乱戦の中で磨みがかれてきた剣だ。

　それは別に正統派な剣術と比べて強い弱いという事ではない。

　単純な用よう途との違ちがいだ。

　傭兵はより戦場の乱戦で生き残る為の剣なのに対し、ケイルの剣は、一対一の戦闘に特化した剣というだけの事。

　ボルツの言葉にリオネは軽く頷うなずく。彼の言葉が真実であると理解したから。

「しかし、若の方も負けちゃいねぇ……ケイルの野や郎ろうに一歩も引けをとってねぇ……なんて気き迫はくだ……クソ！　こっちまで気け圧おされちまう……」

　実際に刃を交えていなくとも、両者の力量は明白だった。

　はっきりと空気が違う。

　冷たく、鋭するどく研とぎ澄すまされた空気が二人の間から周囲に放たれる。

「このまま動かないつもりかね……坊やは」

「お互たがいに隙すきを探さぐってるんでさぁ……それにケイルのあの鎧よろいと盾たて……あれだけガチガチに防備を固められたら、そう簡単に手は出せませんよ……」

　ケイルは鎧よろい兜かぶとを着込んだ上で、右手には剣を、左手には小型の盾を構えていた。

　騎士として完全装備をしている。

　それに対して亮真は、厳翁より献けん上じようされた刀を両手に握にぎり、防具は革の鎧という姿だ。身軽で機動性に富む格好だが、防御力という点ではケイルに対して圧倒的に劣おとる。

「ケイルは重装備だ……定石通りならば、このまま対峙して相手の体力を削るところだけどねぇ」

「えぇ、ですが法術で身体強化をしているでしょうから、それはあまり期待出来ないんじゃねぇかと……」

「あぁ……あの重い鎧を着き込こんでもケイルの敏びん捷しよう性せいは少しも損そこなわれはしないだろうよ。坊やが法術を使えない以上、不利なのは間違いないのに……なんであの子はこれ程の気迫を保てるんだい？」

　リオネの言葉にボルツは返す言葉がなかった。

　武法術によって身体強化をしているケイルは、重い全身鎧を着込んでいながら、少しの敏捷性も損なわれはしない。

　臍へその周辺にあるマニプーラ・チャクラ。第三のチャクラの稼か働どうにより、ケイルの肉体は既に超ちよう人じんとなっている。

　武法術の腕前はリオネやボルツと互角と見ていい。

　体格こそ御子柴亮真の方が一回り近く上回っているが、それ以外は圧倒的に不利なのは否定しがたい事実だ。

　ケイルは、亮真と同じくらい身軽に動きながら、鎧に因る強固な防御力を保持している。

　客観的に見た時、状況は亮真に対して絶望的なまでに不利と言えるだろう。

　だが、亮真から放たれる気迫には全く揺ゆらぎが無い。

　無心。

　恐怖も動どう揺ようもまるで無い。それは彼の絶対の自信に因るものなのだろうか？

　それともただ単に自らの技量を見誤った愚か者ものなだけなのだろうか？

　唐とう突とつに両者の間で火花が散った。

　二人の間合いが一気に詰められ、刀と剣けんが打ち合わされる。

　剣と刀が互いに擦こすれ、甲高い悲鳴を上げた。

　最初は拮きつ抗こうしていた両者の力比べだが、刀が段々とケイルの首筋へと近づいていく。

　両手で刀を押し込む亮真に対し、ケイルは剣を片手で握っている。

　両手か片手か。武器を握り締しめる腕の差が出てきたのだ。

　だが、勝負はまだ決まりはしなかった。

　肉を叩く低い音が響ひびく。

　ケイルは素早く盾を自分と剣の間に滑すべり込ませると、全身に力を入れ亮真を弾はじき飛ばした。

　両者の体が離はなれ、再び間合いが広がる。

（クソ！　なんだコイツは……俺と互角に打ち合うだと？　ローゼリア王国の騎士の中でも、有数の使い手である俺と互角とは……それにコイツの武器は何だ……片かた刃はで反そりの有る刃……斬る事に特化した武器か？）

　ケイルは兜かぶとの中で小さく舌打ちをすると、盾を翳して防御を固めた。

（いや……落ち着け。相手は軽装備。あんな革の鎧などわが剣にとっては紙も同然……アイツの打ち込みを盾で防ぎ、そのまま胴どうを薙なげばそれで全てが終わる……アイツは盾を持っていない……それだけでもこちらが有利だ……慌あわてず防御を固めて隙を見せるのを待てば良い……）

　ケイルの持つ剣は代々伝わる家宝の剣。

　鎧や盾と同じく、彼の先祖がローゼリア王国に仕えた時から伝えられてきた物だ。鎧と違い、剣に付与法術は施ほどこされていないが、それでも名工の手によって作り出された逸いつ品ぴんである事に違いはない。

　ケイルは手に力を入れ直し、しっかりと柄つかを握り締める。

　だが、次の瞬間にケイルを襲った衝しよう撃げきは、今までのものとは桁けた違ちがいの強さだった。

「キェェェェェエィ！」

　亮真の口から奇き声せいが迸ほとばしり、ケイルの左手に強きよう烈れつな衝撃が走る。

　盾を保持している左手が痺しびれ、盾が彼の体の直ぐ傍そばまで押し込まれる。

（クソなんて一いち撃げきだ……腕が痺れる……さっきよりも重い斬ざん撃げきだと！　……ダメだ！　盾を保持するだけで精せい一いつ杯ぱいだ……隙を突いて剣を振るう余よ裕ゆうがない……クソ！　……化け物め……）

　高速で振り下ろさせる刃には、百キロを超こえる亮真の全体重が掛かかっている。

　全身の筋肉を連動させて繰り出される斬撃はまさに必殺と言えるだろう。

　その証拠に、ケイルの盾に深々と斬撃の跡あとが印しるされていた。

　木と革を主原料とし、表面を薄うすい鉄で覆ったケイルの盾は、表面の鉄を切きり裂かれ、間から木の部分が顔を覗のぞかせている。

　亮真の目が冷静にその事実を捉とらえる。

（表面を切り裂けたか……流石さすがに鋼鉄製の盾じゃなかったって訳か……まぁ、片手で扱っていたから可能性は低いとみていたが、この世界には化け物がいるからな）

　如何いかに亮真といえど、何センチも厚みの有る鋼鉄製の盾を切り裂ける筈がない。

　だが、傷ついた盾が亮真の懸け念ねんを一つ消した。

　地球の常識から言ってそんな盾を手に持ったまま、戦闘を行えるはずも無いのだが、何しろここは異世界。

　法術による身体強化技術がある以上、まったく無いと判断するのは危険だった。

（あんな金属の鎧を着て、あれだけ動けるってのは確かに凄すごい……）

　亮真は冷静に両者の戦力を比ひ較かくしていた。

　鎧兜というものは非常に重く、行動を制限する。

　材料に鉄を使えば尚なおの事だ。

　それが、革の鎧しか着ていない亮真の速さに対応している。

　刀を盾で防いだ事実が何よりの証拠だ。

　鋼鉄の防御力を持ちながら、その重さを無視して身軽に動けるとなれば、確かに戦場で騎士が圧倒的な強さを誇ほこる事は容易に想像がつく。

　亮真は刀の柄を握る両手の感触を確かめながら、探る様な視線をケイルへと向ける。

（武法術か……大した技術だな……詠唱が必要な文法術より遥かに厄介だ……）

　勿論、文法術を侮あなどるつもりは毛頭ない。

　幾いくつかの言葉を発するだけで、手から雷を放ち炎ほのおの雨を降らせるのだ。脅威でない筈がなかった。

　それに対して、確かに武法術に派手さはない。いや、いっそ地味と言っても良いくらいだ。

　しかし、地味だからこそ、この技術は堅けん実じつで隙が無い。

　言葉に因る詠唱を必要としない武法術は、自分の体にしか効果を発揮出来ない反面、詠唱を必要とせず生気の消費も少ない。

　まさにこの大地世界の戦争において主役ともいえる技術である。

　法術が使えるかどうかは、支配される人間と支配する人間との間に、越こえられない壁として存在していた。

　戦いにおいて大切なのは心・技・体の三つの要素。

　その中で、武法術は体に特化している。

　圧倒的なパワーの前には生半可な技術も心も意味を持たないのだ。

（だが……絶対の技術じゃない……あくまでも人間以上じゃない）

　亮真の目は、ケイルの弱点を見切っていた。

（ケイル……テメェはここで絶対に殺す！……見せてやるぜ！　爺じい様さま直じき伝でんの技って奴やつをな！）

　亮真の纏まとう空気が冷たく鋭く尖とがる。

『亮真よ……刀は己おのれが体の一部。刀を振るうのではなく腕を振るえ……そして刀を抜くときは決して迷うな。迷いは気と意識を惑まどわせ、それは刀にまで伝わる。唯ただ一ひとつ、斬きる事だけに集中するのだ！　そして信じろ。己の修練と技を！　己が振るう刀を！』

　亮真の心に、祖父の言葉が浮うかび上がった。

（斬る事にだけ集中しろ……狙うのはただ一点！）

　再び亮真の口から奇き声せいが迸ほとばしる。

　亮真は八はつ双そうの構えのまま一息に間合いを詰める。

（来い！　貴様の一いち撃げきを盾で防ぎ、そのまま薙なぎ払ってやる！）

　ケイルは手に力を込め衝撃に備えた。

　突とつ然ぜん、走りよってきた亮真の体が宙に飛んだ。

（何！　飛んだだと。バカめ焦あせったな！）

　一瞬の判断で、ケイルの左手が頭上へと翳された。

　亮真の体が大きく宙で仰のけ反ぞり、手にした刀は背中にピッタリとつけられる。

　そして、全身の筋きん繊せん維いの一本一本にまで意識が行き渡り、それらは明確な一つの意思の下、人を超えた力を亮真に齎もたらす。

「喰くらえぇぇぇえ！」

　弓のように引き絞しぼられた全身の力が、ただ一ヶ所に集中した。

　それは亮真の全体重と共にケイルの頭上へと襲い掛かる。

　何かが割れる音が響いた。

　そして水気を含ふくんだ硬かたい何かを断つ鈍にぶい感触が亮真の手に届く。

「何だと……？」

　ケイルの顔に驚きよう愕がくの表情が浮かび、彼はゆっくりと自らの左手へと視線を向けた。

　まず初めに目にしたのは、彼が手にした盾が半分になった姿。続いて目に入ったのは、左腕に食い込む刀だ。

　徐々に左腕が熱くなり、肌はだが湿しめっていく事が感触で分かる。

　ヌルヌルとした生温かいその液体は、鎧の中を通り肘ひじにまで達すると、玉となって大地へ滴したたる。

　地面に赤黒い点が広がった。

　そして、それは徐々にその面積を広げていく。

「クソ！」

　ケイルは驚愕で停止した思考を切り替かえ、亮真へ剣を振るった。

　もっとも、それは破れかぶれの悪あがきに過ぎない。

　体勢も悪く、力の篭こもらないその剣は、容易たやすく亮真に避さけられる。

（左腕……ダメだ……動かない！　感覚が麻痺しちまってる……クソ！　なんて奴だ！　盾を切り裂いて俺の腕を斬ったのか？　鎧に覆われたこの腕を！　……なんて……なんて男だ！）

　御子柴亮真にとって、この武法術という地球にはない技術を使う大地世界の騎士達は、まさしく人外の化け物だ。だが、人外達にしてみれば、御子柴亮真こそが化け物だった。

　両者が共に相手を化け物と呼ぶとは、何と滑こつ稽けいな喜劇だろうか。
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「その出血量……骨と動脈を断たった。これで終わりだ」

　ケイルの睨にらみ付ける視線を浴びながら亮真は無表情に宣告した。彼が言葉を発したという事は、勝負が決まったという事だ。

「ふざけるな、まだ勝負は終わっていない！　俺はまだ戦える！」

　ケイルは剣を構える。

　確かに戦うだけならばケイルの言うとおり可能かもしれない。

　まだケイルは息をしており、右手も無傷だ。

　だが、勝負は既すでについていた。

「無駄だ……盾を使っても防げなかった俺の斬撃を、右手の剣だけで防げる筈が無いだろう？　それにその出血。直ぐに手当てしなければ失血死をする。だがこの場でアンタを手当てする味方は居ない……アンタの負けだ」

　ケイルの顔がゆがむ。

　亮真の言葉どおり、勝敗は既に決まっていた。

　ケイルの左腕は、既に骨まで断たれ動かなくなっている。

　それに動脈まで刃が達していた。

　盾を翳していた事、そして、金属製の篭こ手てを着けていたおかげで腕を切断こそされなかったが、左腕は完全に殺されてしまった。

　少なくとも適切な治ち療りようを受け、休息をとらない限り、ケイルの左腕が動く事は無い。

　そして、動脈から流れ出す血がケイルの体力を容よう赦しやなく削っていく。

　直ぐに止血をしなければ、後数分で彼は失血死するだろう。

　だが、ここは戦場の真っ只ただ中なか。それも味方は誰一人としておらず、敵と対峙した状況で、止血など出来る筈も無い。

「ここまでという事か……」

「あぁ……終わりだ」

　ケイルの呟つぶやきに亮真が頷うなずく。

「まさかこんなところで死ぬ事になるとは……俺はつくづく運の無い男らしい」

　ケイルの顔には死を前にした戦士の、諦あきらめにも似た覚かく悟ごが浮かんでいた。

「お前が御子柴亮真か？」

「そうだ……」

「そうか……あれだけの策士でありながら俺以上の戦士か……お前はまさに化け物だな」

　ケイルは化け物という言葉を使ったが、そこに侮ぶ蔑べつの色は無い。

　それどころか、彼の顔には賞賛の色すら浮かんでいた。

「俺は俺以上に優すぐれた騎士は居ないと自負してきた……剣でも頭のキレでも俺は優れている！　この国のどんな騎士より先が見える！　……だが、お前にはどちらも敵かなわなかった……兵の指揮でも剣の腕でもな……俺は何故負けた？　……お前が俺よりも才に溢あふれた男だからか？」

「違う……俺はアンタより優れちゃいない……劣おとっているとは思わないが、優れているとも思わないよ」

　ケイルの問いに亮真は本心で答えた。

　それが死を目前にした男への礼れい儀ぎだと思ったから。

　実際、全てが裏目に出たとはいえ、ケイル・イルーニアの力量は並み外れたものがある。

　戦士としても策士としても、水準以上の技量を持っている男だ。

「ならば何故、俺は負けた？」

「アンタは自分の心に負けたのさ。自己の力を誇ほこる驕おごりにな……」

　亮真の言葉を聞いてケイルの眼が見開かれた。

　事実、亮真が勝利を得た要因は二つ。

　まず、ケイルの戦法が力に偏かたよっていた事。

　力を偏へん重ちようし過ぎた結果、ケイルの剣は単調となった。

　確かに速く鋭い剣ではある。技も他の騎士に比べれば遥かに洗練されても居る。

　だが、ケイルの剣は正当な流派に習った剣術ではあっても、武法術の弊へい害がいで未いまだに力任せな部分が多い。

　長年祖父から武術を仕込まれてきた亮真の目から見れば、間合いや呼吸といった部分で粗あらさが目立つのだ。

　そして、もう一つの要因。

　それはケイルが戦場と同じ様に全身を鉄の板金鎧で固めていた事だ。

　鎧の重さは大体平均で三十～四十キロ。

　騎士はこれに兜や盾を身に着け、武器を握る事になる。総重量としては五十キロ近くにもなる計算だ。

　関節の可動域は制限されているが、重量を武法術によって軽装備と同じ状態で運用出来るというのは確かに素晴らしい。

　言うなれば、戦車の装そう甲こうとフェラーリのエンジンの両方を備えた様な存在。

　武法術が大地世界における支配階級の象しよう徴ちようとなるのも当然と言えるだろう。

　だが、素晴らしいのは確かである一方で、その分、機動性を犠ぎ牲せいにしている事に変わりはない。

　先ほどの例え話で説明すれば、今のケイルの速度は一いつ般ぱん乗用車の最高速度程度でしかない。

　確かに、装甲のぶ厚さを考えれば、その速度でも十分に驚きよう異い的てきと言えるだろう。

　しかし、装甲分の重さを取り除けば、同じエンジンを使ってＦ１マシーンの様な速度を出せた筈なのだ。

　そうなれば、勝敗がどう転んだか分からない。人を超えた速度から繰くり出される剣を技で防ぎきるのは難しいのだから。

　結局、ケイルの敗因は武法術という力と、それを使う己に頼り過ぎたからという事になるだろう。

　それは、己が騎士であるという強者の驕りに他ほかならない。

「驕り……驕りか……フフッ。まさかミハイルの言葉通りになるとはな……一つだけ聞かせてくれ。お前は何故ルピス王女に加担する？　金か？　権力か？　……そんな物ただの空手形だぞ？　この国において身分の壁は厚い……仮に王女が払おうとしても周りの貴族がそれを許しはしない！」

「金も権力も俺は王女から貰もらうつもりは無いよ」

　亮真はケイルの問いに首を振った。

「馬鹿な……それでは何故お前は戦う。何故俺達と敵対した！」

　ケイルは口調を荒あららげ問いただす。

　彼は知りたかった。

　自分を死に追いやった敵が戦う理由を。

「簡単さ……俺おれ達たちはアンタの所為せいでルピス王女に加担する羽目になったのさ」

「俺の所為だと……？」

「あぁ……アンタ、ミハイルを嵌はめたろ？」

　亮真の言葉にケイルの顔が驚きで歪ゆがんだ。

　そしてなにやら考え込むと、納なつ得とくしたかのように頷いた。

「ラディーネ王女をローゼリア王国内へ移した時の話か？」

「そうだ……俺達はギルドから依い頼らいを受け、ローゼリア王国へ向かう途と中ちゆうで襲われた。ラディーネ王女の身代わりとしてな」

「あぁ、ミハイルに偽にせの情報を流して囮おとりを襲わせた。その間に本物のラディーネ王女を国内へ移動させたって訳さ……あれは本当に上手うまくいった……あれが上手くいったおかげで、俺はゲルハルト公こう爵しやくに寝ね返がえる事を許されたのだからな！」

　ケイルの言葉には、どこか自分の策を誇る気持ちが浮かんでいる。

　亮真は薄うす笑わらいを浮かべながら言った。

「あぁ、確かに上手い手だったと思うぜ？　……俺達を巻き込みさえしなければな！」

　それは、ケイルの責任ではないのかもしれない。

　彼が意図して亮真達を巻き込んだ訳ではないからだ。

　偶ぐう然ぜん、ローラの髪かみが銀ぎん髪ぱつだった事。

　偶然、フルザードの港町に銀髪の傭よう兵へいが彼かの女じよしか居なかった事。

　その他、無数の偶然が重なった結果、亮真はケイルの前に立っている。これらの偶然が一つでも重ならなかったならば、ケイルの運命は変わっていたに違いない。

「そうか、以前どこかで見た気がしていたが、お前あの時の……」

　亮真の言葉を聞き、ケイルの顔が歪む。

　誰だれだって亮真の説明を聞けば、自らの運命を呪のろわずにはいられないだろう。

　自分の策が発ほつ端たんになって、自らの首を絞しめる事になったのだから。

「俺は運が悪かった……」

　ケイルの口からそんな言葉が漏もれる。

　それは、運命の女神に嫌きらわれた男の嘆なげきの言葉だ。

「あぁ、アンタは運が悪かった……」

　亮真は静かに頷く。実際、何か一つでもボタンが掛け違っていたら、この場で命を落とすのは亮真の方だったかもしれないのだ。

　この両者の差を言葉に表すとすれば、確かに運の良よし悪あしという言い方しかない。

「最後に一つだけ頼みがある」

　ケイルの言葉に亮真は無言で頷いた。

　彼の顔は出血の所為で既に青ざめ、後は死を待つばかりである。

　死を前にした人間の言葉を無む碍げにするほど亮真は冷れい酷こくではなかった。

「騎士として……戦って死にたい……相手をしてくれるか？」

　亮真は無言で頷くと刀を構えた。

「感謝する……ありがとう」

　亮真は無言で頷くと刀を振ふり上あげる。

　火の構え。

　それは、亮真にとって最高の一撃を出す為の構えだ。

　ケイルは剣を脇わきに構えると、じっと佇たたずむ亮真へ向かって最後の力を振り絞しぼり走り出した。

（これが我わが生しよう涯がい最後の……）

　ケイルの剣が亮真の胴どう体たいを薙ごうとした瞬しゆん間かん、亮真の口から奇声が響ひびいた。

　次の瞬間、彼の頭上に振り上げられていた刀がケイルの兜かぶとへと叩たたき込まれる。

　ケイルの体が、そのまま亮真の横を走り抜けた。

　二歩、三歩、四歩。

　徐じよ々じよにケイルの走る速度は遅おそくなり、やがて前のめりに大地へ倒たおれこんだ。

　ケイルが亮真の刃に因って大地に伏ふした頃ころ、森の奥おくではエレナの復ふく讐しゆうが大おお詰づめを迎むかえようとしていた。




「クソ！　将軍と奥おく方がた達たちを守れ！」

「俺についてこい！　このまま囲みを突とつ破ぱするぞ！」

　あちらこちらから異なる命令が飛び交い、戦場は錯さく綜そうしていた。

　アーレベルクの周囲を守ろうとする者。

　伏ふく兵へいの囲みを突破しようと自分の周りに騎士を集めようとする者。彼らは鎧を軋きしませながら、周囲から襲いかかる刃を必死で掻かい潜くぐる。

　しかし、現実は無情である。

　彼らの健けん闘とうが報われる事は無かった。

　盾を翳かざし、剣を振りまわして敵の包囲を斬り破ろうとするが、一人また一人と大地に沈しずんでいく。

　初めは三十名ほど居たアーレベルクの護衛も、今ではおよそ二十名にまで数を減らしている。

　それに対してエレナの指揮する部隊は二百名。

　共に完全武装した騎士であるが故に、両者の人数差が絶対と言ってよい戦力差となって表れる。

　野営地にて亮真の奇き襲しゆうを受けたアーレベルクは、再びエレナの待ち伏せを受けた。

　それは最初から仕組まれた罠わな。

　猟りよう犬けん役やくの亮真がアーレベルクを追い立て、猟師役のエレナが仕留める。

　それは正に必殺の策だった。

「エレナ様……ご指示通り事は進んでおります。後はアーレベルクとその家族の首を取るだけです」

「えぇ、この状況ではもはや結果は見えています。亮真君は良い仕事をしてくれたわ」

　戦せん況きようを報告に戻もどった騎士の言葉に、エレナは暗い笑えみを浮かべて頷いた。

「しかし……まさかこれ程ほど上手く運ぶとは……あの青年……恐おそろしいですな……」

　クリスは前方で繰り広げられる戦せん闘とうに目を向けながら呟つぶやいた。　彼の眼の前には、一方的な殺さつ戮りくとも言える戦闘が繰り広げられている。

　無論、敵を蹂じゆう躙りんしているのはエレナ達。

　一人の騎士に対して四人から五人もの騎士が一団となって襲い掛かれば、余よ程ほどの強つわ者ものでもない限り勝負の結果は見えている。

　更さらに、その周囲を予備の騎士が十重二十重とえはたえに囲んで逃とう亡ぼうを妨ぼう害がいしているのだ。
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　アーレベルクに従う騎き士し達たちには、死という名の未来しか残されてはいない。

　この状況を作り出したのは、御子柴亮真という男の策。

　クリスの眼めには、亮真に対しての恐れが浮かんでいた。

「そうね、彼かれは大したものだわ……貴方あなたは彼が怖こわい？」

　エレナは亮真の策をにこやかに褒ほめると、クリスに向き直って問いかける。

　その表情には、先ほどの笑みなど欠片かけらも残ってはいなかった。

　彼女の問いにクリスは沈ちん黙もくを守った。それが彼の気持ちを雄ゆう弁べんに語っている。

　少なくとも、今まで亮真がローゼリア王国に対して不利益な行動を取ったという事実は無い。

　本来なら頼もしい味方と称しよう賛さんしても良いはずなのだ。

　だが、クリスの脳のう裏りにはある不安がこびりついて離れない。

（彼は確かに素晴らしい功績を立てた。策の立案と実じつ践せん……指揮能力も高い……だが、彼はこの国の人間ではない。唯ただの流れ者だ……もしこれ程の策士が敵国に登用されローゼリア王国を侵しん略りやくしに来たら……）

　クリスは亮真の力量を認めている。

　そして自分の想像が、全く根こん拠きよの無い想像だという事も理解していた。

　しかし、そこまで理解していても尚なお、クリスは亮真に対して恐れを抱いだいている。

　それは、亮真がローゼリア王国に対して何のしがらみも持っていないという事に起因しているのだろう。

　御子柴亮真はルピス王女へ忠誠を誓ちかっている訳でもなければ、王国へ親近感を持っている訳でもない。

　積み重なった偶然が、亮真とルピス王女を繋つなげただけの事。

　その事実をルピス王女以下、幹部達は共通の認にん識しきとして持っている。

　だから、クリスは亮真が恐ろしいのだ。

　二人は無言のまま見つめ合った。

「やはりそう……貴方が不安に思っている理由は理解している……既に数人から同様の相談を受けているのよ……」

　やがて、エレナは寂さびしげに呟いた。

　彼女の言葉にクリスの顔色が変わる。

　危険人物に対して講じられる策は一つしかない。

　クリスの脳のう裏りを最悪の選せん択たくが過よぎった。暗殺という最も危険な選択が……

「もっとも、全員には私から余計な事を画策しないように話をしているけれどもね……それこそ藪やぶを突つついて蛇へびを出す事になりかねないから」

　エレナは肩かたを竦すくめて言った。

「それは……御子柴殿どのの暗殺も有り得るという事でしょうか？」

　クリスの問いをエレナは否定しなかった。

　少なくともそれを提案した人間が居た事は事実なのだろう。

（出る杭くいは打たれるという事か……）

　クリスの心を、寂さびしさとも悔くやしさともつかない何かが過る。

　確かに彼は御子柴亮真を恐おそれている。

　だが、その脅きよう威いを取り除く為に亮真を暗殺しようという考えは無かった。

（彼ほど今回の内乱で功績を立てた人間はいない。ルピス王女がアーレベルク将軍やゲルハルト公爵を取り除けるのも彼のおかげだ……たとえローゼリア国の国民ではない流れ者とはいえ、最大の功労者を暗殺で排はい除じよしようとは……）

　国を保つという事は綺き麗れいごとではない。それはクリスも十分に理解している。

　だが、それでもクリスは亮真を暗殺することに納得出来なかった。

　それに、クリスの心情とは別にもう一つ問題がある。

　暗殺を選択するのは致いたし方かたないとしても、それにはある絶対条件が付く。

　確実に殺す事だ。

　絶対に失敗は許されない。

　もし生き延びられたら、ローゼリア王国はアーレベルク将軍やゲルハルト公爵とは比ひ較かくにならないほど危険な敵を自ら作り出す事になる。

　だから、クリスはそのリスクを冒おかしてまで亮真を暗殺する必要を感じていなかった。

（一番良いのはこのまま王国に仕えて頂く事だ……そうすればこの国も御子柴殿も共に栄えられる……）

　もっとも、それは口にするほど容易たやすい事ではない。

　ローゼリア王国における身分の壁は厚く、この国の国民ですらない亮真を貴族にするには多くの問題点が考えられた。

「エレナ様はどうお考えなのです？」

　クリスはおもむろにエレナの考えを尋たずねた。

「私？　……私は反対よ。勿もち論ろんね……アーレベルクを殺せるのはあの子のおかげなのだから……それに彼を殺すのに失敗すれば、王国はさらなる脅威を抱かかえ込む事になる……」

　クリスの問いにエレナは口を濁にごした。

　少し考えればこの程度の結論は容易に導き出せる。

（あの子の武人としての力量は大したものだわ。策士としても指揮官としても一流以上。それにあの子の周りにはその魅み力りよくに惹ひかれて人が集まってきている……）

　紅べに獅じ子しの異名を持つリオネに、その副官のボルツ。二人は共に西方大陸では名の通った傭兵だ。

　その伝つ手てで、亮真の配下には手て練だれの傭よう兵へいが数多く雇やとわれているが、問題は、彼らと亮真の間に主従関係の様な空気がある事だ。

　初めこそ、若さとランクの低さから傭兵達になめられていたようだが、黒くろ蜘く蛛ものボランゾを討ち取り、テーベ河の渡と河かを成功させたあたりから、周囲の評価が一変してきているらしい。

　既に紅獅子のリオネを頂点とした御子柴親衛隊ともいうべき一団が形成されつつある。これは、己の腕だけを頼りに戦場を潜くぐり抜けてきた傭兵には実に珍めずらしい。

　それこそ傭兵に忠義なしと言われるほど、彼らは雇こ用よう関係と金銭にはシビアだ。

　雇用者側の都合で何時いつでも契けい約やくを打ち切られる可能性を持つ傭兵は、決して金銭以上の仕事をしようとはしない。

　勿論、請うけ負った仕事に関しては真しん摯しな態度を見せるが、逆に言えば契約以外の事に関しては事務的な態度を見せる。

　彼ら傭兵にとって、雇用主はあくまで一時的な存在であり、永遠に仕えるべき存在ではないという事なのだろう。

　地球で言えば派は遣けん社員と正社員の様なものだろうか。

　そんな傭兵達が、若く経験のない御子柴亮真の指揮に大人しく従う理由は、彼が傭兵の心をつかんだからに他ならない。

（将の器なのでしょうね）

　かつての若かりしエレナと同じ何かを、御子柴亮真は持っているのだ。

（暗殺は下策だわ。仮に成功してもリオネ達を怒おこらせ無用の血が流れるだけ……第一、あの子をこちらの思おも惑わく通りに討ち取れるとは思えないもの……ただ）

　一いち抹まつの不安がエレナの胸中を過る。

　エレナ自身は亮真の暗殺をするつもりはないし、それを認めるつもりもない。

　仮に部下達が進言してきたとしても却きやつ下かするだけの事。

　だが問題なのは、自分の知らないところで決断され決行された場合だ。

　それでも首しゆ尾びよく殺せればまだいい。

　ローゼリア王国の持つ懸け念ねんが取り除かれるという観点だけで見れば、エレナの個人は腹立たしくとも良しと呑のみ込むしかない。

　しかし、もし仮に暗殺が失敗したらどうなるか。

（考えたくないわね……）

　その時、御子柴亮真は決してローゼリア王国を許さないだろう。彼にとってみれば王国が自分を裏切ったとしか見えないだろうから。

　それでもエレナはローゼリア王国の騎き士しだ。

　国の害になるのなら誰であろうと戦わざるを得ない。

「でも……もし彼がローゼリア王国に牙きばを剥むくなら……その時は……」

　それはエレナにとって苦く渋じゆうの決断であり、決して訪おとずれてほしくはない未来。

　だが、クリスの耳にエレナの最後の言葉は届かなかった。

「「「うぉぉぉぉぉ！」」」

「「捕とらえた！　捕らえたぞ！」」

　戦場から沸わき上がった歓かん声せいにかき消されて……




「お前達、怪我けがはないか？　これから囲みを破る……いいか、ワシの手を決して放すな。周囲に目を向けずワシの背中だけを見続けろ！」

　アーレベルクは妻と娘むすめを背に庇かばいながら必死で囲みを突破しようと走り回る。

　馬車は真っ先に馬を殺され、無用の長物と化している。

　彼は素す早ばやく妻と娘を馬車から降ろすと、森へ逃にげ込もうとした。

　だが、エレナの包ほう囲い網もうは正に鉄てつ壁ぺきと言えるほど強固であり、逃げ道は全すべて塞ふさがれた状態である。

　結局彼は、騎士達を駆かり立て包囲網を強行突破するより他に選せん択たく肢しがなかった。

　だが、そんな捨て身の突とつ撃げきでどうにかなるほど、この世界は甘くなかった。

　無む茶ちやとも言える突撃を繰り返した為、周囲にいた警護の騎士は一人二人と討ちとられ、今や彼の周囲は敵だらけという状じよう況きようである。

「お父様」

　娘は周囲の殺気に当てられ、真っ青と言ってよいほど血の気の失うせた顔をしていた。

　つい数週間前まで、彼女は国でも有数の令れい嬢じようであった。

　戦場の殺さつ伐ばつとした空気に免めん疫えきなど有る訳もない。

　しかも、タルージャ王国へと急ぐ旅が、彼女の体力を削っている。

「大だい丈じよう夫ぶだ、ワシが付いておる！　お前はワシの背中だけを見て走ればよい！」

　アーレベルクは、妻子を安心させるために声を張り上げる。

　少しでも弱気なところを見せれば、彼かの女じよ達たちの心が折れてしまうことを悟さとっていたからだ。

「大丈夫です。お父様を信じるのです」

　妻の言葉に娘も頷く。

　いや、それ以外にどのような選択肢があるというのか。

「行くぞ！」

　アーレベルクの声に警護の騎士が頷く。

　その数四名。

　三十名ばかりいた警護の騎士達は、既に片手で数えられるまでにその数を減らしていた。

「「「「うぉぉぉぉぉぉお！」」」」

　彼らは一丸となって包囲網へと突進した。

　剣を振り上げ、盾を翳し、彼らは遮しや二に無む二に体を割り込ませる。

　奇声を張り上げ剣を振りまわす様はまるで狂くるった犬のようだ。

　彼らは防ぼう御ぎよを捨てた。

　どの道、アーレベルクが終われば自分達も終わりなのだ。

　その事実が、彼らを命知らずへと変へん貌ぼうさせる。

「閣下、今です！　ここを！」

　彼ら四人の捨て身の攻こう撃げきに怯ひるんだのか、包囲網が一いつ瞬しゆん崩くずれる。

「行くぞ！　前を見て一気に森へ駆け込むのだ！」

　アーレベルクの言葉に妻と娘が頷く。

　彼はそれを確かく認にんすると一気に走りだした。

「閣下！　お早く！」

　警護の騎士の叫さけびに背中を押おされ、三人は脇わき目めも振らずに駆けだす。

　森まで後ほんの数メートル。

（もう少しだ！　森に逃げ込めば何とでもなる！　このまま、このまま逃げ込めれば！）

　無論、森に入ったからといって確実に助かる保証など無い。

　だが、包囲網を突破出来れば生き残る可能性は残される。

「きゃぁぁぁあ！」

　突とつ如じよアーレベルクの背後から娘の悲鳴が響く。

「無礼な！　その手を離しなさい！　私を……」

　妻の声を遮さえぎるかのように、肉を撃つ鈍にぶい音が響いた。

「お母様！　……止やめて！　乱暴しないで！」

　振り向いたアーレベルクの眼に、腹を抱かかえて蹲うずくまる妻と騎士に羽交い絞じめにされてもがく娘の姿が映る。

　騎士に殴なぐられたのだろう。

　妻の口から胃液と涎よだれが漏れている。

　騎士道という観点から見れば、女性に手を上げるなど許される筈はずもない。

　だが、戦場ではそんな綺き麗れい事ごとなど消え去ってしまう。

　アーレベルク将軍は躊ちゆう躇ちよした。

（クソ！　もう少しの処ところで……どうする、助けるか？　……いや……もう無理だ。この状況で戻る？　……だが、ここで娘を見捨てるなど）

　アーレベルク将軍と娘の視線が交差した。娘の目が母と自分を助けてくれと訴うつたえる。

　だが、アーレベルク将軍は動けなかった。もう少し、もう少しで彼は生き延びられるかも知れないのだ。

　ここで妻と娘を助ける事は現実的に不可能と言える。

　彼の冷れい徹てつな部分が、損得をはじき出す。

　無理だと。妻子を見捨てて逃げろと。

　だが、同時にそれはアーレベルク将軍から再起の機会を永遠に奪うばってしまうだろう。

（妻と娘を見捨て、自分だけ逃げてどうなる？　タルージャへの亡命すら危あやうくなる……）

　タルージャ王国がアーレベルクを受け入れてくれるのは、妻の実家がタルージャの貴族だからだ。

　もし妻を見捨てて逃げれば、妻の実家はアーレベルクを決して許しはしない。

　保身がアーレベルクの体を縛しばる。

　どっちを選択したところで彼に残された道は破は滅めつだけ。

「アーレベルク将軍、武器を捨てて投降されよ！　それともこのまま死を選ばれるか！」

　騎士の一人が、進み出て大声で叫ぶ。

　アーレベルクが躊躇ためらった隙すきに周囲をエレナの騎士達に取り囲まれ、既にどうしようもない状況になっていた。

（しまった！）

　既に森への退路は騎士達に阻はばまれ、とても突破など出来はしない。

　妻子を見捨てるにしろ、奪い返すために戦って散るにしろ、もう機会は過ぎ去ってしまった。

「どうされる！　この場で奥おく方がたと娘の首が飛ぶのをご覧になるか？」

　再び冷徹な言葉がアーレベルクに突き刺ささった。

　妻子は共に羽交い絞めにされ、共に首に剣けんを突き付つけられている。

「アナタ……」

「お父様……」

　二人の眼が父で有り夫で有るアーレベルクへと突き刺さる。

　勝負は既に決した。

（ここで暴れても無意味だ。下手に抵てい抗こうすれば処しよ刑けいの口実を与あたえてしまうだけ。弁明の……弁明の機会さえあればまだ何とかなる！　少なくともルピスが妻や娘を処刑する事だけは無い！）

　アーレベルクは手にした剣を大地に放り出す。

「わかった、投降……する」

　心の奥おく底そこから絞しぼり出したような声で降こう伏ふくを告げたアーレベルク将軍の脳は、残された唯一の希望に縋すがった。

「結構！」

　アーレベルクの言葉に騎士は軽く頷うなずくと、手を軽く上げた。

　素早く幾人かの騎士が飛び出し、アーレベルクの手に手て枷かせをはめる。

「「「うぉぉぉぉぉ！」」」

「「捕らえた！　捕らえたぞ！」」

　歓声が森に響ひびき渡わたる。

　誰もが剣を天へと振り上げ、勝利に沸わく。

「終わりだ！　これでローゼリア王国は新しい時代を迎むかえる！」

「ルピス殿でん下かに栄光を！　ローゼリア王国に繁はん栄えいを！」

　騎士達の口から次々に歓かん喜きの言葉が叫ばれた。

「ワシらはどうなる？　……裁判は何処どこで開かれるのだ。王都か、それともイラクリオンでか？……結けつ審しんするまで妻子の安全は保証してくれるのだろうな？」

　アーレベルクは傍かたわらに立つ騎士に問いかけた。

「裁判？　そんな事を求められる立場だと思っているのか？」

　問いかけられた騎士は、ゾッとするほど冷たい目をしてアーレベルクを見る。

「何、どういう事だ！　ワシは投降したのだぞ？　正式な裁判を受ける権利がある！」

　アーレベルクは拘こう束そくされていることも忘れ、その騎士に掴つかみかかろうとする。彼は投降を選択たくした事により、ルピス王女直々の裁判に掛けられるものだと考えていたのだ。

　少なくとも、問答無用で斬り殺される事は無いし、裁判が決着するまで身の安全は保証される。

　またルピス王女の甘さを計算に入れているアーレベルクは、最悪でも家族を処刑される事は無いと計算していたのだ。それが根底から覆くつがえされたのだ。

「どういう事だ！　王女が、ルピス王女がそう命じたのか!?」

　もしそうであれば、アーレベルク将軍はルピス・ローゼリアヌスという女を根底から見誤っていた事になる。

（馬ば鹿かな、あの女にそんな事を命じる器量など）

　慈じ悲ひも度が過ぎれば甘あまいだけでしかない。

　だからこそ、アーレベルク将軍はルピスを傀かい儡らいとしか見なかったのだから。

　もし仮にルピスの器量をアーレベルク将軍が見誤っていたならば、彼は憤ふん怒ぬと恥ち辱じよくのあまり自ら死を選んだに違ちがいない。

　だが、現実はさらに非情だった。

「いいえ、それは違う！」

　アーレベルクを包囲していた騎士達がサッと道を空けた。

　そして、その道を悠ゆう然ぜんと白い甲かつ冑ちゆうに白のマントと、全身を純白で染め上げた騎士が進む。

「何か勘かん違ちがいなさっているようね……アーレベルク将軍」

「その声……それにその姿！　貴様はエレナ……エレナ・シュタイナー……馬鹿な、なぜここに……イラクリオン攻ぜめに参加していたのでは？」

　アーレベルクの顔色が変わった。

　兜かぶとを脱ぎ現れたのは、まぎれもなくエレナ・シュタイナーその人だったからだ。

「エレナ・シュタイナー様？　【ローゼリアの白き軍神】と呼ばれたあの？」

「本当にあのエレナ様……なのですか？」

　アーレベルクの妻子は突然現れたエレナに驚おどろきの言葉を漏らした。

　まさか、こんな場面で救国の英えい雄ゆうに会うなど思ってもいなかったのだろう。

　エレナは二人に軽く頷くと、唇くちびるの前に指を置いてだまらせ、アーレベルク将軍へと視線を戻す。

「私が貴方の考えを予測出来ないとでも？」

「ワシの行動を全て読んだというのか！　馬鹿な！　……そんな事が貴様に出来る筈がない！」

　アーレベルクは声を荒らげた。

　長年、エレナの事を平民出身の下げ賤せんな輩やからと見下してきたアーレベルク将軍にとって、全てを読まれていたなど到とう底てい認められなかった。

「あら？　……相変わらず貴方は現実が見えない人の様ね……自分の能力を過信し、他者の能力を貶おとしめる……私達が初めて会ったあの日から、貴方は何も変わっていない……現実に貴方はこうして捕つかまった。それが全てじゃないの？」

「黙だまれ、平民風情が！　ワシは……ワシは名門アーレベルグの人間！　貴様らに負けるはずがない！」

　そんなアーレベルクの言葉にエレナは苦笑いを浮うかべるしかなかった。

（愚おろかな男……野心も知ち恵えも力も血筋も……才に溢あふれていながらなぜこの男はこれほどまでに愚かなのだろう……）

「貴様！　貴様のような平民がワシより……ワシより優れている筈がない！」

「哀あわれな人ね……だから先代は貴方ではなく、私を将軍に指名した……貴方のその特権意識と驕おごり高ぶった人間性が国を蝕むしばむと気が付いていたから……そして実際にその通りとなった！　周囲を見てごらんなさい！　この場に居る騎士達の貴方あなた達たちを見る眼を！」

「ふざけるな！　先代は人を見る眼が無かっただけだ。ワシを、名門アーレベルグの人間であるワシを差し置いて、平民出身で有る貴様などに将軍位を与えるなど！　……貴様ら！　貴様らは何とも思わないのか！　栄光有るローゼリアの騎士でありながら平民の女などに顎あごで使われて！」

　アーレベルクは声を張り上げ、周りを見回した。

　だが、誰ひとりアーレベルクの言葉に同調する者はいない。

　いや、それどころか騎士達の眼は冷たくアーレベルクを蔑さげすむ。

「な……なんだ貴様ら！　その眼は！」

　アーレベルクに向けられる眼。

　それは彼が平民に向けてきた蔑みの眼に似ている。

　一つ違うとすれば、それは虐しいたげられてきた憎ぞう悪おが交じっている事だろうか。

「馬鹿な人ね……彼らは下級騎士や平民出身の者たちばかり。貴方達名門騎士達が虐げ搾さく取しゆしてきた人間よ……そんな彼らが貴方に同調するとでも思ったの？　結局貴方は何も見ていないのよ。自分の地位と血筋に胡坐あぐらをかき、それを支える人間の存在を見なかった！」

　同じ騎士という役職でも、先祖代々騎士である人間もいれば、平民でありながら努力を重ねて騎士になる人間もいる。

　但ただし、平民が騎士になるには、倍率数十倍を超こえる狭せまき門を潜くぐらなければならない。

　それには血を吐はく程の努力が要る。

　だが、ローゼリア王国ではそれほどまでの努力をして騎士になっても、平民出身と名家の出身とで明確な壁かべがあった。

　せっかく平民出身の騎士が手て柄がらを立てても、名家出身の騎士が横から手柄を奪い取るなど日常茶さ飯はん事じだ。

　閲えつ兵ぺい式しきで華はなやかな行進をするのは、いつも名家と呼ばれる家の騎士達。

　平民出身者は裏方や日常業務に携たずさわるだけだ。

　この場に居る騎士達の中には、恋人を無理やり奪うばわれた人間だっていた。

　汚お職しよくを告発しようとして逆に罪を着せられてしまい、裁判に掛けられそうになった人間だっている。

　何時だって得をするのは名家出身の騎士。

　汚よごれ仕事を引き受け、損をするのは平民出身の騎士。

　それはアーレベルクという、騎士の頂点に立つ将軍自身が名家の出身であり、特権意識に凝こり固まった人間だったからだ。

　トップがそういう考え方をすれば、部下が腐くさるのは当然と言える。

「ふざけるな！　ワシらは対等ではない。貴様ら平民などが騎士になる事そのものが間ま違ちがっているのだ。貴様らは情けを掛けられて騎士になれただけの事。おとなしくワシらに従っていればよいのだ！」

　アーレベルクの感情は高ぶり、顔は紅潮していた。彼の言動は今一つ不ふ明めい瞭りようではあったが、言いたい事だけはこの場に居た誰もが理解した。

　平民出身の騎士は名家出身である自分に従えと。

「本当に腹立たしい人ね。貴方は……まぁ、良いわ……貴方のその不ふ愉ゆ快かいな考え方とも今日でお別れだから……」

「貴様！　国法を破るつもりか！　……ワシには裁判を受ける権利があるのだぞ！」

　エレナの言葉にアーレベルクは驚きを隠かくせなかった。

　彼自身はこれまでにいくつもの法を破ってきている。

　不当な人事を行い、気に入らない人間を辺境警備に飛ばしたりもした。

　軍費の横領もしているし、出入りの商人から賄わい賂ろも受け取っている。

　出世の妨さまたげになる同どう僚りようを罠にはめて罪を着せる事だってしてきた。

　だが、人生の最後に彼が頼ったのはやはり法だった。

　それがどれだけ筋の通らない理り不ふ尽じんな行こう為いだとしても。彼にはもう、それしか縋すがる物が無かったのだから。

「勘かん違ちがいしないで。公式の記録では、ホドラム・アーレベルグは投降を装いエレナ・シュナイダーの殺害を企くわだて返り討ちにあう。彼の家族は逃亡を企て騎士に因よって斬きり殺される。それが全てよ……貴方のお得意の手段でしょ……ねぇ？」

　エレナは皮肉たっぷりな笑みを浮かべた。

「馬鹿な、それが！　それが正義か！　そんなもの！」

「正義？　正義なんかじゃないわよ？　……これは復ふく讐しゆう……貴方に殺された夫と娘のね」

　エレナの言葉にアーレベルクの顔が凍こおりついた。

　傍らに寄より添そうアーレベルクの妻と娘にも驚きの表情が浮かぶ。

「何を言っているのだ！　知らん！　ワシは貴様の家族など知らんぞ！」

「無む駄だよ……五年前、貴方が命じたと奴ど隷れい商人だったハインツから聞き出している。そのとき取り調べた彼が証人よ」

　エレナの言葉に、隣となりに佇む副官の一人が頷いた。

「知らぬ！　そんな男など知らぬ！　第一アヤツは既すでに処刑されている！　どうやって証明するのだ。そんな証言など証しよう拠こになどならん！」

「貴方……一体どういう事です？　本当に……エレナ様のご家族を？」

「お父様……？」

　アーレベルクは家族からも疑ぎ惑わくの眼を向けられ激げつ昂こうした。

「何だ、その眼は！　ワシは知らぬと言っておろう！　父の言葉を信じられぬのか！」

　だが、彼が自己弁護すればするほど周りの眼は冷たくなる。

　誰の眼にもアーレベルクが罪を犯おかした事は明白な事実として伝わった。

「そうね。確かに証拠にはならないでしょう……でもね、そんな物は必要ないの。私は貴方を殺したいだけなのだから……」

「貴様……」

　アーレベルクはエレナの眼に宿る狂きよう気きにようやく気が付いた。

　そして自分が決して彼女の刃やいばから逃げられないという事実にも。

「安心しなさいな……貴方の妻も娘も一いつ緒しよに始末してあげる……私の娘は奴隷商人に犯されて死んだけど、それは良いわ……許してあげる」

　そう言うとエレナは腰こしの剣を抜ぬき放ち、アーレベルクの妻子へと歩み寄った。

「待て！　妻と娘は関係ない！」

　アーレベルクはエレナの前に立ちはだかろうとして、騎士達に押おさえ込こまれる。

「関係ならあるわよ？　貴方の家族ですもの」

「待て、誰か！　誰かあいつを止めろ！　こんな事！　こんな事許されるはずがない！」

　エレナの言葉にアーレベルクは必死で周囲に助けを求める。

　だが、その場に居る二百人もの人間は、誰だれ一人ひとりとしてアーレベルクの言葉に従おうとは思わなかった。

　誰もが、彼と彼の家族の死を望んでいたのだから。

「いやぁぁあ……お願いです……助けて……」

　娘の眼に涙なみだが浮かぶ。

　彼女は自分の父が犯した罪を理解した。

　そして父がどれほど人に憎にくまれているのかも。

　二百人もの騎士が周りを取り囲んでいるのに、誰一人として憐れん憫びんの情を浮かべる人間が居ない事が何よりの証拠だ。

「さようなら……貴方自身に罪は無いけど……運が悪かったわね。せめて苦しまないようにしてあげる……」

「やめろぉぉぉぉぉお」

　アーレベルクの叫びも虚むなしく響いた。

　エレナの剣が大きく振りかぶられ、そのまま娘の首に振り下ろされる。

　娘の体から力が抜け、そのまま倒たおれこむと大地を血で赤く染め上げる。

　続けて、返す刃で今度は妻が心臓を切り裂かれた。

「貴様！　妻を娘を！　殺してやる！　殺してやるぞ！」

　アーレベルクの眼は裂け、口から涎が飛び散る。

　だが、数人がかりで押さえつけられ、身じろぎすら出来ない。

　だが、アーレベルク将軍の目だけは、暗く激しい怒いかりの炎ほのおで燃え上がっていた。

「そうよ！　その言葉を聞きたかったの！　その為ために私は生きてきたのだから！」

　エレナは無む邪じや気きな笑みを浮かべ、アーレベルクの傍らに立つ。

（これで……これで終わる……貴方……サリア……これで安らかに眠れるでしょ？　……貴方達の無念はこれで晴れるわ……）

　十数年もの間、積もり積もった恨うらみの念が全て解き放たれるのだ。

　彼女の心に、夫と娘の姿が浮かぶ。

「これで終わりよ……ホドラム・アーレベルグ！」

　エレナの剣が頭上に振り上げられる。

「クソ！　貴様などに！　平民などに！」

　これがローゼリア王国の将軍にして、反乱の首しゆ謀ぼう者しやであるホドラム・アーレベルグ将軍の最期だった。

　ここに、数ヶ月に及んだローゼリア王国の内乱は終しゆう止し符ふを打たれたのである。







第五章　新たなる戦場







「……どうしたものかしらね……」

　ルピス王女は、王都ピレウスの自室の窓から外に眼をやる。

　純白のドレスは胸元が大きく開いていて、彼かの女じよの美しさを十分に際立たせていた。

　つい先日まで鎧よろいを着込み、姫ひめ将しよう軍ぐんと呼ばれた女性と同一人物とは思えない程ほどの淑しゆく女じよ振りである。

　だが、憂うれいに満ちたその目が、彼女の美しさから、明るさという要素を打ち消してしまっていた。

「ふぅ……」

　ルピスの口から大きなため息が漏もれた。

　窓の外は、国民の喧けん騒そうが城にまで届くほど活気が漲みなぎっているというのに。

　国民の誰だれもが、内乱が終わりルピス王女の統治が始まることに希望を膨ふくらませている。

　ホドラム・アーレベルグとその家族がエレナの剣によって討ち取られた事により、ローゼリア王国の内乱は終結した。

　途と中ちゆうから反乱に加わったアーレベルク将軍が殺され、真の首謀者であるゲルハルト公こう爵しやくが生き残っている事に、釈しやく然ぜんとしない部分があるにはある。

　しかし、アーレベルクの首を取ったことにより、ローゼリア王国としてのメンツは保てたというのもまた否定のしようがない。

　それに、ローゼリア王国の大部分を占しめる国民にとって、大切なのは、悪人がルピス新国王の手によって断罪され、戦いくさが終わったという事実だけが重要だった。

　内乱が終わり、今日で一ヶ月が過ぎようとしている。

　だが、本来なら希望に満ちている筈のルピス王女であるが、周囲の希望に満ち溢あふれた活気とは裏腹に、心はある悩なやみに支配されていた。

「父上……ルピスはこの国の王に相応ふさわしいのでしょうか？　……あの男の処しよ遇ぐう一つでこれ程迷う私は果たして……」

　ルピスは、幾いく度どとなく父親へ問い掛かける。

　とはいっても、既に死んだ人間が彼女の問いに答える筈も無い。

　答えてくれる筈の無い父親への問い掛け。

　その行動が、ルピスの心の内を克こく明めいに表している。

「ふぅ……」

　再び深いため息が彼女の口から漏れた。

「殿下……」

　その姿をメルティナは悲しげに見つめた。彼女はルピスの戴たい冠かんに伴ともない、近この衛え騎き士し団だん長ちようへの就任が確定している。

　本来ならそちらの業務を遂すい行こうしなければならないのだが、メルティナは相変わらずルピスの補ほ佐さとして傍そばに付き添そっていた。

　私的な秘書兼けん護衛として長年ルピスの補佐をしてきたメルティナにとって、近衛騎士団長の仕事を引き継つぐ事はそれほど難しくないからだ。

　そんな事よりも今のメルティナにとっては、ルピスの心労や不安を少しでも軽減する事が最優先事じ項こうだった。

（やはり……ミハイル殿どのを謹きん慎しんさせられたのは痛手か……私だけでは殿下を支え切る事は出来ない……しかし）

　頭の出来から言えばメルティナもミハイルもそう大差は無い。

　しかし、十歳さいという年ねん齢れい差さは意外に馬鹿に出来ない。

　メルティナも騎士としては一目置かれる存在ではあるものの、騎士達への影えい響きよう力りよくはミハイルの方が上なのだ。

　内乱が終わり、ルピスが正式にローゼリア国王になる事が確定しているとはいえ、今はまだ権力基き盤ばんは不安定な時期。

　少しでも信しん頼らい出来る人間で政権を固めたいと願うのは当然といえた。

　だが、肝かん心じんのミハイルは今、王都に有る自らの屋や敷しきで謹慎中である。

　内乱が終わり、ゲルハルト公爵は約束通りミハイルの身み柄がらをルピスへ引き渡した。

　当然、ルピスやメルティナは現職復帰と考えていたのだが、流石さすがにそれは周囲が認めなかった。

　別段、亮りよう真まが何かをした訳ではない。

　元々、ミハイルは処しよ罰ばつを延期されていた身だ。

　それを、今後の功績で相そう殺さいするという名目で見み逃のがされてきたのだ。

　二度目の失敗、それも手柄を焦あせっての独断専行となれば、ルピスやメルティナが幾いくら擁よう護ごしようと、ベルグストン伯はく爵しやくや元中立派だった貴族達からの追つい及きゆうからミハイルの身を守り切れなかった訳だ。

「ねぇ、メルティナ。ミハイルを復職させる事は無理かしら？　……降格でも良いの……謹慎を解いてあげられない？」

　ルピスから、これで何十回めかの問いがメルティナにぶつけられる。

　ミハイルが謹慎処分となって半月余り。

　それからずっと繰くり返している問いだ。

　メルティナはため息が漏れるのを押し殺ころしながら無言で首を振ふった。

「幾ら殿下の御お言こと葉ばでもそれは無理でございます……無論、私としては謹慎処分を解いて差し上げたいのは山々なのですが……」

　メルティナとしてもルピスの願いをかなえたいとは思っている。

　ミハイルが居たから問題解決に役立つとは思えないが、ルピスの精神的な支えとしては信しん頼らい出来る為、出来れば復職させたいのはメルティナも同じなのだ。

　だが、今の状況で安易に賛同する訳にはいかなかった。

　道理から言えば、ルピス王女の行動に問題がある。

　いくら信頼している騎士とはいえ、二度も失敗を起こしている人間を何の処分もしないという訳にはいかなかった。

　特にケイルの策にはまった形の一度目の失敗はまだ取り繕つくろう事が出来るが、二度目の失敗は致ち命めい的てきといえた。

　しかも、当初の計画を変へん更こうし、ゲルハルト公爵を叩き潰つぶす機会を失わせた切っ掛けにもなっている。

　幹部の間では処刑するべきという声すら上がっていたくらいなのだ。

　そのミハイルの謹慎を解く事は、たとえルピス王女としても不可能と言えた。

　いまだ権力基盤を確固たるものとしていない彼女にとって、政権を揺ゆるがしかねない行為なのだから。

「そう……よね……メルティナ、ごめんなさい。無理を言って……」

　ルピスもその点は十分に理解している。

　問題は、彼女が頭で理解していても情の部分で納なつ得とくしていないところにある。

　メルティナは心の中でため息をつくしかなかった。

「まぁミハイルの事はいいわ……それよりも例の件はどうなっているの？」

　ルピスは気持ちを切り替かえ、メルティナに問う。

　彼女の抱える問題はミハイルに関してだけではないのだから。

「御み子こ柴しば殿どのの件ですね……やはり思ったようには……部隊長クラスの騎き士し程度としてなら押し込めなくもないのですが、彼かれの功績に見合った職となると……」

「そう……」

　メルティナの答えにルピスは顔を歪ゆがめた。

　問題は御子柴亮真の今後の処遇に関してだ。

　最初の約束では、彼らはルピス王女に助力した後、ローゼリア王国が彼らの後うしろ盾だてとなる事で彼らの潔白を証明するということになっている。

　そして証明された後、彼らはこの国から去るということになっているのだ。

　内乱が終結して直すぐに、ルピスはローゼリアの王女として各地のギルドへ状況を説明する書簡を送りつけている。

　これにより、御子柴亮真とその仲間達に落ち度がない事は既に認められていた。

　唯ゆい一いつの不満は、港町フルザードのギルドマスター・ウォルス・ハイネケルの悪意を証明できず、事務手続き上のミスということで、何の処罰も与えられなかった事だが、この辺はいたしかたないだろう。

　ゲルハルトの証言を信じるなら、全ての手配をしたのはケイルらしい。

　そのケイルも亮真に因よって殺されている今、証言も証拠も見つけるのは困難を極めた。

　周辺のギルドマスターとしても、同僚のウォルスを証拠も無しに追及は出来ない。

　事実上、手の出しようが無かった。

　だが、亮真達の潔白が証明された以上、ルピスとの約束は既に果たされているのだ。

　だから、亮真達がこの国にいつまでも留とどまる必要はないし、何時彼らが出て行ったとしても、誰にも止める事は出来ない。

　だが、彼らは未いまだ王都ピレウスの城に留まっている。

　それは、ルピスが直々に戴たい冠かん式しきが終わるまでと亮真に願ったからだ。

「騎士の反応はやはり良くありません……名門・平民出身を問わず、どちらからも否定的な意見が多く出ています……」

「そぅ……」

「やはりローゼリア国民でない人間を国防の重要ポストに就ける訳にはというのが大勢を占めています……まぁ、本当にそう考えているかまでは分かりませんが、理り屈くつとしては頷けなくもありません……ただ、あれほどの男が騎士団に入るとなれば、重要なポストが確実に一つ減ります。上の地位を狙ねらう人間にとっては邪じや魔まなだけですので、そういう感情も含ふくまれているとは思いますが……」

　メルティナの言葉にルピスの顔が曇くもった。

　彼女は御子柴亮真を恐おそれている。

　それは、圧あつ倒とう的てきに不利な状況であったはずの自分が、ローゼリア王国の新女王として戴冠式を目前にした今、彼女の心から溢れだすほどに増大していた。

「私としてもあの男を殿下の身辺近くに侍はべる騎士に取り立てたいとは思いません……あの男は殿下に対してもローゼリア王国に対しても敬意も忠誠も持ち合わせてはいません……あの男は己の為にしか動かない……私はこの数ヶ月あの男の行動を見てきてそう感じました。少なくとも騎士として、王家を守る盾たてとして用いるのは危険すぎます……ですが」

　御子柴亮真の能力に対しての評価は高い。

　それは、彼の騎士登用に否定的な人間達からも同様の評価を得ている事からも容易に確認ができる。

　だから実力だけならば、騎士だろうと何だろうと就かせる事が出来た。

　だが、信用度となれば途と端たんに下がってしまう。

　騎士は王国の盾であり剣だ。

　国王が国内を統制する上で必要な武力なのだ。

　その武力が信用出来ない人間に支配されたら？

　アーレベルク将軍の時代に逆ぎやく戻もどりとなる。

　王は傀かい儡らいとなり、国が乱れる。

　ルピスはこれから国を立て直さなければならないのだ。

　それなのに王家に対しての忠誠が疑問視される人間を騎士になど取り立てられる筈もない。

　これは彼女自身も、王国の首しゆ脳のう陣じん達たちも共通の意見と言える。

「でも……彼をこのまま国から出すのだけはダメ！　絶対にダメよ！　……もし彼が他国に登用されたら……」

　ルピスは声を荒あららげて否定する。結局、彼女の恐きよう怖ふはここに行きつくのだ。

　身辺に置いて重用するには信用しきれない。だからといって、約束通りローゼリア王国から出すには危険すぎた。

「分かっています……それは、私としても同感ですから……殿下……ここはやはり……そのう……」

　メルティナが躊躇ためらいがちに口を開く。

　ルピスはそんな彼女の様子から何を言いたいのかを敏びん感かんに感じ取った。

「それは……幾らなんでもそれだけは、認められないわ」

　ルピスの拒きよ絶ぜつにメルティナはそのまま押し黙だまる。

　両者の間に、沈ちん黙もくが流れた。

　メルティナが言葉にしなかった手段。

　既にそれは首脳陣、特に貴族達から提案されている手段だ。

　その手段とは暗殺。

　確かに殺してしまえば、他国に登用される心配は無いし、自分達も枕まくらを高くして眠る事が出来る。

（それは分かる……でも……まだ彼が敵に付いた訳でもない……彼は私との約束を守ってくれた。なのに私は感謝ではなく彼の死をもって報むくいるというの？　それに……）

　ルピスは良くも悪くも善良でそれなりの知ち恵えを持っていた。

　もし、ルピスが愚かであれば、亮真との約束を履り行こうしてさっさと国外に出しただろう。

　もし、ルピスが悪であったら、流れ者との約束など無視して暗殺を命じたに違いない。

　愚かでないから、このまま国外には出したくない。

　悪に染まれないから、暗殺はしたくない。

　しかし、流れ者の傭よう兵へいを騎き士しに登用することも難しい。

　そしてもう一つ、ルピスが暗殺という手段を選せん択たくしたくない理由がある。

　彼女の心の奥底に秘められた、決して表には出さない理由。それは……

（もし暗殺を選択したとして、この国の騎士で彼を討てるの？　……もし……もし失敗して、私が命じた事を悟さとられたら……）

　無論、一国の戦力を結集すれば、御子柴亮真個人など問題無く討てるはずだ。

　個人が国に勝てるはずもない。

　だが、逃のがれる事は出来るかもしれない。

　冷静に考えてその確率は万分の一以下だろう。

　だが、絶対ではない。

　そして、御子柴亮真はその可能性を引き当てるかもしれない何かを感じさせる。

　ルピスをこの国の王にしたように……

（あの男は……私を決して許さない……）

　その恐怖がルピス王女の心を縛りつける。

「失礼いたします、殿下……須す藤どう様がお見えになりました。お通ししても宜よろしいでしょうか？」

　ルピスとメルティナ。

　両者の間に降りた沈黙を、メイドの扉とびらを叩く音が破る。

　メルティナはルピスが頷くのを確認した。

「お通ししろ」

　彼女の声と同時に部屋の扉が開かれ、貴族風の服に身を包んだ須藤が入ってくる。

「失礼いたします殿下……おぉ？　何やらお悩みのご様子。いけませんなぁ……お美しいお顔をそのように曇らせては。僭せん越えつではありますが私でよければご相談に乗りますよ？　ルピス王女殿下……いえ、新女王陛下」

　須藤は入ってくるなり、そう言い放った。

　元々、礼れい儀ぎを弁えているとは言い難がたい男だ。

「貴様！　殿下に向かって何と無礼な！」

　メルティナは腰に下げた剣を抜き放った。

　この場合、彼女を短気と責める人間は少ないだろう。

　須藤の態度は、とても王族に対しての礼儀を弁えているとは言い難いものなのだから。

「剣をしまいなさいメルティナ……須藤……貴方あなたも礼儀を少しは弁えた方が良いわ。今回は大目に見ますが、次は有りませんよ？」

　ルピスの威い厳げんある言葉に須藤は恭うやうやしく頭こうべを垂れた。

　もっとも、それが形だけである事をお互たがいに理解している。

「まぁ、良いでしょう……それで本日はどういう用件なのかしら？　私は暇ひまではないの。端たん的てきに言ってちょうだい」

　ルピスは須藤に着席の許可を与えると、間かん髪はついれずに切り出す。

「なぁに、さほどお時間は頂きません。殿下が戦後処理にお困りの様ですので、その憂いを取り除いて差し上げようかと思い、お時間を頂いた次し第だい」

　その言葉に、メルティナの眉まゆが顰ひそめられた。

　意味が分からなかったのだろう、ルピスがメルティナの顔を見上げる。だが、彼女としても全く予想外な事に、どう言うべきか言葉が見つからなかった。

「そう……それは心強いわね……でも私が何に悩なやんでいるか判わかっているの？　須藤」

　ルピスは疑わしげに須藤へ問いかけた。

「無論。というよりも、多少でも物が見える人間なら誰でも気がつくでしょう……御子柴亮真君の今後の処遇に関してですな？」

　須藤の言葉にルピスは必死で動どう揺ようを押し殺す。一国の王となる彼女が、そう簡単に動揺を表す訳にはいかないのだ。

（ダメよ、ルピス！　コイツに心を見み透すかされてはダメ。落ち着いて……落ち着くのよ！）

「何の事？　須藤」

　ルピスは何でそんな事を言い出したの？　と首をかしげながら須藤に問い返す。

　もっとも、そんな彼女の必死の演技は須藤の眼めから見れば、田舎いなか芝しば居いに等しいものだった。

「ほう……これは読みが外れましたか……では、お忙いそがしい殿下のお時間をこれ以上取る訳にはいきませんなぁ」

　須藤はそう言うと腰を上げた。

　その態度にメルティナとルピスの顔色が変わる。

「またれよ、須藤殿どの……殿下は貴き殿でんの話を聞く為にお忙しい中、態わざ々わざ時間をお取りになったのだ。それを勝手に帰ろうとするとはどういうつもりだ！」

　メルティナは咄とつ嗟さに機転を利かせて須藤を押おし留めた。

　しかし、そんなメルティナの機転も須藤にとっては子供の浅あさ知ぢ恵えに過ぎない。

「はぁ？　ですが殿下のお悩みが御子柴亮真君の処遇に関してでないとなると……これは全く意味の無い事。お忙しい殿下のお時間をこれ以上無む駄だにするのは気がひけますし。ここはやはりこのまま失礼を」

　言葉だけ聞けば殊しゆ勝しような態度だ。だが、須藤の表情を見ればそれが本心ではない事など明白だった。

　須藤はルピス達たちをからかっているのだ。

　本当のところ、ルピスとしても須藤の提案はぜひとも聞いてみたいのだ。手て詰づまりである現状の打開策に繋つながるかもしれないのだから。

　だが、御子柴亮真の処遇を迷っている事を表に出すのは憚はばかられた。

「そうね……須藤。せっかく時間を取ったのだし、聞くだけ聞いてあげる。話してみなさい」

　ルピスは精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張って須藤へ命じる。

「はぁ。では、せっかくですので」

　須藤はこの辺が潮時と判断したのか、再び腰をソファーへと沈しずませると、嘲ちよう笑しようともとれる笑いを浮かべながら口を開いた。

「とまぁ、以上の事から、御子柴亮真君の処遇は大変難しい訳です。彼が王国に忠誠厚き人間なら騎士にも登用する事が出来るでしょうが、傭兵である彼にそれは難しい。だからといって、国外に出せば他国が彼を登用してしまう可能性がある……何時いつかローゼリア王国へ攻め込んでくる可能性も考えられる訳ですな」

　須藤の言葉に二人は顔色を変えた。

　二人が悩んでいるのは、正に須藤の指し摘てき通りなのだから。

「騎士には出来ない、国外にも出せない。だからといって殺してしまう訳にもいかない……あれ程の功績をあげた人間を殺してしまえば、今は良くとも将来に必ず禍か根こんを残します」

　須藤は言葉を切り、上目づかいにルピスの顔色を窺うかがう。

（ふむ……思った通り持て余していたか。まぁ、シャルディナ殿下と互ご角かくに渡り合った程の男を、この女程度が御ぎよしきれる筈はずもない……ですか）

　須藤の眼は冷れい徹てつにルピスの能力を見極める。

「ふぅ……それで？　貴方はそれをどう解決するというのです？」

　ルピスは興味の無い振りを止やめた。

　もう隠かくしても意味が無い事を理解したのだ。

　須藤は笑えみを浮かべて言った。

「騎士には出来ない、他国にも出したくない。ならば貴族にすれば良い」

　彼の言葉にルピスは絶句した。

　それは傍らで聞いていたメルティナも同じだった。

「馬鹿な……貴様は何を言っている……平民を……それも何処どこの馬の骨とも判らない傭兵を貴族……にだと？」

　絞しぼり出すようなメルティナの言葉に須藤は頷いた。

「ふざけるな！」

　部屋に彼女の怒ど声せいが響く。

「そんな事が出来る筈がない！　……いや、仮に出来たとしても、貴族達がそんな事を認める筈もない！　誰が平民出の貴族など認める！　騎士に登用する方がまだ現実的だ！」

　メルティナの言葉にルピスは頷くより他になかった。

「それに所領はどうする！　王家直ちよつ轄かつ地ちを削けずるのか!?」

　貴族にするには所領が必要だ。

　無論、王家直轄地や今度の内乱で取り潰つぶす貴族の所領を与あたえる事は可能ではある。

　だが、それでは王家の力を強める事が出来ない。

　今度の内乱を機に、ルピスは国家の主権を完全に己の物にしたいと考えている。

　その為には、何よりも土地だ。

　直轄領を増やせば、経済的にも人口的にも飛ひ躍やく的てきな成長が見込めるのだ。

　貴族達が連合しようと、王と騎士だけでも戦いぬけるだけの戦力が必要なのだから。

　そういったルピスの思おも惑わくと、平民に対する貴族達の心情とを考え合わせれば、新たに御子柴亮真を貴族にするという選択はあり得ない。

　だが、須藤には彼かの女じよ達たちの反論など想定済みだった。彼はポケットより一枚の地図をテーブルの上に広げる。

「これは？　西方大陸東部の地図？」

　ルピスの言葉に須藤は頷うなずくと、地図上の一点を指し示した。

「ここを御子柴君の所領にします。どうです？　ここならば王家の直轄地を削る必要も無いし、貴族達の反感を買う事も無い……しかも、ここならば変に力をつけて反乱を起こされる可能性も低い……爵しやく位いはそうですねぇ？　最下級の男爵位で良いでしょう……まぁ所領の大きさだけなら公爵位が必要ですが、場所が場所ですからねぇ」

　須藤の言葉に、ルピスもメルティナも言葉を失った。

　須藤の指し示した土地は広大だ。

　ローゼリア王国全土のおよそ八分の一近くにも匹ひつ敵てきする。

　これ程の所領を平民出に与えるとは、正気とは思えない程の暴挙だ。

　だが、須藤の言うとおり貴族達から反発を買う恐れはゼロと言えるだろう。誰も、かの地を所領にしたいとは思わないだろうから……

「ウォルテニア半島……」

　ルピスの口から呟つぶやきが漏れる。

　再び御子柴亮真の運命の輪は回り出した。




　王都ピレウスの城内に与えられた自室のベッドに横たわりながら、亮真は空を見み据すえた。

（結局、これが結末か……俺おれが甘あまいと言われれば甘いんだろうな……）

　彼の脳のう裏りに浮かぶのは、ルピス王女の硬かたく強こわ張ばった顔だ。




　午前中、謁えつ見けんの間へ呼び出された亮真は、ルピス女王から男爵位の叙じよ勲くんとウォルテニア半島の下か賜しについての話をルピス女王より受けた。

　それは亮真にとって、全く予想していなかった事態だった。

　亮真自身は、そろそろこの国から出て行こうという話をマルフィスト姉妹達としていた矢先だったのだから。だが、彼はこの恩賞の話を断らなかった。

　無論、それは喜びからではない。

　亮真は気が付いたのだ。

　ルピスの表情の裏に隠された自分に対する恐怖を……

　そして、彼女の傍かたわらに侍るメルティナの自分への殺意に。

　もしここで亮真がこの話を断れば、メルティナは即そく座ざにこの部屋の警護に就ついている騎き士し達たちを彼に襲おそいかからせたに違ちがいない。

　彼女達はそれほどまでに、御子柴亮真という人間を恐れたのだ。

　それを敏感に察した彼は、この場での即そく答とうを避さけた。

　この話に、どんな裏が有るか……それを確かめる事が先決なのだ。

（たとえ断れない話にしろ、対応する手段は有る……まずはこいつらが何を狙っているかだ……）

　亮真は湧わき上あがる疑惑と怒いかりを押し隠かくし、ルピス王女へ感謝の意を表した。

　謁えつ見けんの間より、生きて出ていくために……




（ウォルテニア半島か……中々面白おもしろい事をしてくれるぜ。あのクソ女め……）

　亮真は午前中の出来事を思いだして、心の中で激しくルピスを罵ののしった。

　この部屋には、亮真の他は誰も居ない。

　常に亮真の傍らに居るはずのマルフィスト姉妹すら部屋から追い出して、彼は一人思案にふける。
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　窓から差し込む赤い夕ゆう陽ひが亮真の顔を真っ赤に染め上げた。

　その表情は氷のように冷たく、その眼の奥おく底そこには憤ふん怒ぬの暗い炎ほのおが立ち上っている。

　信じた人間の手ひどい裏切りに因って生じた憤怒の心。

　自らの心を自制しながらも、湧き上がってくるルピスへの憎ぞう悪お。

　そして、愚かにも彼女の様な人間を信じた自分の愚かさへの自じ虐ぎやく。

　それらが交ざり合い、亮真の心の中で激しく荒あれ狂くるっていた。

　その思いを声にして叫さけぶ事が出来ればどれほど楽になるだろう。

　だが、亮真は己の心を面おもてに表す訳にはいかない。少なくとも今は……何故なぜなら、彼を裏切ったのはこの城の主あるじであり、この国の新なる女王なのだから。

（壁に耳あり障子に目ありというしな……用心にこした事はねぇ……それこそのぞき穴だって無いとはいえねぇからな……今ここで俺が不満を持っている事を悟さとられるのは絶対に不味まずい……それこそガイエスの爺じじいを殺した時より状じよう況きようは最悪だからな）

　亮真の脳が冷徹なまでに事実を一つずつ明確にしていく。

　オルトメア帝てい国こくから逃にげ出すのは難しくはあったが、亮真には十分に勝算があった。

　だが、今はあの時とは違う。

　今は、あの時とは条件が違いすぎるのだ。

　この場から逃げるという手段は現実的に不可能なのだ。

（まず俺の顔と名前を知っている奴やつが多すぎる……それにここで上手うまく逃げだせたとしても、ルピスがギルドの方へ手を回せば、それだけでこっちはアウトだ……少なくともギルド経由の仕事は出来なくなるだろう……）

　亮真達はルピスの手紙に因ってギルドへの釈しやく明めいをし、自らの無実を証明した。

　それは逆を言えば、ルピスが『そんな手紙は知らない』、もしくは『頼まれて嘘うそを書いた』とギルドへ証言すれば全すべてがひっくり返る可能性もあるという事だ。

　ルピスの証言と後ろ盾だてで得られた無実は、彼女の証言と圧力で失われる事を意味する。

（クソ……王族に権力が有るっていうのも困りもんだな……）

　自らの無実を証明されたと喜んでいた過去の自分の愚かさに反吐へどが出そうだ。

　それは、王族の権力を甘く見たツケなのかもしれない。

　良くも悪くも国の力は強大だ。

　白を黒と言う事も、黒を白と言う事も、国の力を以もつてすれば可能なのだから。

（さっさとこの国を出ちまえば良かった……いや、それは無理か。警護と称しようして騎士が四六時中ぴったりと張り付いていたからな……下手に逃げ出すそぶりを見せたら殺されていたかもしれない……ケッ！　俺は本当におめでたい男だぜ……ルピスの言葉を鵜う呑のみにして喜んでいたんだからな。何が私の戴冠式が終わるのを見届けて頂ちよう戴だいだ！　舐なめやがって……）

　元々、内乱が終わればこの国を出ていくつもりだったのだ。

　だからこそ、亮真は勝つ為に手段を選ばなかった。

　必要以上に貴族達と関係を結ぶ事は避さけたし、ルピス女王の意向に反する事でも躊ちゆう躇ちよせずに諫かん言げんした。

　周りから自分がどう見られるかを意識していなかったのだ。

　しかし、そのツケが今、彼に重くのし掛かってきている。

　内乱が終結して一ヶ月余り。

　亮真達はギルドへの釈明が済んだ後も城に留まった。

　ルピス女王の強い要望があったからだ。

　亮真はそれを不安の表れだと捉とらえた。国を背負っていかなければならないという責任への不安だと。

　ミハイルという腹心が謹慎処分となった今、自分達が留まることでその不安が和らぐならと彼は軽く承しよう諾だくしたのだが、それが完全に裏目に出たという事だ。

（内乱を終えて一ヶ月余り……完全に後手に回っちまった）

　亮真はこの一月余りを、与えられた城の自室で過ごした。

　豪勢な食事を食べ、リオネやマルフィスト姉妹を相手に武術の稽けい古こをして軽く汗あせを流す。

　時間が有ればボルツや厳げん翁おうと他愛たわいのない会話をして時間を潰す。

　それは、亮真がこの世界に召しよう喚かんされて初めて過ごす、心こころ穏おだやかな日々だった。

　だが、それもこれも全ては、この国を出ていくという前提の下での話。

　この国に残る事を最初から考こう慮りよしていたなら、亮真は安あん穏のんとそんな日々を過ごしはしなかっただろう。

　今の亮真に必要なのは、己の心に向き合う静せい寂じやくさだった。

　静かに、そして確実に亮真は現状を分ぶん析せきしていく。

（まさか、あの女が約束を破るとは思いもしなかった……いや、俺は意図的にその可能性を考えない事にしたんだ……あの女を舐めていたと言ってもいい……あの女の善良さを過信しすぎたとも言える）

　自分が恐れられている事はおぼろげながらに察してはいた。

　だからこそ、亮真はこの国に留まるつもりはなかった。

　だが、ルピスの抱いだいた恐怖はそんな事では払ふつ拭しよくされなかったようだ。

（ウォルテニア半島か……素す直なおに考えれば、大出世だ。だが、ルピスが今そんな事をするとは思えない……何故ならば平民を貴族にすれば反発が起きて当然。ルピスの王権はまだ不安定。その状態で俺を貴族にするとなれば……何か裏が有るはずだ）

　亮真の前に示されたのは爵位と領地。

　普ふ通つうに考えれば大出世と言える。

　だが、亮真はそれを額面どおりに受け取るほど愚おろかではなかった。

　ルピス女王は事前に何の連れん絡らくも無く、約束を反ほ故ごにして男爵位と領地を押しつけてきたのだ。

　もし、本心から御子柴亮真の力を借りたいのであれば、そんな事をするはずが無い。

　事前に今後も助力してほしいと願うのがスジと言える。

　自分の状況。

　ローゼリア王国の現状。

　そしてルピス女王の態度と表情。

　それらを脳内で組み上げていくことで、ルピス女王の狙ねらいが見えてくる。

（成なる程ほどな……俺を封ふうじ込こめる気か……）

　まず、亮真の力に恐怖を感じている人間が、彼を貴族にして領地を与える事自体が不自然だ。

　ならば、貴族にする事で、逆に何らかの制限を掛けてくる可能性がある。

（まず考えられるのは、与えるというウォルテニア半島だな……ここに問題がある可能性が大きい。隣りん国ごくとの国境が近く紛ふん争そうが絶えないかとか……そんなところだろう……だが向こうが押し付ける気で来る以上、ただ断るのは無理だな……断るにはそれなりの理由が必要になる……正当な理由が……ならどうする??）

　女王が与えるという領地と爵位を受け取らないと言うには、彼女のメンツを潰さないだけの正当な理由が必要になる。

　ただ断れば、ルピスの権けん威いに泥どろを塗ぬってしまう。

　今いま更さらルピスの事がどうなろうと亮真は気にもしないが、その結果どうなるか？

　ルピスやメルティナは意地でも亮真を殺そうとするだろう。

　受け取っても受け取らなくても彼は地じ獄ごくを見る事になる。

「結局俺が弱いという事か……」

　亮真の口から自じ嘲ちようの言葉が漏れた。

　亮真は今、国家という強大な権力に押しつぶされそうなのだ。

　個人の力では勝っていても、亮真はルピスの命令に逆らえない。

　無理に逆らったところで、意味は無い。

　それはつまり、亮真がルピスよりも弱いという事だ。

　ならばどうするか。

（国に勝てるのは……国だけ……）

　亮真の心にある思いが浮うかんだ。

「お悩みの様ですな御お屋や形かた様」

　考えにふける亮真に声を掛けた人間がいた。彼は素す早ばやく身をベッドより起こすと、無言で声の主を睨にらみつける。

「どうやって入った、厳翁？」

「そこの扉より……まぁ、ノックは致いたしませんでしたが」

　亮真の問いに厳翁は落ち着つき払はらって答える。

「どういうつもりだ？　俺はお前さんを呼んだ覚えは無いぞ？」

「まぁ、そう言われずに」

　亮真の言葉を軽く受け流すと、厳翁は椅い子すへと腰こしを落ち着けた。

「状況は既すでに確かく認にんしております。ウォルテニア半島……また厄やつ介かいな土地を押しつけられる事になりそうですな……」

「なぜそれを知っている!?」

　亮真は厳翁の言葉に眼を細めた。姉妹にすらまだ告げていない事を、この老人は口にしたのだ。

「ワシらの生なり業わいは忍しのび込み探り出す事ですから。この程度は造作も無き事」

「そうか……そうだったな」

　厳翁の答えに亮真は頷いた。

　彼らは忍びの一族。

　情報を探り出すことなど、容易たやすいのだろう。

「なぁに……双子のお嬢じよう達たちに頼まれましてなぁ。御屋形様の様子がおかしいと。それでワシと咲さく夜やの二人で探さぐってみたという訳ですわい」

「あいつらが？」

　厳翁が深く頷く。

　恐らくマルフィスト姉妹は、亮真の表情の変化を敏感に察知して厳翁に頼たのんだのだろう。

　二人の心配りは正に見事と言える。

「なら状況は分かっているだろう？」

　ため息交じりに問いかける亮真に、厳翁は豊かな口ひげを捻ひねりながら答えた。

「えぇ……確かに厄やつ介かいではあります。ですが、ある意味これは幸運ともいえましょう」

「幸運？　これが幸運だと言うのか！」

　亮真は思わず声を荒あららげた。

　透すけて見えるルピスの思おも惑わく。

　そして押し付けられようとしている土地への不安。

　不利な要素ばかりが目につく。

　だが厳翁は静かに首を横に振った。

「御屋形様……ルピス女王の思惑に乗りなされ。そして力を蓄たくわえるのです」

　亮真は厳翁の言葉に頷く事は出来なかった。

　それは彼自身も考えてはいた事。

　しかし、その為ためには亮真一人だけではどうしようもないのだ。

「ワシらが信じられませんか？」

　亮真の顔色を読んだのか、厳翁の言葉が核かく心しんに切り込んでくる。

「既にワシらの意思は決まっております。リオネ殿もボルツ殿も、無論お嬢達やワシらもです……」

　厳翁の眼が亮真を見据える。彼の言葉は何よりも強い意志が込められていた。

　その言葉と同時に、部屋の扉が開き、リオネ、ボルツ、咲夜にマルフィスト姉妹が連れだって入ってきた。

「そういう事……なんで俺に付いて来いって言わないのよ、坊ぼうや」

「若！　何処どこまでもお供いたしやす」

　どうやら厳翁の言葉通り彼らの意思は既に決まっているようだ。

　亮真の表情が緩ゆるむ。

「保証は出来ないぞ？　……何しろ俺は領地経営などした事の無い平民だからな」

　亮真の言葉に厳翁は無言で頷いた。

　そんな事は誰だれもが理解しているのだ。

　それでも彼らは、御子柴亮真という人間を信じたのだ。

「しかし！　坊やにあれだけ世話になっておきながらこんな仕打ちをするとはねぇ……だから貴族はいけすかないんだよ！」

　リオネの乱暴な口調はその場にいる人間の心を代弁していた。

　今後の方針を決める為に、彼らはテーブルを囲んでいる。

　まず、今最も大事なのは、明日のルピスへの返答だ。

　回答期限は明日の正午。

　それまでに、爵位と領地を受け取るかどうかを決めなければならない。

　彼らはこれから徹夜をしてでも対策を練り上げる必要があった。

「まぁ、彼かの女じよには彼女の立場がありますからね」

　亮真の言葉は何処か冷めている。

　もっと怒いかりを面に表しても良いというのに。

「腹立たしくはないのかい？」

　リオネは探るような視線を亮真へ向けた。

「そうですねぇ……最初は腹立たしかったですけど。まぁ、向こうがその気ならば俺も容よう赦しやしないだけですよ」

　リオネの問いに亮真は唇くちびるを釣つり上げて笑う。

　その顔を見たとき、リオネ達の背筋を冷たいものが走る。

　それは、鬼おにの嗤わらい。

　悪意と憎ぞう悪お。

　そして野心に満ちた暗く深い闇やみ。

（ルピス……アンタの立場は分からなくもない……しかし、アンタは俺を裏切った……だから、今度はアンタには代だい償しようを払ってもらうぞ！　そして……）

　強い者だけが生き残る世界。

　そして、国とはこの大地世界アースでも最高位に属する強者。

　多少腕うでに覚えがあろうと、少しばかり知略があろうと、強大な国という権力には立ち向かえない。

　国を亡ほろぼせるのは国だけ。

　しかし、今この大地世界に存在する国と同じ物を作っても意味がない事も事実。

　脳裏に思い浮かぶ理想の国は未いまだにぼやけていて、亮真にはっきりとした形を見せない。

（だが、こいつらとなら……）

　この夜、御子柴亮真の部屋からランプの灯ひが消される事は終ついに無かった。




「という訳ですが……ここまではご理解いただけたでしょうか？　殿でん下か」

　須藤は目の前の椅子に腰かけ、じっと彼の報告に耳を傾けているシャルディナ皇女へ問いかけた。

　ここは帝都に有るシャルディナの私室。

　シャルディナは机に両りよう肘ひじをつきながら、ローゼリア王国へ潜せん入にゆうしていた須藤の中間報告を受けている。

「そうねぇ、とりあえずは順調の様ね……色々と予定外の事もあった様だけど、ローゼリア王国の弱体化は問題ないと言えるわ……斉さい藤とう、今までの話の中で気になるところは有るかしら？」

　シャルディナは傍らに立つ斉藤へと話を振ふる。

「そうですねぇ、須藤さんの御お蔭かげで策の修正が最小限で済んだのは良かったと言えます。あのままゲルハルト公こう爵しやくを殺されてしまえば、彼に担がれたラディーネ王女も反逆者として始末されてしまう。それをあの状況から二人を生き残らせる事に成功するとは……流石さすがは須藤さんです。ゲルハルトはともかく、ラディーネの方はかなり金を掛かけて仕立てた人形ですから」

　斉藤の賛辞に須藤の顔が綻ほころぶ。

「いやいや、私の力ではありませんよ。あの王女……今は女王ですか。何にしてもあの女が愚かだったというだけの話ですから。幾いくら信しん頼らいしている側近とはいえ、たかが騎士一人の命と天てん秤びんにかけたほどの馬ば鹿かですからねぇ」

　須藤はそう言って謙けん遜そんしてみせたが、彼の眼には自分の知略への強い自負が浮かぶ。

　日本人特有の奥おくゆかしさというところか。

　もっとも、それは形だけの事。

　須藤という男が、自負心が強く傲ごう慢まんな性格である事をシャルディナ達は十分に理解している。彼の人を食った態度はまさにその象しよう徴ちようと言えた。

「それなりに頭は良いのですが、どうにも決断力に欠けますなぁ……一言でいえば馬鹿な善人といったところですか」

　須藤のルピスに対する批評には、一いつ切さいの容よう赦しやがなかった。彼は心の底から、ルピスを軽けい蔑べつしているのだ。

「あぁ、さっきの報告にもあったわね……全く何を考えているのだか……まぁ敵が愚かなのは良い事ね。もっとも、余りに愚かだと相手をするのも飽きてきてしまうけれどもね」

　シャルディナはそう言うと肩かたを竦すくめ、唇を歪ゆがめて笑った。

　シャルディナの言葉に頷く須藤に対して、斉藤はやや顔をしかめながら言い返す。

「しかし殿下。余り歯ごたえのある敵というのも困り物ですよ？」

「あいつの事……ね……全く！　邪じや魔まばかりする男ね。本当に嫌いやになる！」

　斉藤の言葉にシャルディナは吐はき捨すてるように言い放った。彼かれの言葉を聞いて、彼女の機き嫌げんは瞬しゆん時じに悪くなる。

　シャルディナの脳裏にあの老け顔の体格の良い青年の顔が浮かび、苛いら立だたしげに首を振った。

　それも当然だろう。彼女にとって、最も聞きたくない男の話題なのだから。

「まぁ須藤さんの話を聞く限りでは、あの男はあくまで巻き込まれただけの事……帝国の意図を読んだ上での参加ではないようですが……」

「だから尚なお更さら腹立たしいのでしょ！　全く、何処に逃げたのかと思ったらローゼリアの内乱に参加しているなんて！　しかも偶ぐう然ぜんに？　あいつの所為せいで危あやうく策が崩ほう壊かいしかけたのよ。どれだけ疫やく病びよう神がみなのよ、あいつは！」

　斉藤の指摘にシャルディナは語気を強めた。

「まぁ、因いん縁ねんという奴やつですかねぇ……何しろガイエス様を殺した男が、ガイエス様の立案した策を邪魔した訳ですから……」

「因縁ねぇ……」

　須藤の含ふくみ笑いを見ながら、シャルディナはため息をついた。

　今回のローゼリア王国内乱は、亡きガイエスが東部地方侵しん攻こうに際してたてたオルトメア帝国の策略である。

　西方大陸中央部に覇はを唱えるオルトメア帝国は今、北部のエルネスグーラ王国、西部のキルタンティア皇国、両国からの圧力に耐たえながら東部侵攻を企くわだてていた。

　両国とオルトメア帝国の国力、軍備力はほぼ互角。

　三つ巴どもえの戦いくさがここ二十年余りにわたって続けられてきたのだ。

　二つの国が争えば残りの一国が漁夫の利を得る。

　それを誰もが理解している為、三国の戦は終わらない。

　国境地帯でにらみ合いを続け、互いの隙すきを窺うかがいあう。

　だがその一方で大戦にもならない。残った三つ目の国が介かい入にゆうしてくる事が目に見えているから。

　宮きゆう廷てい法ほう術じゆつ師しでありオルトメア帝国の軍師であったガイエスは、この状況を打破する為に一つの策を皇帝に提示した。

　北のエルネスグーラにしろ、西のキルタンティアにしろ、今の帝国の力で討ち滅ほろぼす事は難しい。

　だからといって一方と同盟を結び残った国を攻めるのも現実的には不可能と言える。

　三国間は積年の恨うらみと利害関係が複雑に絡からみ合い、とても同盟を結ぶ余地など無かったのだ。

　そこで彼は、西方大陸東部と南部へ眼を向けた。

　東部南部のどちらかを侵略し、二ヶ国との国力に差をつけようとしたのだ。

　そしてガイエスは帝国の情じよう報ほう網もうを活用して集めた情報から、東部に狙ねらいを定める。

　南部は十五もの小国に分割された激戦区である。

　必然的に小こ競ぜり合いが多く、兵の練度はかなり高い。言わば強兵の国なのだ。

　それに対し東部は、ザルーダ・ローゼリア・ミストの三王国による統治が長く、戦の経験もさほど多くない。

　その上、身分制度が厳格であり、貴族の統治が長いこの地方は平民が搾さく取しゆされる傾向が強く、多少税率を下げるなどのアメを民に与える事で占せん領りよう後ごの支配統治が容易だと判断された。

　このガイエスの立案した戦略は、皇帝の命によって即そく座ざに承しよう認にんされた。

　そこでまず行われたのが、ザルーダ王国の隣国、ローゼリア王国に対しての謀略である。

　隣国であるザルーダ王国へ直接謀略を仕掛けなかったのは、ガイエスがキレ者と言われた所以ゆえんだろう。

　東部三国のそれぞれの国力はオルトメア帝国と比べるまでもなく低い。

　だが、東部三国が連合すれば、オルトメア帝国といえども簡単に勝利は掴つかめないのだ。

　そこで東部を分断する為の謀略として引き起こされたのが、今回起きたローゼリア王国の内乱である。

「ガイエスの命を受け、須藤がラディーネを見み出いだしたのが二年前。その後、前ローゼリア王ファルスト二世を毒に因よって徐じよ々じよに弱らせ病に見せかけて殺し、いよいよ準備が整ったというところであの男が現れた……その所為でガイエスは殺され、今回の策も危うく全てをぶち壊されるところだった……確かに因縁ねぇ……」

　全ての計画はガイエスがあの男、御子柴亮真を呼びだしたことに因って狂ったと言える。

「確かに……」

　シャルディナの言葉に斉藤も深く頷く。

「それで？　あいつはどうなったの？」

「御子柴亮真ですな……いやいや……中々に曲くせ者ものですなぁ……結論から言うと、狙い通りの展開には成ったのですが……」

　須藤はここで言葉を切った。

　彼の表情から、判断に迷っている事が見て取れた。

「どういうこと？　ウォルテニア半島を押しつけることにしたんでしょ？」

「えぇ……それはそのようになったのですが、あの男……土ど壇たん場ばになって条件を付けてきたんですよ」

「どういうこと？　男爵位とウォルテニア半島……この他に条件を付けたって事かしら？」

　驚おどろきの表情を浮かべるシャルディナに須藤は真顔で頷いた。

「これがまたあの男らしい……実に相手の急所を抉えぐる弁舌でしてねぇ……結局ルピス女王はそれを呑のまされたという訳でして……」

　須藤はそう前置きをすると、あの日謁見の間で起こった事を語り始めた。




　その日、亮真はルピスが謁見の間に入ると聞くとすぐに面会を申し込んだ。

「やけに早いわね……御子柴。答えは出たということかしら？」

　ルピスは、表情を強張らせたまま亮真へ問いかける。

「はい陛下……今回のお話、私としても大変嬉うれしく思っております……出来る事ならば私としても有りがたくお受けしたいところなのですが……」

　ここで亮真はいったん言葉を切ってルピスへと視線を向けた。彼の眼には、前日の激情など微み塵じんも残ってはいない。

　純じゆん粋すいにルピスへの敬意の念が浮かんでいる。

「それは断りたいという事なの？　御子柴……？」

　ルピスの声が低く冷たくなる。

　王が平民を貴族にしてやると言っているのだ。

　這はいつくばって感謝するべきなのに、目の前の男は断ると言うのか？

　言葉にはしなくとも、彼女の雰ふん囲い気きが彼女の心を亮真に告げてくる。

（ふん……馬鹿が）

　亮真は心に湧き上がるルピスへの罵ば倒とうを内に秘ひめ、さも申し訳なさげに言いだす。

「そのような恐れ多い事……私としても陛下の温情は感激の極きわみでございます……ですが……」

「なんなの？」

「この話をお受けいたす前に、陛下に一つ確認させていただきたい事がございます……それをお聞きするまでは私といたしましても何とも……」

　のらりくらりとした亮真の言葉に、ルピスの中で苛いら立だちが募つのってくる。

「陛下……ここはこの男が何を言いたいのか聞いてみたらいかがでしょう……このままのらりくらりと逃げられるよりは宜よろしいかと……」

　玉座の傍らに立つメルティナがルピスへ耳打ちをした。

「良いでしょう……御子柴、何を聞きたいというの？」

　ルピスの許可を受けて、亮真は恭しく頭を下げて感謝の意を示すとおもむろに切り出す。

「まずは確認でございますが……陛下はウォルテニア半島の現状を何処までご存ぞん知じなのでしょうか？」

「どういう意味？」

　亮真の問いに、ルピスの表情が曇くもった。それは傍らに居るメルティナも同様である。

「勿もち論ろん、私も詳しく知る訳ではありませんが、このウォルテニア半島……相当に問題があるようですね」

「あら？　……そうなの？」

　ルピスは亮真の言葉をさも初めて聞いたという風に問い返す。

　流石さすがに、ここで亮真の問いに正直に答える様な愚かな事はしなかった。

　勿論、彼女がそうやって惚とぼける事など亮真にとっては想定内だが。

「えぇ……私も陛下からお話を頂き、急いで調べたので分かったのですが……」

　ここで亮真は探るような視線をルピスに向ける。

「このウォルテニア半島ですが、ローゼリアの最さい北ほく端たんに位置した半島で、大きさはおよそローゼリア王国全土の八分の一余り……領地の大きさとしては過分と言えます……ですが、ここには幾つか問題がありまして……」

　そう言って亮真が語った半島の問題点は以下の通りになる。

　一つ目は、ローゼリア王国の罪人を追放する流る刑けい地ちとして使用されてきた為、税を納める民がウォルテニア半島においては零ゼロである点。

　二つ目は、ウォルテニア半島には強力な怪かい物ぶつ達たちが多数生息しており、普ふ通つうの人間では生活することが困難である点。

　三つ目は、人間に対して敵対的な亜あ人じん種しゆの集落が存在するといううわさが絶えない事。

　四つ目は、沿岸部を根城にしている海かい賊ぞく達たちの存在。

　五つ目は、隣国ザルーダ王国との国境が近く、紛争が絶えない地域である事。

　亮真の口から告げられた五つの問題。

　そのどれもが解決の難しい難問ばかりだが、特に一と二は致ち命めい的てきだ。

　つまりルピスは税収の無い土地を与えようとしていた事になる。

　貴族の収入は領地の民が納める税に因る事を考えれば、今回の話がどれだけ悪意に満ちたものか理解出来るだろう。

　そもそも、この地はローゼリア王国の領土内ではない。

　国の書類上はローゼリア王国の領土となってはいるが、この国が半島を支配しているという事実は無い。

　何しろ国民が零なのだから。

　一晩徹夜してこの事実を書庫の書類から知った時の亮真の顔。

　それはまさに鬼の顔であった。

　ルピスの悪意を示す明確な証しよう拠こと言えた。

　だが、亮真はそれをルピスの前では見せない。

　怒りも憎にくしみも、相手より強くなったときに初めて見せるべきものなのだ。

「成程！　流石は御子柴殿どの……短い間に良くそこまで半島の情勢を掴まれた。それで……御子柴殿はそれを理由にこの話をお断りされたいというのかな？　陛下の期待を裏切って！」

　亮真の指摘を受けて黙だまり込んだルピスを援えん護ごしようとメルティナが声を張り上げる。

「御子柴殿、貴き殿でんはアーレベルク将軍、ゲルハルト公爵、両名の討とう伐ばつに際し輝かがやかしい功績を示された。だからこそ、陛下は慣習を破ってまで貴殿を貴族としようとなされているのだ……確かにウォルテニア半島は豊かとはいえぬ。だが、半島とてローゼリアの領土！　それも公国に匹ひつ敵てきするほどに広大な土地だ。それをこのまま放っておくには余りにも惜おしい！　そうは思われぬか？」

「成程……陛下はウォルテニア半島を民の住める土地に開発したいと？」

「その通り！　確かに困難な土地ではあるが、貴殿程ほどの人間ならば陛下のご期待にも添そうことができよう……いかがか？」

　メルティナにしては、中々に洒落しやれの利きいた上手うまい言い回しをしてきたと言えよう。

　困難な領地を与えるのは、貴方あなたが優ゆう秀しゆうだからだ。そう言って持ち上げたのだ。

　だが、亮真はそんな言葉に惑わされる筈もない。

「メルティナ殿のお言葉を陛下のご意思と理解して宜しいでしょうか？」

　亮真はメルティナから視線を外すと、玉座に座すわって顔をこわばらせるルピスへと問いかける。　彼の問いにルピスは無言で頷くしかなかった。

　本人を目の前に、貴様を封じ込める為に未開の土地を与えるとは口が裂けても言える筈もない。

「いや、そうでしたか！　……それならば私としても陛下にお願いがしやすい！」

「どういう事です？　……貴方の願いというのは、私の意思を確認したいという事ではないのですか？」

　亮真の言葉を聞いて、ルピスの顔色が変わる。

　彼女は、自分の考えを聞くこと自体が亮真の願いと解かい釈しやくしたのだ。

　無論そんなつまらない事を亮真が望むはずもない。

　全ては布石。

　ルピスとメルティナの二人を追い詰つめる為の……

「いいえ陛下！　願いというのは簡単な事です……ただ陛下のご意思を確認しなければ私としても口に出すのを躊躇ためらわれる事ですので……ですが、陛下がウォルテニア半島を開発したいという、確固たるご意志をお持ちならば……」

　亮真の言葉に二人は嫌な予感を抱いた。

「なん……です？」

「いえ……半島を開発する為に資金をお借りしたいのです……ただ額が額ですので、陛下のご意思を聞いてからでないと中々……いやぁ。陛下が私にそこまで期待をしてくださっていたとは光栄の極み。私も陛下のご期待に応こたえるよう粉ふん骨こつ砕さい身しんさせていただきます！」

　そう言うと亮真は深々とルピスへ頭を下げる。

「待て！　資金提供だと？　何を言っている！　ウォルテニア半島は貴殿の領地！　その為の資金など王家が出す筈はずが無いだろう！」

　メルティナが怒声を張り上げた。

　もっとも、亮真の表情は変わらない。

「はぁ？　これは異な事を言われる。陛下はウォルテニア半島の情勢をご存じであり、私に半島の開発と繁栄をお求めになられた訳です」

「その通りだ！　だからこそ貴殿は己おのれの才覚で半島の開発を行わなければならない！」

　確かに、通常であればメルティナの主張は正しい。

　しかし、今回だけはその主張にも正当性が感じられなかった。

「ですがご存じのとおり私はただの平民。財産とてございません。それはメルティナ殿も陛下もご存じの筈では？」

　アゾスから奪うばった財産の事には一言も触れず、亮真は平然と嘯うそぶいた。

「それはそうだが……」

「私自身に金が無い以上、私は陛下のご期待に応える為に誰かから資金を借りなければなりません……ですが、まずどの商人も半島の開発などに資金は貸さないでしょう」

　商人はリスクを嫌きらう。

　勿論、リスクに相応するメリットを提示できれば話も変わるだろうが、怪物や亜人種がすむ半島の開発など、リスクばかりで肝かん心じんのメリットが見えない。

　そんな危ない話に、商人達たちが投資などする筈もなかった。

「それは貴殿の才覚で……」

　メルティナは必死で食い下がる。

　ここで言い負かされては、全てが水の泡あわとなる。

　御子柴亮真を封じ込める事も出来ず、ルピスのメンツだけが潰つぶされる事になる。

　それだけは絶対に避けなければならなかった。

「無論！　私はそれなりに才がございます。ですが私としても神ではございません！　なんの元手も無くかの地を開発など出来る筈もございますまい！　……無論その点に関しては、聡そう明めいなる陛下におかれましてもご理解いただけるかと思いますが？」

　亮真の矛ほこ先さきがルピスへと向けられた。その視線の鋭するどさに、彼女の顔が青ざめる。

　元々、ルピス自身も無む茶ちやを承知の上で押おし付けようとした話。

　それをここまで見透かされてしまえば、彼女としても打つ手は無い。

　結局ルピスは、亮真の望むとおりの言葉を口にした。

「いくら必要なの？」
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「陛下！」

　メルティナの叫びをルピスは黙もく殺さつした。

　この場に居るのは、彼かの女じよ達たちだけではない。

　中立派の貴族も居れば、警護の騎士達も居る。

　彼らの前で、これ以上無様な様子を見せるわけにはいかなかった。

　あくまでも平民を重用する、英明な君主であると思わせなければならないのだ。

「流石は陛下！　ご聡明でいらっしゃいます……そうですねぇ、概がい算さんではございますが、およそ金貨で換かん算さんして最低でも百万枚は必要かと！」




　須藤が亮真の求めた金額を口にした瞬しゆん間かん、斉藤は思わず吹ふき出してしまった。冷静で礼れい儀ぎ正ただしい彼にしては、珍めずらしい行こう為いだ。

　もっとも、シャルディナとしては斉藤の不作法を咎とがめだてる気持ちは無かった。彼女自身も大きな驚きを受けたのだから。

　街の宿屋に泊とまる宿しゆく泊はく費ひは、おおよそ一泊ぱくで銅貨五十枚から銀貨一枚程度。

　街の食堂で一回食事をとるのに、大体銅貨五枚から十枚といったところか。

　勿論、上を見れば高い店は幾らでもあるが、人一人が一日を暮らすのに大体銀貨一枚ほどかかる計算になる。

　日本の貨か幣へい価値に無理やり当てはめると、銅貨一枚がおよそ百円。銀貨一枚がおよそ一万円、金貨で大体百万円といったところだろうか。

　となれば、亮真の提示した金額の大きさも理解できるかもしれない。彼は日本円にして実に一兆円近い金額を求めた事になる。

「なんて無む茶ちやな額を……それではローゼリア王国に入る収入のほとんどを貸し付けなければならない事になる！」

　斉藤の言葉にシャルディナも呆あきれ顔をした。

「帝国でもそれだけの額を一度に出すのは無理ね……」

　出せない訳ではない。

　だが、これだけの額をいきなり言われて出せる国は、西方大陸の何処を探しても無いだろう。

　国の収入というのは、事前にある程度使い道が決められている。

　役人の給料や、軍への設備投資など、重要でおろそかには出来ない物がほとんどである。

　もし帝国でこの額を出すとなれば、何年も時間を掛けて予算をやりくりする必要がある。

　帝国ですら捻ねん出しゆつには時間が掛かる額なのだ。帝国よりも国土が小さく経済力も劣おとるローゼリア王国に出せる筈がない。

　シャルディナの言葉に須藤は無言で頷うなずいた。

「おっしゃる通り無理な話です……ですが、あの半島を本気で開発するとなればそれくらいの資金を投下しなければどうにもならない事も事実でしょう」

　森を切り開き、道を通す。

　海賊や、亜人の襲しゆう撃げきに備える為に常備兵力を雇やとう。

　住民を移住させる費用も必要だ。

　どれもこれも底なし沼ぬまのごとく資金を呑み込んでいくだろう。

　だが、本当にあの魔ま境きようを開発する気ならば、それくらいの金が掛かって当然とも言えるのだ。

「それはそうかもしれないけど……そんな額……あ！　そう……そういう事！」

「流石は殿下……気づかれましたか」

　シャルディナの言葉に須藤は眼めを細めて微笑む。

「あいつは最初からその額を貰もらおうなんて思ってなかったのね？　……まずは資金提供を断らせた上で何か別の条件を提示した！　そうでしょう？」

　須藤はシャルディナの言葉に小さく頷くと、内ポケットより一枚の紙を取り出して彼女へと差し出した。

「これは？」

「御子柴亮真がルピス女王へ提示した条件の一覧です……私も確認しましたが、かなり厄介な内容ですね……完全にローゼリア王国から独立するつもりの様です」

　この紙にある条じよう項こうは細かく書かれており、項目はかなりの数に上る。

　シャルディナはザッと上から下まで各条件に目を通した。

　彼女の表情が曇る。

　亮真は、大まかに言って二つの事を求めていた。

　立法、軍事、外交、経済の全すべてを御子柴亮真へ一任する事。

　そして、貴族が王国へ払うべき税金と軍役の免除。

　これを全て呑んだ場合、表面上はローゼリア王国に属ぞくしながら、その動向を一切制せい御ぎよ出来ない国が出来る事になる。

　つまり男だん爵しやくという地位で有りながら、亮真は公国以上の権利を主張したのだ。

「これを……本当に認めたの？　ルピス女王は……」

　呆れ顔のシャルディナの問いに須藤は無言で頷く。

「馬鹿だとは聞いていたけれど……やってくれるわね。毒どく蛇へびに自由を与あたえたようなものだわ……」

「最初に提示された資金の額に目を眩くらまされて、まともに考えないで許可を与えたようですなぁ」

「だからといって……こんな事……それにこれ、当座の開発資金として金貨五千枚も求めているじゃない？」

　危険な男に態わざ々わざ自由を与えてやったようなものだ。

　しかも、土地付き資金付きで。

「まぁ、ルピスとしても開発資金を出し渋しぶったという負い目以外にも色々とありますから……金貨五千枚程度であれば何も出来ないと踏ふんだのでしょう。それに、幾いくら権利が有ろうと、あの半島は税収が全くない未開の地だという事です。流石さすがに幾らあの男でも無から有は作り出せますまい……」

　金貨五千枚は確かに大きな金額だ。だが、その程度の金であの魔境をどうにか出来るとは斉藤には思えなかった。

　しかし……

「斉藤……貴方、本当にそう思うの？」

　シャルディナの問いに斉藤は口を濁にごした。

　税収の無い土地。

　徘はい徊かいする怪物達。

　ローゼリア王国の援えん助じよもほとんど無い。

　そんな状じよう況きようで何が出来ると言うのか？

　だが、斉藤はそれを口にする事に躊躇ためらいを感じる。

　自分自身も、御子柴亮真という男の持つ何かを恐おそれているのだから。

　シャルディナは斉藤から視線をそらした。

　この場に居る誰もが、同じ不安を感じていたのだ。

「須藤……貴方の策……裏目に出るなんて事はないでしょうね？」

　須藤は無言で答えた。

　ルピスの不安につけ込み、亮真を貴族にするよう提案したのは須藤自身。

　それは、御子柴亮真の居所を確実に掴んでおくための布石。

　シャルディナもまた、他国に亮真が登用される事を嫌きらったのだ。

　特に北部と西部に存在する大国に。

　だが、それが裏目に出るかもしれない……

　そんな不安が三人を縛しばる。

「いいわ……須藤……でもアイツから目を離しちゃダメよ？」

　言葉少なく命じるシャルディナの言葉に須藤は頷く。

「では殿下……次回の報告はザルーダ侵攻が始まってからということで宜しいでしょうか？」

「えぇ……予定通り来月には侵攻を始めるわ……須藤！　手筈は分かっているわね？」

「ご安心ください。今回の内乱で貴族にも騎き士しにも動どう揺ようが広がっております。いくらでも付け入る隙はございますので……ローゼリアがザルーダへ援えん軍ぐんを出す事は無いでしょう」

「そう！　ならば良いわ！　ローゼリアの押おさえは任せたわよ！」

　シャルディナの言葉に須藤と斉藤の両名が無言で頷く。

　ここに今、オルトメア帝てい国こくがその鋭い牙きばを剥むいたのだ。







エピローグ







　帝都オルトメアの郊こう外がいに佇たたずむ屋や敷しき。

　周囲には鬱うつ蒼そうと樹木が生い茂しげり、街かい道どうからかなり入り込こんでいる為、土地の者でもこの屋敷の存在を知る人間は数える程しかいない。

　外見は歴史を感じさせる実に古めかしい屋敷だ。

　かつてはある貴族の隠いん居きよ所じよとして建てられたこの屋敷だが、持ち主を転々と変えながら、今ではとある商会が保有する物件となっている。

　とはいえ、それはあくまで表向きの事。

　確かに書類上は売り物件として記き載さいされているものの、この屋敷が売られる事はまずありえないと言って良いだろう。

　もし可能性があるとすれば、この屋敷の存在が敵に察知された場合くらいのものだろうか。

　何しろここは、オルトメア帝国の闇やみに巣くう組織の最重要拠きよ点てんなのだから。

（相変わらず厳重な警備だ……オルトメアの王宮以上だな）

　窓まど越ごしに外の景色を見ていた斉さい藤とうは、その物々しい警備に思わず息を呑んだ。

　とはいっても、別に斉藤が昔に見た映画のマフィアの家の様な、銃じゆうを持ったガードマンが徘はい徊かいしている訳ではない。

　外から一見した屋敷は、あくまでごく普ふ通つうの貴族の屋敷。

　屋敷の入り口などごく限られた場所に数人の警備が居るだけ。

　しかし、組織がこの屋敷の警備に手を抜ぬく訳がないのだ。

　周囲の森には、数十人の手て練だれが警けい戒かい網もうを敷しいており、屋敷へ許可なく近づこうとする存在を人知れず排はい除じよしている。

　恐らく、皇帝の近辺に侍る近衛や親衛といった騎き士し団だんや、シャルディナ自慢の夢魔騎士団サキユバスナイツの様な精せい鋭えいであろうと、同数で彼らを排除する事は難しいだろう。

　組織の誇ほこる最精鋭部隊である猟りよう犬けんには劣るものの、彼らがこの世界で圧あつ倒とう的てきな強者であることに変わりはない。

　また、窓ガラスは大地世界アース特有の素材に法印を刻み込んだ特別製。

　その強度は防ぼう弾だんガラスの比ではない。

　恐らく、ガイエス・ウォークランドの後を継いで主席宮廷法ほう術じゆつ師しに任命されたセリア・ウォークランドが全力で放つ法術でも十秒程度は耐えるだけのものを持っている。

（組織の技術開発は順調だ……後はどれだけ秘ひ匿とく出来るか……そこが問題だな）

　組織は大地世界の住人と比べてあまりに人数が少ない。これは、地球から召しよう喚かんされた人間や迷い込んだ人間が構成員である以上、仕方のない事だ。

　そんな少人数の組織が大多数の大地世界人を支配するには、圧あつ倒とう的てきな武力と技術が必要となる。

　イメージ的には十五世紀頃ごろに南米に割拠していた王国を征せい服ふくしたエルナン・コルテスといったスペインの征服者コンキスタドール達を見習えばよい。彼らはわずか数百名で一国に打ち勝った。

　その秘密は、当時のヨーロッパ諸国が保有していた技術の優位性に他ほかならない。

　現代の地球では、技術はインターネットなどを通じ広く公開される事が多い。

　それは確かに、技術の発展という観点だけで見れば素晴らしい事だ。

　だが……

（私達の目的はこの世界の平和や発展ではないからな）

　組織の人間は皆みな、この大地世界に対して嫌けん悪おと深い憎ぞう悪おの念を抱いている。

　また、そういう人間しか組織は救済の手を差し伸のべはしない。

　組織が恐れるのは、変な人道主義や平等主義を振りかざして、秘匿していた技術を漏ろうえいされる事なのだから。

「ふぅ、お待たせして申し訳ありませんねぇ」

　突とつ然ぜんノックもなく部屋の扉とびらが開き、物思いにふける斉藤の思考は中断された。

「須す藤どうさん……せめてノックくらいしてくださいよ。わざわざ気配まで消して……驚くじゃないですか」

　別に何かやましい事をしていた訳ではないし、この屋敷の警けい戒かい水準を考えれば、暗殺者の可能性も極めて低いのは分かってはいるが、気配を消して近づかれれば幾ら斉藤でも驚かない訳がない。

　だが、須藤としてはそんな斉藤の反応が面白くて仕方がないのだ。

「いやぁ、失敬失敬。斉藤君の驚く顔が見たくてつい……ね」

　そう言うと須藤は、頭を掻かきながらニヤついた笑えみを浮うかべ、ソファーへと腰こしを落ち着ける。

「まったく、あんたって人は……」

　悪びれる様子もない須藤の態度に、斉藤は小さくため息をついた。

　もっとも、須藤の態度は何時いつもの事。それこそ取とり締しまり役やくである菊きく川かわを相手にしている時でさえこの態度なのだ。

　今いま更さら斉藤がどうのこうのと言ったところで改まる事はないだろう。

　それに、今はそんな些さ細さいな事を追つい及きゆうしている時ではない。

「大分時間が掛かっていましたが、菊川取締役から何か？」

「いやぁ、大分嫌いや味みを言われましたよ。今回はかなり綱つな渡わたりでしたから、組織の管理者としては当然ではありますがねぇ」

　そう言うと、須藤はテーブルの上に置かれた酒さか瓶びんを手に取る。

「確かに……それで、何か今後の計画に変へん更こうでも？」

　斉藤が一番気になるのはそこだ。

　計画の修正如何いかんでは、シャルディナに対してのアプローチを変える必要も出てくる。

　だが、そんな斉藤の心配をよそに、須藤はゆっくりとグラスを傾けた。

「そちらは特に変へん更こうはありません。斉藤君は今のままシャルディナの補ほ佐さとして彼かの女じよをうまくコントロールしてくだされば結構です。何しろ次のザルーダ侵攻戦は組織としても非常に重要な戦ですからねぇ」

「勝ち過ぎず負け過ぎず……ですね」

　その言葉に須藤は満足げな笑みを浮かべる。

「えぇ、勝ち過ぎず負け過ぎずです。まぁ、ザルーダには厄やつ介かいな将軍が居ますから、簡単にはいかないでしょうがね」

「ベルファレス将軍ですか……」

　ザルーダ王国の誇ほこる生きた軍神とも言うべき男の名を口にし、斉藤の背筋を電流が流れた様な感覚が襲おそう。

「えぇ、ローゼリアの白き軍神と謳うたわれたエレナ・シュタイナーと肩かたを並べて戦った歴戦の将軍です。しかも彼はエレナ・シュタイナーと違ちがい軍を完全に掌しよう握あくしており、国王からの信しん頼らいも篤あつい。一ひと筋すじ縄なわではいきませんよ」

「確かに……」

　兵数ではオルトメア帝国の方が優勢なのは動かしがたい事実だが、戦争は必ずしも兵数だけで決まるものではない。

　まして、ザルーダ王国は周囲を峻しゆん険けんな山々に囲まれた難攻不落の要よう塞さい。

　兵の投入口も限られているし、国内も山や森に阻はばまれ行軍は難航するだろう。

　大兵力を展開するには不向きな土地だ。

「まぁ、我々はシャルディナ殿下のお手並みを拝見といきましょう」

「まったく、須藤さんは気楽に言ってくれますね」

　まるで他人ひと事ごとの様な口調でグラスを傾ける須藤に、斉藤は苦笑いを浮かべた。

「ところで話は変わりますが、本当にあれで良かったんですか？」

　漠ばく然ぜんとした問いかけ。

　だが、二人の間ではそれだけで十分だった。

　斉藤の探さぐる様な視線を受け、須藤は唇くちびるを釣つり上あげて笑う。

「御み子こ柴しば君の事ですか？」

　須藤の言葉に斉藤はただ頷いた。

「やはり斉藤君も気になっていましたか……」

「あれを甘く見るべきではないかと」

　斉藤は、御子柴亮りよう真まに一度痛い目を見せられている。

　ガイエス・ウォークランドを殺害し、帝国国外へと逃のがれようとした御子柴亮真を追いかけた斉藤は、思わぬ反はん撃げきを受けた結果、危うく組織の大事な駒こまである皇女シャルディナを失うところだったのだ。

　結果的にシャルディナの命は無事であったし、組織の計画にも大きな支障はなかった。

　しかし、組織の工作員として長年様々な策さく謀ぼうに手を染めてきた斉藤が、召しよう喚かんされた直後で大地世界の事を何も分かっていない青二才に足元を掬すくわれたのもまた紛まぎれもない事実。

　その事が、斉藤にとって喉のどの奥に引っかかった小骨の様にずっと気になっていた。

「まぁ、斉藤君の懸け念ねんは私も良く分かりますよ。以前出してもらった報告書でも彼の危険性は十分に認にん識しきしていたつもりですが、今回の件でそれを肌はだで感じました。確かに彼は異常です。普通じゃない」

　一国の政争に巻き込まれる事の恐ろしさ。

　それは、例えるならば台風の様な天災に等しい。

　それこそ、普通の人間ならばその風圧でめちゃくちゃにされ、自分の意志とは無関係に吹き飛ばされるだろう。

　だが、御子柴亮真は違う。彼は劣れつ勢せいだったルピス・ローゼリアヌスを担ぎ、見事この絶望的な政争を勝ち抜いてみせた。

　それがどれほど異常な事かは今いま更さら言うまでもないだろう。

「ラディーネ王女やゲルハルト公こう爵しやくを失わずに済んだのはお見事でしたが、彼にウォルテニア半島を与えて良かったのかどうか」

「毒蛇に翼つばさを与えた、ですか？」

　シャルディナの口から洩もれた表現を口にして笑う須藤を見ながら、斉藤は真ま面じ目めな顔で頷いた。

「実に的を射た表現かと」

　ウォルテニア半島が抱える問題点は理解しているが、その反面、それらの問題さえ対処してしまえばあの半島は宝の山に変わるかもしれないのだ。

「シャルディナ殿でん下かも何か予感を感じ取っていた様ですが、あいつは、きっとそこまで見み越こしてこの話を受けたんですよ」

　西方大陸北部の海域はウォルテニア半島を根城にする海賊の存在によって、航路を大きく制限されている。

　仮にこの海賊達の脅きよう威いを取り除く事が出来れば、ウォルテニア半島は補給港としても貿易港としても栄える事が出来るだろう。

　後は、ウォルテニア半島内に存在する希少性の高い品を売ればよい。現在でも、半島から冒険者達の手によって時折持ち帰られる品々は、市場で高値を付けるのだから。

「下手をすると……組織にとって取り返しのつかない事になるかもしれませんよ？」

　斉藤の目に危険な光が宿る。

　今のところ、組織にとって御子柴亮真はそこまで邪じや魔まな存在ではない。

　勿論、わずらわしさを感じない訳ではないが、現状は計画を多少修正する程度の範囲で収まっているからだ。

　だが、亮真がウォルテニア半島の領有化に成功するとなると話はかなり変わってくる。

　組織の計画も多少の修正では済まなくなってくるだろう。

　しかし、そんな斉藤の懸け念ねんを聞いても、須藤は笑みを浮かべるだけだ。

「中国の項こう羽うと劉りゆう邦ほうみたいでワクワクしますねぇ」

（項羽と劉邦……）

　それは古代中国史に名を刻む英えい雄ゆうの名前だ。

　そして、須藤の口から零こぼれた言葉の意味を察した瞬間、斉藤の表情が曇った。

（そうか左さ遷せんか……）

　始し皇こう帝てい亡き後、秦しん帝てい国こくを滅ほろぼした項羽は、共に戦ってきた劉邦の器量と力を恐れ、当時辺境だった漢かん中ちゆうという荒あれ地を与えた。

　だが、漢中を基盤とし、張ちよう良りようや蕭しよ何うかといった参謀の力を借りて力を蓄たくわえた劉邦は、韓かん信しんという国士無む双そうの名将を配下にした事で、遂ついに項羽を垓がい下かの戦いで打ち破り、中国全土を支配する大帝国を打ち立てる事になる。

　この時、当時秦の首都であった咸かん陽ようの都から見て西にあった漢中へ流された劉邦の故事に倣ならい、左遷という故事が生まれたという。

（確かに……あの男の置かれた立場は劉邦に似ている。だが、そうなると須藤さんはあの男が劉邦と同じ様にこの大陸の覇者になると思っているのか？）

　幾いくら御子柴亮真が同じ日本人とはいえ、組織にとってそれは決して好ましい事態とは言えないだろう。

「安心しなさい。別に彼かれにこの大陸を支配して欲ほしい訳でも、組織を裏切ろうという訳でもありません。ただね、私は楽しみなんですよ」

　斉藤から向けられる非難交じりの視線を受けながらも、須藤の表情は変わる事はなかった。

「楽しみ？」

　斉藤の問いに対し、須藤は無言のまま静かに首を横に振ふった。

（彼は恐らくあの方の……）

　脳のう裏りに浮かぶ御子柴亮真の顔。

　そして、彼の使った武術からは、遥はるか昔に消え去った筈の縁えにしを思い出させずにはいられない何かを感じたのだ。

　だが、その事は未いまだに組織の取締役である菊川にも話していない、須藤だけの秘密。

「えぇ、御子柴君の様な男が、この世界でどこまで上り詰つめられるのかね」

　それだけ告げると、須藤は一息にグラスを呷あおった。

　皮肉屋で悪戯いたずら好きの運命の女め神がみへ捧ささげるかの様に……







あとがき







　殆どいないとは思いますが、今回初めてウォルテニア戦記を手に取ってくださった皆様はじめまして。一巻・二巻・三巻とご購入いただいた読者の方、お久しぶりです。

　作者の保利亮太と申します。




　それではまずあとがきから読まれる方の為に、第四巻の内容と作者が何故こんな話を作ったのかに関してざっと。

　まずは恒例の基本コンセプトについてですが、今回の一番の山場はエレナの復讐です。

　家族を殺された女の長年つもりに積もった恨みつらみが爆発します。

　また、この間でついに主人公は己の領土を手に入れます。

　もっとも、その土地には様々な問題が山済みされていて、一筋縄ではいかない設定です。

　ウォルテニア戦記は基本主人公が強いので、そういった縛りをしないと作品としてのバランスが取れないので致し方ないのですが……

　ようやく、作品がウォルテニア戦記の題名に見合う状況になり始め作者としても一安心というところです。

　そして、四巻ではＷｅｂ版に対して最大の差分が出てきます。

　ただ、少し言い訳をさせていただくと、元々この設定はＷｅｂ版の六章あたりで出てくる筈でした。

　伏線自体は前の巻からちらほらと出てはいるので、勘の良い読者の方ならば予想のついていた展開かもしれません。

　ただ、作品の時系列的に、早めに前振りだけでも出すべきかと考えた為、今回話を前倒しにさせていただきました。




　最後に、まずは本作品を出版するに際してご助力いただいた関係各位、そしてこの本を手に取ってくださった読者の皆様へ最大限の感謝を。

　今回の出版で以前出したレーベルからの刊行数を無事に超える事が出来ました。

　売れ行きにもほとんど減少がないようで、安定して販売できているようです。

　本の売れない時代と呼ばれる昨今、今の状況でも十分な快挙と出版業界の現状を知る作家仲間からは言われるのですが、作者としてはもっと売れてほしいと願うばかりです。

　そんな作者の本音はさておき、それもこれも全ては読者の皆様の厚いご支援があっての事と考えております。

　次巻もなるべく早くお届けできるよう頑張りますので、今後もウォルテニア戦記をよろしくお願いいたします。
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